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第 5 章 自然科学分析

第l節 花粉化石群集

1. はじめに

第 1 節 花粉化石群集 271 

新山雅広（パレオ ・ ラボ）

顔戸南遺跡は、 岐阜県可児郡御嵩町に所在する。 ここでは、 およそ古墳時代前期から現代に至る

跡周辺の植生変遷を明らかにする目的で花粉化石群集の検討を行っ

2. 試料

花粉化石群集の検討は、 SD10西壁とE区西壁より採取された合計12試料について行った。

SD10西壁 （試料 1 -11) : 試料 1 ( 1 層、 現代の水田層）は灰黄色シルトで褐鉄鉱が発達する。

試料 2 (2 層）は灰黄色シルトで褐鉄鉱が発達し、 炭化物片を少し含む。 試料 3 ( 3 層）は黄灰色粘

土で褐鉄鉱が発達する。試料4 (4層、 水田層？）は黒褐色 ～黄灰色粘土で褐鉄鉱が発達する。 試料

5 ( 5層）は黄灰色 ～暗灰黄色粘士で褐鉄鉱が発達する。 試料6 (6層）は黒褐色粘土で褐鉄鉱が発

る。 試料7 (7層）は黒褐色粘土（非常に粘性が強い）。 試料8 (8層）は黒褐色粘土（非常に

粘性が強い）で褐鉄鉱が発達するC 試料9 (9層）は黒褐色粘上（粘性強い）で草本遺体を非常に多

く含み、 炭化物片を少し含む。 時代については、 出土遺物から 5 世紀後半と考えられる。 試料10 (10 

層）は黒褐色粘土（粘性強い）で炭化物を多く含む。 試料11 (11層）は黒褐色粘土（粘性強い）で炭

化物片、 草本遺体 玉 最大径 5 mmの小礫を少し含む（層名は図42の A-A' ラインに対応する）。

E区西壁 （試料12) : 黒褐色粘土（基本層序VI層）で褐鉄鉱が発達し、 炭化物片を少し含む。 時代は

不明であるが、 およそ古墳時代前期以前と考えられる。

3. 分析方法

花粉化石の抽出は、 試料約 2 -4gを10 %水酸化カリウム処理（湯煎約15分）による粒子分離、 傾

斜法による粗粒砂除去、 フッ化水素酸処理（約30分）による珪酸塩鉱物などの溶解、 アセトリシス処

理（氷酢酸による脱水、 濃硫酸 1 に対して無水酢酸9の混液で湯煎約 5 分）の順に物理・化学的処理

を施すことにより行った。 なお、 フッ化水素酸処理後、 全ての試料において重液分離 （臭化亜鉛を比

重2.1に調整）による有機物の濃集を行った。 プレパラ ー ト作成は、 残清を に希釈し、

十分に撹拌した 後マイクロピペットで取り、 グリセリンで封入した。 検鏡は、 プレパラート全面を走

し、 その間に出現した全ての種類について同定·計数した。 その計数結果をもとにして、 各分類群

の出現率を樹木花粉は樹木花粉総数を基数とし、 草本花粉およびシダ植物胞子は花粉·胞子総数を基

数として百分率で算出した。 ただし、 クワ科、 マメ科は樹木と草本のいずれをも含む分類群であるが、

区別が困難なため、 ここでは便宜的に草本花粉に含めた。 なお、 複数の分類群をハイフンで結んだも

のは分類群間の区別が困難なものである。

4. 花粉化石群集の記載

[SD10西璧の花粉化石群集 （試料 1 -11) ] 

同定された分類群数は、 樹木花粉41、 草本花粉28、 形態分類で示したシダ植物胞子 2 である。SD 2 
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西壁の花粉化石群集は、 その種構成や各分類群の出現率によって、 下位より 4つの花粉化石群集帯

：樹木花粉の占める割合は、 約53-72%である。 その中でアカガシ亜属（約20

-30%)と凹凸を繰り返すがイチイ科 ーイヌガヤ科 ーヒノキ科（約13-46%)が高率であり、 次いで、

コナラ亜属（約 8 -18%)、 シイノキ属（約 5 -17%)が出現する。 他に、 ブドウ属、 ヒサカキ屈近

似種が低率であるが、 およそ安定した出現傾向を示し、 本帯で出現を途絶える。 草本花粉では、 イネ

科（約12-23%)が比較的高率であり、 カヤツリグサ科、 ヨモギ属も比較的目立つ。 他に、 本帯では

多種類の水湿地性草本が出現する。 ほぼ安定した出現傾向を示すサジオモダカ属、 オモダカ属や下部

ミズオオバコ属、 上部で目立つイ

(I-N帯）を設定することができる。

l帯（試料5 -11) 

ツリフネソウ属、 中部でH立つスブタでH立つヒルムシロ

スプタ屈 ー ミズオオバコ属、

ツリフネソウ属は、 本帯で出現を途絶える。

4) : 樹木花粉の占める割合は、 約45-48%でI帯に比べ、 やや低率となる。 その

中で、 アカガシ亜属（約28-30%)は、 引き続き高率であるが、 イチイ科 ー イヌガヤ科 ーヒノキ科は

試料3では、 さほど目立たなくなる。 他に、 コナラ亜属が比較的目立ち、 カパノキ属、 ハンノキ属も

l帯に比べて目立つ。 シイノキ屈は（約 3 - 5 %)、 I帯に比べてかなり出現率を下げ、 ヤマモモ属、

ユズリハ属は本帯で出現を途絶える。草本花粉では、 イネ科（約36-43%)が大幅に出現率を上げる。

カヤツリグサ科、 ミズアオイ属、 クワ科、 セリ科、 ヨモギ属などが出現する。 シ

どであるが、 ヒルムシロ属、 サジオモダカボクサ属、 ミズアオイ

II帯（試料3、

他に、 オモダカ属、

ダ植物胞子は、 本帯より若「目立ってくる。

III帯（試料2) : 樹木花粉の占める割合は、 約28%と極めて低率となる。 その中で、 アカガシ亜属

（約26%)が依然として高率である。 次いで、 コナラ亜属が本帯でやや突出した出現をし、 約24%を

占める。 下位帯では、 比較的高率であったイチイ科 ーイヌガヤ科 ーヒノキ科は 1 %未満と大幅に減

少する。 他に、 クマシデ属 ーアサダ属が比較的目立ち、 ツッジ科が出現を開始する。 草本花粉では、

麟＊花粉，シダ糧物鰐そ劉 木 花 豹

.

＾
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イネ科が更に出現率を上げ、 約52 %を占める。 他に、 オモダカ屈、 ミズアオイ属、 キカシグサ属が低

率で出現し、 ソバ属が出現を開始する。

N帯（試料 1 ) : 樹木花粉の占める割合は、 約29%と低率である。 本帯では、 F位帯とは大幅に組

成が変わり、 マツ属複維管束亜属（約34%)、 スギ属（約30 %)が大幅に出現率を上げる。 逆に下位

帯でおよそ最優占する傾向にあった アカガシ亜属（約 3 %)は、 大幅に減少する。 草本花粉では、 イ

ネ科が更に増加し、 約5 7%を占める。 次いで、 やや突出した出現傾向

める。

[E区西壁の花粉化石群集（試料1 2) ] 

アブラナ科が約6%を占

された分類群数は、 樹木花粉1 2、 草本花粉4、 形態分類で示したシダ植物胞子2 である。 十分

な樹木花粉が産出しなかったため、 花粉化石分布図とし なかった。 コ ウヤマキ属、 コ ナラ

がやや目立ち、 SD10西壁試料では出現しないツタ属、 ツバキ属が産出する。 草本花粉では、 オモダ

カ属、 イネ科、 他のキク亜科、 タンポポ亜科が産出する。

5. 考察

［ アカガシ亜属・ イチイ科ー イヌガヤ科ー ヒノキ科優占期 (I帯）l 

l 帯は、 試料 9 が 5 世紀後半と考えられるため、 およそ 5 世紀後半以降の古植生を反映していると

考えられる。 この時期、 遺跡周辺の丘陵部や微高地などには、 アカガシ亜屈（大型植物化石でウラジ

ロガシが出土）を主体にシイノキ属（大型植物化石でツブラジイが出土）、 ヒサカキ属近似種などを

じえた照能樹林と針葉樹のイチイ科ー イヌガヤ科ー ヒノキ科を主体にした森林が優勢であり、 コ ナ

ラ亜属（大型植物化石で コ ナラ、 ナラガシワが出土）からなる林分もみられた。 SD10は、 ヒルムシ

ロ属が出現する少なくとも試料 7 の土層(7 層）の堆積期までは、 やや水深のある流れを伴った溝であ

ったことが予想される。 I帯では、 ヒルムシロ属、 サジオモダカ属、 スプタ属ーミズオオバ コ 属から

オ モダカ属、 ミズアオイ属といった分類群に生育する植物が移り変わっていく状況がみてとれるが、

これはSD10の環境の変化を示しているのかもしれない。

［ アカガシ亜属優占期 (II帯）］

引き続き、 照葉樹林が優勢であったが、 シイノキ属は幾分林分を狭めたものと思われる。 イチイ

科 ー イヌガヤ科ー ヒノキ科も主喪な森林構成要索であったと思われるが、 この時期から林分を狭めて

いったと予想される。 他に、 コ ナラ亜属、 クマシデ属ー アサダ属などの落葉広錐樹からなる林分もみ

られた。 4層（試料4)は、 水田層？と考えられているが、 花粉組成からみてもイネ科が高率であり、

オモダカ属、 ミズアオイ属といったいわゆる水田雑草が随伴するため、 水田層である可能性が高いこ

とが示された。 なお、 下位のI帯でもイネ科がH立ち、 水田雑草が随伴するので付近に水田が存在し

ていた可能性はあるが、 試料が溝の堆積遺物であることを考慮すると、 溝ないしその付近が水位の低

い水田に類似した環境であり、 そこにイネ科や水田雑草が生育していたのではないかと思われる。

［ アカガシ亜属 ・ コ ナラ亜属優占期 (Ill帯）l 

この時期は、 照槃樹林と落葉広葉樹林が優勢であったと思われる。 II帯の時期までは少なくともイ

チイ科ーイヌガヤ科ー ヒノキ科が主要な森林構成要素であったが、 大幅に林分を縮小させ、 代わって

コ ナラ亜属が林分を拡大したものと思われる。一方、付近ではソバ属が栽培されていた可能性があり、

少なくともII帯の時期以降、 水田が存在していた可能性が高いと考えられるため、 稲作の裏作として
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ソ バ栽培が行われて い た こ と も 考 え ら れ る

［ マ ツ 属複維管束亜屈 ・ ス ギ属（髪りり関l ( I 惜） l 

l 帯は 、 現代の水田耕作 上倍で あ る !1(! 虻樹林や沿 �lb. りき樹林は 、 大幅に林分を縮小 さ せ 、 マ ツ 屈

複維竹束亜屈 、 ス ギ屈 と い っ た 針 鮨樹 を t�体 と し た 森林に移 り 変わ っ た 。 こ れ は 、 人間活動が活 発 と

な り 、 照虻樹林 な ど は伐採 さ れ 、 そ う し た跡地にいわゆる
．
．次林と し て マ ツ屈複維符束亜属が投 入 し 、

林分を拡 大 し た こ と や植林な ど に よ る理山 と 考 え ら れ よ う 。 付近では 、 水IJ I稲作 、 ソ バ栽培以外に ア

プ ラ ナ 科 も 栽培 さ れて い た こ と が 予想 さ れ る c

,. 

止 1-c 

n
 

向 3研 j2 -b 

4
 15 -a 5 - b  5-c 

l : ヒルムシ ロl瓜、 成料11、 PAL.MK 1240 
2 :  イ ネ科、 ぶ料 1 、 PAL.,\ll'\ 1236 
3 :  ミ ズア オ イ 狐、 よ料5 、 PAL.MN 1239 
4 :  ソパ屈、 試料2 、 PAL.MN 1238 
5 :  アプラナ科、 試料 l 、 PAL.MN 1237 

図168 産 出 し た花粉化石( 1 ) (scale bar:20µm) 
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（
 

1 -a 

ヽ

13可

4-b 戸

1 1-b 2
 

℃一3 

IS-b 6
 

3-b 

a
 l : マ ツ屈複維符束亜屈、 試料 1 、 PAL.MN 1235 

2 :  イ チ イ 科ー イ ヌ ガヤ科ー ヒ ノ キ科、 試料8 、 PAL.MN 1232 
3 :  ス ギ属、 試 科 l 、 PAL.MN 1234 
4 :  コ ナ ラ 屈 コ ナ ラ 亜屈、 試料9 、 PAL.MN 1231 
5 :  コ ナ ラ 屈 ア カ ガシ亜属、 試料3 、 PAL.MN 1230 
6 :  シ イ ノ キ属、 試料7 、 PAL.MN 1233 

図169 産 出 し た花粉化石(2) (scale bar:20µm a: 1 b :  2-6) 
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1. はじめに
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新山雅広（パレオ ・ ラボ）

顔戸南遺跡は、 岐阜県riJ児郡御嵩町に所在する。 ここでは、 古培時代前期～ 中期における本遺跡付

近での栽培 • 利用状況および周辺植生を推定する目的で大型植物化石の検討を行 った。検討したのは、

試料番号の付いた洗い出し 後の試料(59試料）、 SD7の堆積物試料( 1 試料）およびSD12から出上した

ものについて行った。 SD7の堆積物試料については、 比較的大型の種実類を採集する目的で約20!を

約6mm目の師を用いて水洗節い分けを行った。 同定は、 肉眼観察および実体顕微鏡ドで行った。

2. 出土 し た 大型植物化石

［試料番号の付いた59試料から出士した大型植物化石l

出土した大型植物化石の一覧を表 1 に示した。 以下に出土した大型植物化石を記載する。

木本 (2 3 分類群） ： マツ属複維管束亜属 （ 毬果）、 イ ヌ ガヤ （種子）、 オ ニ グル ミ （核）、 イ ヌ シ

（果実）、 ウラジロガ シ （果実）、 コ ナラ属 アカガ シ亜属 （果実、 幼果、 殻斗）、 ナラガ シ ワ （果実、 殻

斗）、 コ ナラ （果実）、 コ ナラ属 コ ナラ亜屈 （果実、 幼果、 殻斗）、 コ ナラ属 （果実、 芽）、 ツ ブラジイ

（果実）、 カ ジノキ （種子）、 アカ メ ガ シ ワ （種子）、 ミ ツバウツギ （種子）、 スモモ （核）、 モモ （核）、

サクラ属サクラ節 （核）、 フジ属 （ 芽）、 トチ ノ キ （果実、 幼果、 種子、 幼種:y.)、 ムクロジ （種子）、

クマノ ミ ズキ （核）、 エ ゴ ノ キ （種+)、 ハクウンボク （種子）

草本 ( 3 分類群） ： カナムグラ （種子）、 メロ ン 仲間 （種子）、 ヒ ョ ウタン仲間 種子）

その他 ： 不明芽、 虫 えい

[SD 7 ( H lOグ リ ッ ド）の堆積物試料から出土した大型植物化石l

出土したのは、 木本 2 分類群でオ ニ グル ミ （核）が117点 （すべて半割ないし破片）とモモ （ 核）

が 3 点 （ う ち半割 1 点）であった。

[SD12から出上した大型植物化石l

SD12の大型植物化石は 、 昆虫化石の検討に用いられた堆積物試料中 に肉眼で種実類と思われるも

のが確認されたため、 それについて実体顕微鏡下で検討したものである。以下に出土した大型植物化

石を記載する。 分類群名の後 ろ の（）内には、 出土部位と個数を示し、 半分ないし破片については（）付

きで示し

木本 (1 分類群） ： タラ ノ キ （核、 1 )

草本 （分類群） ： ヒ エ （炭化穎果、 1 )、 イボクサ （種子、 2 ) 、 タ 6 ( 1 ))、 ツ リ フ

ネソウ （種子、 1 ( 1 ))、 ノブ ドウ （種子、 2 )、 ドクゼ リ 属 ま たはセ リ 属 14) 

その他 ： 不明芽

3 .  考察

a .  栽培 • 利 用状況

出土したものの う ち、 栽培植物と考 え ら れるものは、 スモモ、 モモ、 ヒ エ、 メ ロ ン 仲間、 ヒ ョ ウタ
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りレ ミ （核 、 (7))
属 コ ナ ラ 亜属（果実 (2) 殻斗、 .(2))、 モ モ （核 1)

妥 オ ニ グル ミ （核 、 (18)) 、 モ モ （核、 1)
［ モモ （核、 1)I 

ウ ラ ジ ロ ガ シ （果実、 1) 、 コ ナ
コ ナ ラ （果実、 3) 、 コ ナ ラ
21) 、 ハ ク ウ ン ボ ク （種子 、

マ ツ 属複維管束亜属（毬果、 2) 、 ッ プ ラ ジ イ
ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜属（幼巣、 l) 、 ト チ ノ
オ ニ グル ミ （核、 9—い

ト チ ノ キ （種子 、

l イ ヌ ガ ヤ （種子、 (1)) 、 コ ナ ラ 属ア カ ガ シ 亜属 （殻斗、 (1)) 、 コ ナ ラ 属 （果実、 (1)) 、
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ン仲間である。 花粉化石では、 これらに対応すると考えられる分類群は産出しておらず 、 また、 ヒエ

は炭化していた。 これらのことから、 これら栽培植物は付近で栽培 さ れていたとい う よりは、 固辺か

ら持ち込まれ生活の場で利用 さ れた 後 、 投棄 さ れたものが流入したか直接投棄 さ れた 可能性が考えら

れる。 栽培植物以外では、 食 用として利用可能なものにイヌガヤ、 オ ニ グル ミ 、 ツブ ラ ジイ、 カジノ

キ 、 サク ラ 屈サク ラ 節 、 トチノキ 、 クマノ ミ ズキ 、 ノブ ドウなどがある。 この う ち、 明らかに人に利

用 さ れていたものは、 オ ニ グル ミである3 オ ニ グル ミ は比較的多産したが、 全試料からの出士個数は、

破片の数を含めて合計1 73 点である。 その う ち 、 完形は 1 点のみであり、 縫合線に沿って 自 然に半分

になったものが53点 、 細かな破片が56点 、 げっ歯類による食害痕のあるものが 1 点、 人による打撃痕

のあるものが62点であった。 人による打撃痕のあるものは、 上端（項部） をつぶ さ れて半分に割れ た

ものが多く 38点である。 次に下端（底部）と側面が欠 けたものが10点あり、 側面が欠 けたものが 9 '"' '

上 下両端が欠 け た ものが 2 点 、 下端のみが 2 点 、 上部と側面が 1 点である。 オ ニ グル ミの核の下端

を下にして懺 き 、 上端を叩 き 潰すとい う 割り 方が一般的であったのだ ろ う 。

b .  園辺植生

古墳時代 中期から古墳時代 後期の周辺植生は、 花粉分析の結果 (I帯） からイチイ科 ー イヌガヤ

科ー ヒノキ科からなる林分と照葉樹林が優勢であり、 コ ナ ラ 亜属も主要な森林構成要素であることが

予想 さ れた。 大型植物化石では、 ウ ラ ジロガシ、 ツブ ラ ジイが出土しており、 照虻樹林は、 これらを

主体にしたものであったことが予想 さ れる。 ま た 、 コ ナ ラ 亜属からなる林分は、 コ ナ ラ 、 ナ ラ ガシワ

といった分類群で構成 さ れていたものと思われる。 針槃樹のマツ属複維管束亜属、 イヌガヤ、 落葉広

葉樹のオ ニ グル ミ、 イヌシデ、 カジノキ 、 サクラ 属サク ラ 節 、 フジ属、 トチノ キ 、 エ ゴノキ、 ハクウ

ンボクといった分類群は、 これらに対応すると考えられる分類群が花粉化石でも産出したが、 大型植

物化石で産出したことから、 現地性が裔いと思われ、 遺跡の比較的近辺に生育していたものと予想 さ

れる。 SD12から出 土した大型植物化石は、 当時溝付近に牛育していたのであ ろ う が、 イボクサ、 ツ

リ フ ネ ソウ、 ド クゼ リ 属またはセ リ 属など湿地性草本が比較的目立った。

4. 主 な 大型植物化石の記載

オ ニ グル ミ Juglans ailanthifolia Carr. 核

核は完形であれば、 側面観は卵形から円形、 先端は鋭頭、 上面観は円形。 表面には、 縦に不規則な

隆起があり、 明瞭な 1 本の縫合線が縦に走る。 出上したもので人為的に側面を割られたものは、 縫合

線の部分を割られている。

ウ ラ ジロガシ Quercus salicina Blume 

果実上部には、 輪状紋があり、 柱頭はゆるやかに開く（出土したものは花柱 • 柱頭は残っていない）。

果実が卵形で府が明らかでないことからウ ラ ジロガシとした。

コ ナ ラ 属アカガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis 果実、 幼果、 殻斗

果実上部に輪状紋が認められるが、 花柱 ・ 柱頭が破損しており、 これ以上の同定には至らなかった

もの。 殻斗は 、 輪状紋が認められる。

ナ ラ ガシワ Quercus aliena Blume 果実、 殻斗

果実は楕円形で胴（尻）は平ら。 殻斗は、 殻斗鱗片が覆瓦状に並ぶ。 殻斗径は、 大 き いもので21mm
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で あ り 、 小 さ く て も 15mm以上 と 大型であ る 。 ）駐部は1 11脚。

コ ナ ラ Quercus serrata Thunb. 果実

県火は桁円形で 、 幅の一番太い部分は ,�・ 半 分に あ る 竹はJi 1 か ら 自然に滑 ら か に つ な が り 、 航はや

や突/l'sす る 。

コ ナ ラ 屈 コ ナ ラ亜屈 Quercus subgen. Lepidobalanus 采実 、 幼果 、 殻斗

采実 、 幼果は輪状紋が認め ら れ な い こ と や殻 斗 を つ け て い る こ と で コ ナ ラ 亜屈 と ま ではhi]定で き て

も そ れ以 上の同定 に は至 ら な か っ た も の。 殻 斗は 、 殻 斗鱗片が覆瓦状に 並ぶ。

コ ナ ラ 屈 Quercus 果実 、 牙

果実は破片で あ り 、 こ れ以 Lの1,1]定 に は 至 ら なか っ た も の。 芽は側面観は卵形 、 上面観は 5 角形。

参考文献

岡本索治(1973) 「 ど ん ぐ り の話」 「Nature Study」 第19巻 pp.55-61 , 77-78, 91-94 大阪市立
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7.  ツ リ フ ネ ソ ウ 、 種子、 SD12 8. ノ プ ド ウ 、 種子、 SD12 9.  ド ク ゼ リ 属 ま たはセ リ 属、 果実、 S012

図170 出土 し た大型植物化石(1)
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1 .  イ ヌ ガヤ、 種-{·、 試料59 2. オニ グル ミ 、 核 (';c形） 、 ぶ料6 3. オ ニ グル ミ 、 核 （上端 を 泊 さ れた�苫IJ) 、

よ料53 4 .  オ ニ グル ミ 、 核 （自 然半割） 、 試料3 5 .  オ ニ グル ミ 、 核 （げっtff類に よ る 食宙痕） 、 試科38 6. イ ヌ

シデ、 果実、 試料33 7 .  コ ナ ラ 、 果実、 試料55 8.  ナ ラ ガ シ ワ 、 米文、 試科55 9 .  ナ ラ ガシ ワ 、 果尖 （殻'I· 付

き ） 、 試科4 10. コ ナ ラ 屈、 芽、 試料31 1 1 .  ウ ラ ジ ロ ガ シ 、 朱災 、 試料55 12. ップラ ジ イ 、 果実、 試料56

図171 出土 し た大型植物化石(2) (スケール 1 、 6 、 10-12: 1 mm 2-5、 7 - 9 :  1 cm) 
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1 .  ス モ モ 、 核、 試料27 2. モ モ 、 核、 ぶ料6 3. モモ 、 核 （げっ歯類に よ る 立害痕） 、 試科6 4. フ ジ属、 牙、

試科30 5. ミ ッパ ウ ッ ギ、 核、 よ科59 6. ト チ ノ キ 、 災火、 よ料8 7. ト チ ノ キ 、 種 （・、 試科58 8. カ ナ ム グ
ラ 、 種子、 式料29 9.  メ ロ ン仲間、 ff 7·、 ぶH28 10. ヒ J ウ タ ン仲間 、 火火、 試科2 11. ヒ ョ ウ タ ン仲間、 杵
{·、 試料2

図 172 出 土 し た大型植物化石(3) (スケール 1 - 3 、 6 、 7 、 lQ: 1 Cl'II 4 、 5 、 8 、 9 、 1 1 : 1 111111) 
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植田弥生 （パレオ ・ ラボ）

本遺跡は御嵩町顔戸 に 所 在し、 可児川 右岸の標高100 m 前 後の低地 に立地している。 ここでは、 4

世紀- 5 世紀前半 （古墳時代前期）の住居跡 4 軒から出士した建槃材の樹種同定結果を報告する。 検

討した試料は、 住居跡SB 5 の 8 点 、 SB 9 の 1 点 、 SB 4 の 1 点 、 SB 8 の 6 点である。 SB 8 から出土

した柱材 3 点は一部炭化した部分も見られたが未炭化状態であり、 その ほかの試料はすべて炭化して

し ヽた。

2. 樹種同定の方法

炭化材は、 3 方向の破断面 （横断面 ・ 接線断面 ・ 放射断面）を走在電子顕微鏡で観察し同定した。

3 方向の断面ブロックは 5 mm角以下の大きさ に整え、 直径 1 cmの真鈴製試料台 に 両面 テ ー プで固定し、

その周 囲 に 導電性ペー ス トを塗る。 試料を充分乾燥させた 後、 金蒸着を施し、 走在電子顕微鏡 ( B本

電子（株）製 JSM-TlOO型）で観察 と を行っ た。

未炭化の柱材は、 片刃の剃刀を用いて薄く切片を切りガムクロラー ルで封人し永久 プレパラートを

作成し、 光学顕微鏡で観察し同定を行 った。 ただし、 柱材 3 点は非常に 保存が悪く、 切片は細かい破

片 に 砕 けてしま う 状態であ っ た。 幸い横断面が特徴的な樹種であ っ たので、 わずかな横浙面の破片の

みを封入し証拠標本 と した。

3. 結果

同定結果の一覧を表 1 に 各住居 ご と の検出樹種を表 2 にま と め、 図 1 · 2 にSB 5 と SB 8 の試料の産

状 と樹種を示した。

SB 4 の床直炭化材 1 は、 クヌギ節であ った3

SB 5 からは、 アカガシ亜属 3 点 （⑤⑦⑧）、 モクレ ン 属 2 点 （④⑤）、 カラス ザ ン シ ョ ウ 1 点 （③) 、 ス

ス キ属 1 点 （①）、 草本性（②）の 5 分類群が検出された 。 SB 5 の試料①は、 床面より上に浮き出土した

産状から屋根材 と 推定され、 草本性秤が集積していた。 その中で最も保存状況の良 い試料からは、 外

周 に細い縦筋があり、 秤の直径は約6mm、 節部は僅かな段差があり節部上部 に 錐鞘の痕跡がある事や

横断面の組織観察から、 タ ケ 類やササ類ではなく草本性の ス ス キ属に 最も類似する と 判定した。 床材

敷物の試料②も草本性秤らしき物の集積であ ったが、 この試料はつぶれており材組織ではない事は判

明したが保存状況は非常に 悪く同定には至らなか っ

SB 8 からは、 コ ナラ節（柱材 p 2 ) ・ クヌギ節 （柱材 p 3 ) ・ コ ナラ亜屈 （柱材 p 4 )  ・ ケ ヤキ（②） ．

トネリ コ 属 （③) ・ ススキ属（①)が各 1 点の合計6分類群が検出された。試料①の中 で状態の良い秤の

節部は、 SB 5 の試料① と 同様な形態であ った。 柱材 P 4 は保存が悪く節部の堅い部分から切片がか

ろ う じて採取できた状況のため、 コ ナラ亜属 （ コ ナラ節 と クヌギ節を含む）であるこ と は確認できたが

これ以上は識別するこ と は出来なか っ た。

SB 9 の①は、 トネリ コ 属であ った。
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以下に同定の根拠とした観察結果を記載する。

1 ) コ ナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis ブナ科 図174 4 a.- 4 c. (SB 5 ⑧) 

集合放射組織を挟み孔口が丸い小型～ 中型の管孔が単独で放射 方向や斜状に配列し、 年輪界は不明

瞭 な 放射孔材。 接線状柔組織が顕著である。 穿孔は単一、 放射組織は同性、 単列のものと広放射組織

とがある。

アカガシ亜属は暖温帯に分布する常緑性の ドングリをつけるいわゆるカシの仲間である。 山 野に普

通 な アラカシ ・ アカガシ ・ シラカシ、 関東以南に多いイチイ ガシ ・ ツクバネガシ、 海岸や乾燥地に多

いウバメ ガシ、 寒さに強 く ブナ帯の下部まで分布するウラジロ ガシなどがある。 材は丈夫で弾性や耐

湿性がある。

2 ) コ ナラ属 コ ナラ亜属 コ ナラ節 Quercus. subgen. Quercus sect. Prinus ブナ科 図174 1 a. (SB 8 

u木オ p 2 )  

年輪の始めに中 型の管孔が配列し、 晩材部は薄墜で孔口は多 角形の極めて小型の管孔が火炎状 ・ 放

射状に配列し、 接線状柔組織が顕著な環孔材。 横断面の管孔配列はクリに類似するが、 幅の広い広放

射組織があることか ら コ ナラ節と同定できる。

コ ナラ節は暖帯か ら 温帯に生育する落菓性高木で、 ド ン グリの仲間の中 でカシワ ・ ミズナラ ・ コ ナ

ラ ・ ナラガシワが属する。 材は加工はややしに く く 乾燥すると割れや狂いが出やすい 欠点があるが、

利 用頻度は高 く 遺跡か ら の出士例は多い樹種である。

3 ) コ ナラ属 コ ナラ亜属クヌギ節 Q. subgen. Quercus sect. Cerris ブナ科 図174 2 a. (SB- 8 柱材

P 3 )  5 a.- 5 c .  (SB 4 炭化材 1 )

年輪の始めに大型の管孔が配列し徐々 に径を減 じ、 晩材部は原壁で小型の丸い管孔が単独で放射状

に配列する環孔材。 広放射組織があり、 接線状 • 網状の柔組織が顕著である。 コ ナラ節と類似するが、

晩材部の管孔が原壁で孔口は丸いことで識別される。

クヌギ節は落能性高木で、 ド ン グリの仲間であるクヌギと アベマキが屈する。 いずれの種も暖帯の

山林に普通の高木でクヌギ節 は二次林に多 く 、 関東ではクヌギ、 瀬戸内海沿岸地 方にはアベマキが多

い。 材は重原で割裂性が良 い 。

4 ) ケヤキ Zelkova serrata (Thunb.) Makino ニレ科 図175 6 a.- 6 c. (SB 8 ②) 

年輪の始めに大型の管孔が 1 - 2 層配列し、 晩材部は小型の管孔が多数集合して接線状 • 斜状に配

列 する環孔材。 道管の壁孔は交互状、 穿孔は単一、 小道管に ら せん肥厚がある。 放射組織は異性、 1 

- 8 細胞幅で背が高 く 、 上下端や縁に結晶細胞がある。

ケヤキは暖帯下部か ら 温帯の丘陵地や山中の陽光地やJ I

が狂いやすいので充分な 乾燥が必要な 材である。

5 ) モク レ ン 属 Magnolia モク レ ン属 図175 7 a.- 7 c. (SB 5 ④) 

る落葉高木である。 材質は堅い
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小型の管孔が単独または 2 -数個が複合して分布する散孔材。 道管の壁孔は交互状 、 穿孔は単ーで

ある。 放射組織は異性、 1 - 2 細胞幅、 上下端に直立細胞があり、 逍管との壁孔は大き く 階段状また

は対列状に整然と配列している。

モクレン属は暖帯または温帯に分布する または小高木である。 北海道以南の山地に生育

る ホオ ノ キ ・ コ プシ、 本州と九 州に生育するタムシバ、 関東北部以西に生育するオオヤマレンゲ 、

中部地 方西南部に生育するシデ コ ブシがある。 材質はやや軽軟で割裂性は大で 、 割れや狂いは少な く

加工し易い材である。

4 )カラスザ ンシ ョ ウ Zanthoxylum ailanthoides Sieb. et Zucc. ミカン科 図 175 8 a.-8 c. (SB 5 ③) 

やや小型の管孔が単独または 2 - 3 個が放射 方向に複合し、 やや疎らに分布する散孔材。 逍管の壁

孔は交几状、 穿孔は単ーである。 放射組織は同性、 1 - 4 細胞幅の紡錘形、 道管との壁孔は大き く そ

の孔口はレンズ状に大き く 開いている。

カラスザンシ ョ ウは本州以南の暖帯から温帯の山中に生育する落葉高木で、 材はやや軽軟である。

5 )ト ネ リ コ屈 Fraxinus モクセイ科 図176 9 a.-9 c. (SB 9 ①) 

大型の管孔が 2 - 3 層配列し、 晩材部は単独または 2 - 3 個が複合して小型で原壁の管孔が散在し

ている環孔材。 周囲状と晩材部では帯状柔組織がある。 道管の壁孔は小型で交 互状、 穿孔は単ーであ

る。 放射組織は同性、 1 - 3 細胞幅である。

ト ネ リ コ 属は温帯に生育する落錐高木で 、 川沿いや湿地を好むシオ ジ ・ ヤチダモ ・ ト ネ リ コ 、 やや

乾燥した所にも生育するアオダモな ど約 9 種ある。 材は重硬で弾力性があり折れ難い。

6) ススキ屎 Miscanthus イ ネ 科 図176 lOa.(SB 8 ①) 

直径約 6 mmの草本性の秤で細い縦筋がある。 節部は く びれた 後にやや膨れその上部に節を取り巻 く

葉鞘の痕跡がある。 秤の中 心部は崩れておりスポ ン ジ状の基本組織で埋ま っ ていたか ど う かは不明で

ある。 秤の外縁部は厚壁の細胞層 （維管束鞘）に原 ＜ 囲まれた小 さ な維管束が 1 - 2 層並び 、 その内 方

に散在する維管束は大き く 維管束を取り囲む維管束鞘の細胞層は外縁部のものと比べ少ない。 散在す

る維管束の軸は不定である。

節があり直径が 6 mm前 後となる秤であることから想定 さ れる分類群の う ち 、 タ ケ ・ ササ類の節には

一筋の く ぼみがあるが当試料には見られず 、 ヨ シでは膨れた節部の下方に 槃 鞘の痕跡があるが

はススキと同様で膨れた節部の上部に 葉鞘の痕跡がある。 組織の面でも、 ヨ シは表皮の内側（外縁部）

に細胞間隙の大きな穴が通気孔とし あるのが特徴だが、 冴試料の表皮下にはこのよ う な通

気孔の配列はない。 この他にも程が太 く なる、 ダ ンチク ・ マ コ モ ・ アイアシな ど大型のイネ 科がある

が、 組織に関する情報は不充分である。 とりあえず、 秤の外固の維管束配列や節部の特徴な どからス

スキに最も似ておりすべての分類群を検討してはいないのでススキ 屈と報告してお く 。

ススキ屈は大型になる多年草で一般にはカヤ （茅）と呼ばれ 、 約7種ある。 H 本全土の平地から山

地の陽地に普通に見られ刈 っ て屋根を覆 ＜ 材料と さ れてきたスス キ 、 北海道から九州の湿地に生育す

るオギ、 東北南部から近畿北部の山中の陽地に生育するカリヤス、 関東南部以西の堤防の草地に生育
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するトキワススキな ど がある 。 現時点では科の組織から種を識別することはできていない。

4. ま と め

当遺跡の 4 世紀- 5 世紀前半（古墳時代前期）の住居跡 4 軒から出土し た建築材と推定される炭化材

は、 落葉広薬樹が 7 分類群と常緑広葉樹が 1 分類群そして草本性のススキ属と同定不可の草本であっ

検出された分類群に特に優 占樹種はな く 、 各分類群が 1 - 3 点検出され、 多種類の樹種が使用さ

れている。 各住居の検討試料数が少ないこと も あ ろ う が、 クヌギ節がSB 4 とSB 8 から、 トネリ コ

がSB 8 とSB 9 から、 ススキ属がSB 5 とSB 8 から共通して検出された が、 それ以外は菫複して出土し

はなかった。 常緑広築樹は照葉樹林の主要素である ア カガ シ亜属であっ た 。 SB 5 ①屋根材

と想定される も のはススキ属であり、 SB 5 ②床材敷物と想定される も のは樹木材ではな く 草本性の

も のが使われていた 。 SB 8 の柱材 3 点は、 コ ナラ亜屈 • コ ナラ節 ・ クヌギ節であった。 本遺跡で行

われた花粉分析で 5 世紀前半に相 当 するであ ろ う 試料 9 付近の結果を見ると 、 樹木花粉ではアカガ シ

• コ ナラ亜属 （ コ ナラ節 · クヌギ節） ・ シ イノキ属 ・ イ チ イーイヌガヤー ヒノキ科が優 占 している。

ら も アカガ シ亜属 ・ コ ナラ節 · クヌギ節が検出されたことから、 当時の遺跡周辺にこれらの

樹種が多 く 生育しておりかつ建築材として も 有用であったため、 伐採利用されたことが判っ← o

本遺跡から約9 km北西の位置する尾崎遺跡では弥牛時代と古墳時代の住居跡炭化材樹種が報告され

ている（藤根、 1993)。 その樹種は、 弥生時代中期 1 軒と弥生時代 後期 2 軒からはクリとクヌギ節が多

く 検出されそのほかにニレ属 ・ アカガ シ 亜属 ・ トチノキ ・ ササ類が 1 - 2 試料出土し 、 古墳時代 後

期 ? (SB22)の 4 試料は コ ナラ節 3 点とクリ 1 点であった。 ま た 当遺跡から約 4 km北西に位置する牧野

小山遺跡では 6 世紀初頭の住居跡 4 軒から出士した炭化した柱材が詞定され、 その結果はクヌギ節 2

と コ ナラ節 ・ イヌ シ デ節 ・ ヒノキ属であった。 当遺跡の結果 も 含め近隣 2 遺跡の結果を合わせ見る

と 当地域の古墳時代の住居跡からは、 コ ナラ節とクヌギ節がやや多 く 出土し、 この 2 分類群以外に も

複数種類の落華広葉樹が検出され、 常緑広錐樹はアカガ シ 亜属が、 針槃樹は ヒノキ属が検出され 、 ク

リは意外と少ない傾向が見られる。 当 地域から更に西方の、 堀田城之内遺跡（岐阜市 、 植田 、 1997)な

どの住居跡からは、 クリと シイノキ属が検出されている。 この 2 遺跡から検出された常緑広葉樹は シ

イノキ属であり、 当 地域の ア カガ シ 亜属とは巽なった選択をしているよ う である。

今 後 も 、 調査の機会が増え事例が増加することにより、 当 地方の古墳時代の住居建築材の樹種利用

が明確になり、 時代性や地域の特色が明らかになってゆ く と思われる。

引 用文献

藤根 久 1993 「尾崎遺跡住居址出土炭化材の樹種」 p.135 - 138、 図版27-29、 『厖崎遺跡』 岐阜県文

化財保護セ ン タ ー 。

植田弥生 1997 「竪穴住居から出土した炭化材の樹種」 p.125- 126、 図版24、 『堀田城之内遺跡』 岐阜

県文化財保護セ ン ター 。

1998 「牧野小山遺跡出土の住居跡柱材の樹種同定」 『 牧野小山遺跡』 岐阜県文化財保護セ

ン ク 。



第 3 節 住居跡出土材の樹種同定 287 

表61 住居跡出土材の樹種同定結果 表62 各住居跡の 出土樹種

遺構 サ ン プル番号
樹ク 種ヌ ギ節

iI 時
rr

期
期 I ！ 

-
r 4 SB

3 
5 「SB 8

SB 4 炭化材 1
SB 5 ①屋根材 ？ ス ス キ属

SB 5 ②床材敷物 ？ 草本類 コ ナ ラ 節

SB 5 
I ④ ③建築且 カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ ク ヌ ギ節 I 1 

SB 5 モ ク レ ン属 ケ ヤ キ

⑤ モ ク レ ン 属 モ ク レ ン属 ； 2 

⑥ ア カ ガ シ 亜属 カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ 1 

⑦ ア カ ガ シ 亜属 皿 a 期 ト ネ リ コ 属 ! 1 

ア カ ガ シ 亜属 皿 a 期 1 i 1 2 

ス ス I1 期 1 ！ 1 

ケ ヤ キ Il 期 1 8 I 6 1 11 
16 

' \W i ト ネ リ コ 属 II 期

， 柱材 P 2 ！ コ ナ ラ II 期

柱材P 3 i ク ヌ ギ属 I1 期
コ ナ ラ 属 11 期
ト ネ リ コ 属 II 期

S8 5 

／
 

0 1 m  
I,,,,,, "' , ,I 

58 8 

＼
 

図 1 73 SB 5 • 8 の樹種同定炭化材の産状 と 樹種
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291 鉱滓の蛍光 X 線分析第4 節

鉱滓の蛍光 X 線分析第 4 節
久 （パレ オ ・ ラボ）

1. 試料 と 方法

遺跡の調査では、 輔の羽口と思われる鉱滓が出土した。 ここでは、 この鉱滓表面の化学組成を調べ、

翰の羽口の可能性を検討するために、 蛍光 X 線分析を行った。

藤根

を選定し、 非破壊で測定した。 測われる変色部 3 ヶ 所と非変色部 （粘土部）試料は、 受熱したと

分散型の蛍光 X 線分析装置SEA-2001Lを用いた 3 なお、

定量分析は、 標準岩伍を用いたフ ァ ンダメ ン タルパラメ ータ法により行い、 酸化物の合計が100 %に

なるよ う に規格化した。

セイ コ ー 電子工業（株）製の エ ネルギ定は、

2 .  結果お よ び考察

変色部 3 ヶ 所と非変色部の蛍光 X 線分析による定量分析結果を第 1 表に示す。 なお、 分析値は酸化

物 （％ 単位）で表わした 。 定量した元素は、 酸化ナト リ ウ ム(Na20)、 酸化 アル ミニ ウ ム (Alz03)、 酸化 ケ

(SiOか 酸化カ リ ウ ム (K20)、 酸化カルシ ウ ム(CaO) 、 酸化チタ ン (TiOか 酸化マンガン(MnO)、ィ
酸化鉄(Fe203) 、 酸化銅 (CuO)、 酸化亜鉛 (ZnO)である。

定量分析結果を見ると、 非変色部では酸化 ケ イ素 (Si02) が（晶03)が約63%、 酸化 アル ミニ ウ ム

゜約22 %、 酸化カ リ ウ ム(K20)が約 2 %であり、 酸化鉄(Fe203)は約6%であっ

一 方、 変色部では、 酸化 ケ イ索 (Si02) が約46-60 %、 酸化 アル ミ ニ ウ ム が約17-22 %、(AlzQ3) 

酸化カ リ ウム(K20)が約 2 - 5 %であり、 酸化鉄(Fe203)は約8-26%であった。

（図

二

スペクトルにおいてわずかに検出されている
7

 

なお、 酸化銅 (CuO)は、 定量値は 0 %であるが、

函g
M}1Fi

｛
盪

g
さ
シ

」

函r

177 ; 鉱滓 Dの蛍光 X 線スペクトル図）。

出土した鉱滓は、 その構造か ら 鞠の羽口と推定

こ う した翰を必要とする金属としては

鉄や青銅が考え ら れる。 分析の結果、 銅はほとん

されるが、

っていい ほど含まれないが、 鉄は最大約

26%定量された。 鉱滓 A とした非変色部の鉄含有

量は約 6 %程度であり、 一般的な土壌の鉄含有量

こ う したことか ら 、 受熱変色部

どと

15 .81 

函 。
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隠 。
さ
只）

0 . 81 X線エネルギー (KeV)

［元索記号： Al; アル ミニウム、 S; イオウ. K ;  カリウム、 Ca;カルンウム, Ti; チ タ ン 、

Mn, マ ン ガン、 Fe;鉄、 Cu綱 Zn亜鉛、 Rh:ロジウム

鉱滓Dの蛍光X 線スペク ト ル図

に近い値である。

い値を示すことか

この鉱滓は靴の羽口の付近に溶融した鉄が接

触した部分と考えて良さそ う であるC

が 最大約26%との鉄含有

ら 、

図177

測定部
鉱滓 AlJ目廷位

鉱滓B
鉱滓 c
鉱滓 D
最小値
最大値

表63
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第 5 節 SW 9 出土植物遺体の植物珪酸体

肉眼観察からイネ科とみられる植物遺体がSD15のSW9 より検出さ

れ、 この植物遺体の母植物について植物珪酸体からの 検討を試みた。

このイネ科植物は別名珪酸植物とも呼ばれ、 根 より吸収した珪酸分

を 槃や茎の 細胞内に沈積させることが知られている。 こ う して沈積 ・

形成された植物珪酸体 （ 単細胞珪酸体や機動細胞珪酸体） の う ち、 機

動細胞珪酸体についてはイネを中 心に形態分類の研究が進められてい

る （藤原 1978など）。 こ う したことか ら 、 得られた植物遺体につい

て植物珪酸体の検出を図り、 機動細胞珪酸体の 形態を観察 こ とに よ り

その母植物について検討できると考えるC

1 .  分析方法

鈴木 茂 （パ レオ ・ ラボ）

面

面

図 1 78 機動細胞珪酸体模式図

検討するにあたり、 現生植物の標本作製と同様の 方法を用 いて植物珪酸体の有無を調べた。 すなわ

ち乾燥した植物遺体を管瓶にとり、 電気炉を用いて灰化するのであるが、 灰化する行程は藤原 (1976)

にほぼしたがって行 っ た。 その行程は、 は じめ毎分 5 ℃ の割合で温度を上げ、 100℃において15分ほ

どその温度を保ち、 その 後紺分 2 ℃の割合で550℃ ま で温度を上げ、 5 時間その温度を保持して 、 試

料の灰化を行 う 。 灰化した試料について一部を取り出し、 グリセリンにて プレパラー トを作製し、 生

物顕微鏡下で観察した (600倍）

2 .  結果お よ び考察

観察の結果、 多数の機動細胞珪酸体が認めら、 は細胞内に連な っ た状態のものも認められるC

その形態について、 断面形態は楔形をしており、 裏面側において こ ぶ状の凸部と溝状の凹部が認めら

れる。 縦長は約30-51µm (平均45.13µm) 、 横長は約18-36µm (平均 2 7.54µm) である。 側面形態は長 方形

を呈しており、 稜が 1 本認められるものや裏面側にこぶ状のものがみられる個体もある。 側長は約

13-41µm (平均 2 2.44µm) である。 ま た 、 表面形態は細長い長 方形を星し、 裏面形態は長 方形をなして

し ヽる。

単細胞珪酸体も少し認められ、 一部は細胞内で連なった状態で観察される。 その形態は、 中 央部分

（胴部）が細くくぼみ、 そ の上下が丸みを帯びた長 方形様に膨らんだ形状を示すなどいわゆる落花生

の 形状を示している。 ま た、 先端部分には若干のくぼみが認められ、 これら珪酸体が 葉脈 方向にたて

に並んでいるのが観察される。 大きさは16-20X 9-12µmである。

こ う した形状の機動細胞珪酸体はス ス キ属 ， チガヤ属などのウシクサ 族と判断されるが、 さ らに細

か い分類（種）については現時点では不明である。 なお、 ススキ属にはオギ、 ス スキ、 トキワススキ

などがあり、 ススキはいたるとこ ろ の原野に普通な多年草である （北村 ・村田 ・ 小山 1964) c 

引 用 文献

藤原宏志 (1976) プラント ・ オパー ル分析法の基礎的研究 ( 1 ) ー数種イネ科植物の珪酸体標本と定

量分析法ー ． 考古学と 自 然科学 . 9 , p .15- 29. 
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4] 

5
 

1 -- 4 , 6 :  5 : -

1 .  2 . 3 :  ウ シ ク サ族機動細胞珪欣体 ( I -a . 2 :  浙川i、 1 -b : 0� 面）
4 、 5 : ウ シ ク サ族機動細胞珪液1本列
6 :  キピ型単細胞珪酸体列

図179 検出植物遺体の植物珪酸体 (scale bar:50µm) 
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第 6 節 プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル( N - VI層）
鈴木 茂 （パ レ オ ・ ラボ）

プラント ・ オパ ー ルとは、 根より吸収された珪酸分が 葉や茎の細胞内に沈積 ・ 形成されたもの （機

動細胞珪酸体や単細胞珪酸体などの植物珪酸体） が、 植物が枯れるなどして土壌 中 に混人して土粒子

となっ たものを言い、 機動細胞珪酸休については藤原 (1976) や藤原 • 佐 々木 (1978) など、 イ ネを

中 心とした イ ネ科植物の形態分類の研究が進められている。 また、 土壌 中より検出される イ ネの プラ

ント ・ オパ ー ル個数から稲作の有無についての検討も行われている （藤原 1984) 。 このよ う な研究

成果から、 近年プラント ・ オパ ー ル分析を用いて稲作の検討が各地 蚤 各遺跡で行われている。 こ う し

たことから、 顔戸南遺跡においても稲作の有無について機動細胞珪酸体に由来するプラント ・ オパ

ルから検討した。

1. 試料 と 分析方法

分析用試料は E 区にお ける 2 地点 ( A · B 地点）より採取された 6 試料（基本層序N - VI 層の各 2 試

料づつ）である。 各試料はおおむね暗灰色 ～黒灰色の粘性の高い粘土～砂質粘士である。 また、 赤褐

色酸化鉄の集積が認められる。 プラ ン ト ・ オパー ル分析はこれら6試料について以Fのよ う な手順に

したが っ て行 った。

秤量した試料を乾燥 後再び秤量する （絶対乾燥重量測定） 。 別に試料約 1 g (秤量） をトー ル ビ

カ ー にとり、 約0.02 g のガラス ビ ーズ （ 直径約40µm) を加える。 こ れに 3 0 %の過酸化水素水を約20-

30cc加え、 脱有機物処理を行 う 。 処理後、 水を加え、 超音波 ホモジナ イ ザ ー による試料の分散 後、 沈

降法によりlOµm以下の粒子を除去する。 この残液よりグリセリンを用いて適宜プ レパラ ー トを作成し、

検鏡した。 ltTJ定および計数はガラス ビ ーズが300個に達するまで行 った。

2 .  分析結果

同定 ・ 計数された各植物のプ ラ ント ・ オパー ル個数とガラス ビ ーズ個数の比率から試料 1 g 当りの

各プラント ・ オパ ー ル個数を求め （表64) 、 それ ら の分布を図180に示した。 以下に示す各分類群の

ラント ・ オパー ル個数は試料 1 g 当りの検出個数である。

検鏡の結果、 B - VI を除く 5 試料より イ ネの プラント ・ オパ ー ルが検出された。 個数としては、

A - N、 B - V の 2 試料においてのみ5,000個以上の検出数を示している。

表64 試料 1 g 当 た り のプラ ン ト ・ オパール個数( 1 )

B - V  
B - VI  

イ ネ （個/g) t I , i ネ ザ
（個
22

サ/
6

g
節
.8
)
00 
型

1
クマ（

ザ
個

サ
/g

属
) 型

, 7,700 

6.60: 
I 

12,200 

254,SO°f 。

15,900 1 229.900 8.800 

他のタケ亜科
（個/g)

゜

4,100 

1,400 

1,300 

1,300 

7.500 

ヨ シ属 キ ビ族 ウ シ ク サ族'I 不明（個/g)（個/g) （個/g) （個/g)
10,300 1,300 7,700 14,200 

2,700 1,400 4,100 12,200 

1,400 ゜ 8,500 7,100 
3,900 1,300 9,000 10,300 
1,300 2,700 4,000 6,600 
6,300 0 , 6,300 8,800 
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でも 約140,000個 で 、 多くの 試料で

して いるなど 、 非常に 多く 検出 されて いる 。 次い でクマ ザサ属 型が 多く 10,000個前

ヨ シ属は 約1,000- 約10,000 と いった 検出 個数 を

ら れて いる。

して いる。

ル (lV - VI 層）第 6 節

イネ 以外では 、 ネ ザサ 節型が 多く 、 最も 少な い 試料 ( A - V)

200,000個以上

後得 ら れ、 ウシ クサ 族は 4,000-9,000個、

はあるが 多くの 試料よりその 他 、 キ

3 .  稲作について

M を除いてイネの プ ラ ン ト ・ オ パ ールが 検出 された 。 検出 個数の H安として

水田址の 検証例 を示す と 、 福岡市の 板付北遺跡では 、 イネの プ ラ ン ト ・ オ パ ールが 試料1 g 当り 5,000

個以上 と い う高 密度で検出 さ れた 地点か ら 推定 された水田址の 分 布範囲 と 、 実際の 発掘調査 とよく 対

応する 結果が 得 ら れて いる（藤原 1984)。 こ うしたこ とか ら 、 稲作の 検証 としてこの 5,000個 を目

、 プ ラ ン ト ・ オ パ ールの 産出 状態や 遺構の 状況 を ふ ま えて 判断 されて いる。 顔戸南遺跡に お ける
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今回の試料で は A - IV、 B - V の 2 試料から5,000個を越えるイネのプラント ・ オ パ ー ルが得られて

おり、 検出個数から は稲作が行われていた可能性 は高いと判断される。 その う ち、 A - IV層 は 耕作土

である可能性が高いと考えられている層であり、 これを支持する結果を示しているつ また、 下位の

A - Vを含めた層原は約10cmと薄いことから耕作に よる撹乱が十分予想され、 それに より A - V から

も 少ないながらイネのプラント ・ オ パ ー ルが検出された も のと思われる。 これについて はさらに下位

の A - VI において も 同様である。

B 地点において は耕作土の可能性が高いと考えられている B - IVで3,900個と5,000個に達していな

い。 しかしながら、 A 地点同様撹乱が予想される下位の B - V で は6,600個を示していること、 また、

耕作が予想される発掘状況であることなどから B - IVにおいて稲作が行われていた可能性は高いと判

浙され よ う 。 なお、 キ ビ族については、 その形態からアワ、 ヒ エ、 キ ビといっ た栽培種に よ る も のか、

エノ コ ロ グサ、 スズメノ ヒエ、 タイヌ ビエなどの雑草類に よ る も のかについて現時点において は分類

できず不明である。 しかしながら、 稲作が予想されていることからここでは雑草類である可能性が高

い よ う に思われる。

4. 試料採取地点周辺の イ ネ科植物

ネザサ節型が非常に多く検出されており、 稲作が予想される耕作地固辺の開 けたとこ ろ にネザサ節

型のササ類（ケネザサ ． ゴキダケなど）が多く しており、 ウシクサ族（ススキ ， チガヤなど）と

と も に草原的景観をみせていたと推測される。 また、 ヨ シを代表とする ヨ シ属が稲作地周辺の水路な

どに生育していた。 クマ ザサ属型のササ類（スズタ ケ ， ミヤ コ ザサなど） については、 遺跡周辺に成

していた森林の下草的存在で分布を広げていたと推測される。

引 用 文献

藤原宏志 (1976) プラント ・ オ パ ー ル分析法の基礎的研究 ( 1 ) ー数種イネ科植物の珪酸体標本と
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第 7 節 プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル( II 層 な ど）
鈴木 茂 （パレオ ・ラボ）

イ ネ科植物は別名珪酸植物とも呼ばれ、 根よ り 珪酸を多量に吸収することが知られている。 この吸

収された珪酸分が 葉や茎の細胞内に沈積 ・ 形成されたものを植物珪酸体 （機動細胞珪酸体や単細胞珪

酸体な ど）といい、 植物珪酸体が植物が枯れるな どして上壌中に混人して土粒子となったものをプラ

ン ト ・ オパ ー ルと呼んでいる。 この う ち、 機動細胞珪酸体については藤原 (1976) や藤原 • 佐 々木

(1978) な ど、 イ ネ を 中 心とした イ ネ 科植物の形態分類の研究が進められている。 ま た 、 土壌中 よ り

検 出される イ ネ の プラ ン ト ・ オパ ー ル個数から水田遺構の有無についての検討も行われている （藤原

1984) 。 このよ う な研究成果から、 近年 プラ ン ト ・ オパ ー ル分析を用いて稲作の検討が各地 • 各遺跡

で行われてお り 、 御嵩町の顔戸南遺跡においても中 世 および古墳時代を 中 心とした土層について、

ラ ント ・ オパー ル分析から稲作の有無を検討した。

1. 試料 と 分析方法

試料は、 E区の20トレ ン チよ り 2 点 （試料番号は20-1、 20-2 ) 、 F 区の21トレ ン チよ り 3 点 (21-1、

21-2 、 2 1- 3 ) 、 G 区の22トレ ン チよ り 4点 (22 -1、 2 2 - 2 、 22 - 3 、 22 -4) の計9点である。 各試料につ

いて簡 単に記すと 、 20-1はオリ ー ブ褐色の砂質粘土で 、 ヒ ゲ根様の植物遺体や小レキが認められ 、

赤褐色の酸化鉄が根状に集積している。 20-2はオリ ー ブ褐色の粘上で 、 ヒ ゲ根様の植物遺体が少し

みられ、 赤褐色の酸化鉄が根状に集積している。 21-1もオリ ー ブ褐色の粘土で 、 炭化物や ヒ ゲ根様

の植物遺体が少しみられ、 赤褐色の酸化鉄が根状に集積している。 21-2は21-1よ り 黒色が強いオリ

ーブ褐色の粘土で、 炭化物や ヒ ゲ根様の植物遺体が少し認められ 、 黄褐色の酸化鉄が根状および塊

状に集積している。 21- 3はやや砂質のオリ ー ブ褐色粘土で、 赤褐色の酸化鉄が塊状に船積している。

22 -1はオリ ー プ褐色の砂質粘土で 、 ヒ ゲ根様の植物遺体や小レキが認められ、 赤褐色の酸化鉄が塊

状に集積している。 22 -2はやや砂質のオリ ー ブ褐色粘土で、 ヒ ゲ根様の植物遺体がみられ、 明赤褐色

の酸化鉄が根状に集積している。 22 - 3はややシ ルト質のオリ ー ブ褐色粘土で 、 やは り ヒゲ根様の植物

遺体がみられ、 明赤褐色の酸化鉄が根状に鮨積している。 22 -4は、 22 - 3よ り 灰色が強いややシ ルト質

のオリ ー ブ褐色粘土で 、 やは り ヒ ゲ根様の植物遺体がみられ、 明赤褐色の酸化鉄が根状に集積して

し ヽる。

なお、 20-1、 21-1、 22 -1、 22-2が Il a 層（古代 ～ 中 世 ）、 22 - 3が Il b 層（古代 ？ ）、 20畑2 、 21-2が古墳時

代の溝の埋上、 21- 3が古墳時代前期以前の旧流路、 22-4は地山である 渭層の試料である。

これら9試料について以下のよ う な手順にしたがってプラ ン ト ・ オパ ー ル分析を行った。

した試料を乾燥 後再び秤量する （絶対乾燥重量測定）C 別に試料約 1 g (秤量）をトー ル ビ

カ ー にと り 、 約0.02 g のガラス ビ ーズ （直径約40µm) を加える。 これに 30%の過酸化水素水を約20-

30cc加え、 脱有機物処理を行 う 。 処理 後、 水を加え 、 超音波ホモジナ イ ザ ー による試料の分散 後 、 沈

降法によ り IOµm以下の粒子を除去する。 この残演よ り グリセリ ン を用いて適宜プレパラー トを作成し、

検鏡した。 同定および計数はガラス ビ ーズが300個に達する ま で行 っ た。
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2 .  分析結果

同定 ・ 計数された各植物のプラント ・ オ パ ー ル個数とガラス ビ ーズ個数の比率から試料 1 g 当 り の

各プ ラ ント ・ オ パ ー ル個数を求め （表65) 、 それらの分布を図182に示したC 以下に示す各分類群のプ

ラント ・ オ パ ー ル個数は試料 1 g 当 り の検出個数である。

検鏡の結果、 22-4を除く他の 8 試料よ り イ ネのプラント ・ オパ ー ルが検出された。 地区別にみると、

E 区の20- 1では約25,000個と非常に多く得られているが、 20-2では1,000個を越えた程度である。 F 区

の21-1においても20,000個越えてお り 、 下位の 2 試料は7,000個ほどである。 G 区の22-1ではさらに多

く35,000個を越えてお り 、 下位の 2 試料でも10,000個を越えて得られている。

イ ネ以外では、 ネ ザサ 節型が全試料100,000個以上と非常に多く検出されてお り 、 2 1 - 2 , -3では

300,000個を越えている。 クマザサ属型は21-3で40,000個弱とやや多いほかは10,000個前 後である。 こ

れらネザサ節型やクマザサ属型には同様の傾向がみられ、 E 区および G 区では上位試料において 多く、

F 区では下位試料で 多く検出されている。 ウ シクサ族も全試料よ り 得られてお り 、 22- 1で約13,000個

の他は5,000個前 後である。 ヨ シ 属は22 - 4を除く 8 試料よ り 得られ 、 E 区および F 区の下位試料で

7,000個とやや多 い他は1,000個を越えた程度である。 その他 、 シバ属、 キ ビ族などが若干検出されて

いる

3 .  稲作について

したよ う に、 G 区の22-4を除いて イ ネの プ ラ ント ・ オパ ー ルが検出された。 検出個数のH安と

して水田址の検証例を示すと、 福岡市の板付北遺跡では、 イ ネの プラント ・ オ パ ー ルが試料 1 g 当 り

5,000個以上とい う 高密度で検出された地点から推定された水田址の分布範囲と、 実際の発掘調査と

よく対応する結果が得られている （藤原 1984) 。 こ う したことから、 稲作の検証としてこの5,000個

をH安に、 プ ラ ント ・ オ パ ールの産出状態や遺構の状況をふまえて判断されている。 今回の分析結果

では、 各地点の中 世試料、 20- 1 ,21 - 1 ,22 - 1においては20,000個以上で、 古墳時代試料の2 1 - 2,-3でも

5,000個を越える個数が得られてお り 、 これらの各層準においては稲作が行われていた可能性は高い

と検出個数からは判断される。 なお、 20-2においては検出個数が少なく、 上記から稲作の可能性は低

いと判断され、 耕作時における人為的撹乱、 あるいは ミ ミズなどの生物的撹乱によ り 上位層から混入

したのではないかと思われる。

表65 試料 1 g 当 た り のプラ ン ト ・ オパール個数(2)

21-1 

21-2 
21 -3 
22-1 
22-2 

IT2= 
22-3 
22-4 

ネ （個/g)
ネザサ節型 クマザサ属 他のタケ亜 I（個/g) 型 （個 科（個/g)

5,700 I 184,400 

1,400 124,200 2,800 

175,900 5,300 3, 

7,100 307,800 18,400 7, 

7,000 386,400 37,900 8, 

35,300 159,400 14,400 3, 

13,300 197,800 14,800 5,900 

15,900 1 19,000 , 6,300 3,200 

゜ 116,300 9,900 1 ,400 

ヨ シ属 シバ族 キ ピ族 ウ シ ク サ族 i不明（個/g)（個/g) （個/g) （個/g) （個/g)
1 ,200 2,400 3,700 3,700 33事000

7,100 ゜ 2,800 

1,300 i ゜ 2,600 

1,400 1,400 4,300 ! 

7,000 1,400 4,200 

1,300 1 ,300 1,300 

1,500 ゜ 1 ,500 

1,600 ゜ ゜

゜ ゜ 0 1 5,700 : 11,300 



ヨ シ属は減少し、 稲作地の近辺の水路や湿地的なとこ ろ に生育地が

をつ

ミヤ コ ザサなど）

ケ ネザサ

については、 主に林下での生育が予想され、 遺跡固辺に成立していたであ ろ う 森林下に生育していた

と推測される。
の広がり

もウ シ クサ族（ススキ ・ チガヤなど）

(, t 0 勺./g)

(< 1 0 4 饂/g)

二(X j O 4 編/g)

ツル ヨ シなど）は下位試料において多い傾向がみられ、 稲作地（水田？）

ネザサ節型が非常に多 く 検出されており、 遺跡周辺はネザサ節型のササ類（ ゴキダ ケ 、

ウ
シ
ク
サ
族

ウ
シ
ク
サ
族

ウ
シ
ク
サ
族

キ
ピ
族

シ
バ
属

キ
ピ
族

シ
バ
属

される稲作地の周辺にネザサ節型のササ類ととも

クマザサ屈型のササ類（チ シ マザサ、 チマキザサ、

ヨ シ キ
シ バ ピ
属 属 族

I

員

----

ヨ
シ
属

ヨ
シ
属

他
の
タ
ケ
亜
科

各 ト レ ンチの プラ ン ト ・ オパール分布図

他
の
タ
ケ
亜
科

ご

他
の
タ
ケ
亜
科

ク
マ
ザ
サ
属
型

が多 く 生育していたのであ ろ う 。 また、

ク
マ
ザ
サ
属
型

ク
マ
ザ
サ
属
型

� 悶 lo

二

ネ
ザ
サ
節
型

ネ
ザ
サ
節
型

一[
＝
 

2

3

4
 

22

22

22

22
 

．
．
．
．

 

。一
°_

_
 

o
 

_
_

 
-

』-
[-
=_

-

m
 

。5
 

深
度

如0

0

 

ネ
ザ
サ
節
型

図182

によりこの ヨ シ原は切り開かれ、

一

一

また、

一

一

自 然科学分析

（ ミヤ コ ネザサ）など）

全試料より検出されており、

TR22 

TR20 

TR21 

イ
ネ

遺跡周 辺のイ ネ科植物

イ
ネ

く っ ていたとみられるC

卜

2
 
。2

 
．

 

,．
 

_-
9
 

^
Ù
 

m
-

5
 

3
 

深
度

0

2

3

 

I

-

1

1

 

2

2

 

• .
.

 

m
正

正
9

深
度
0

ni

ヨ シ属（ ヨ シ、

第 5300 

4 .  



狭められたのであ ろ う 。
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なお、 キ ビ族 については、 その形態から アワ、 ヒエ 、 キ ビとい った栽培種によるものか、 エ ノ コ ロ

グサ、 ス ズ メ ノ ヒエ、 タ イ ヌ ビエなどの雑草類によるものか について現時点 においては分類できず不

明であるC

引 用 文献

藤原宏志 (1976) プラント ・ オ パ ー ル分析法の甚礎的研究 ( 1 ) ー数種 イ ネ科植物の珪酸体標 本と

定量分析法ー ． 考古学と 自 然科学 ， 9, p.15- 29. 

藤原宏志 (1984) プラ ン ト・ オ パ ー ル分析法とその応用 ー先 史時代の水田址探査 一 ． 考古学 ジ ャ

ナル . 2 27, p. 2 -7 . 

藤原宏志 • 佐 々 木彰 (1978) プラント ・ オパ ー ル分析法の甚礎的研究 ( 2 ) ー イ ネ (Oryza)属 植

物における機動細胞珪酸体の形状ー ． 考古学と 自 然科学， 11 , p. 9- 20. 



＼
；

 
• しし

i

ご
l

 
^ ‘
 

ず,

•一ダ

J
 

`'
 

』

●

‘
.
 

•.
 ヽ

人l

�

仔|し
ー

{
(

V
 

302 第 5 l;'c (I然科学分析

6 - a 

e
 

ーーd
 

-
l

 

9-1
 `

 
c
 

-
f11
 

、』
．

？｛ヽ‘
ー

i

．
 

b
 

•
ゃ`

ー

,
r
9・

t
ゞ
r‘.

．ヽ

A

．
 
.
i

 

.
Ji9
 

》
ー、．

2 - 「3 -- -- _ 14 

6 - b 7

 

゜

.“
.

4
 

ー

``
 

ヽ

、．
．、．→

)
,
i、ノ

こ

5

ぐ
し

\l
 

-
[

 
c
c
 
J

P,
a、

.,．'-9
 

1 1 

�--

，
 

30µm 

1 : イ ネ ( 1 -a : 断面、 1 -b, 1 -c :  側面、

1 -d :  表面、 1 -e : 裏面） 21- l 
2 - 5 : イ ネ （断面） 2 , 3 : 21 - 1 、 4 : 21-2 、 5 . 6 : 21-3
6 、 7 : ネザサ節型 (6-a, 7 : 断((ri、 6-b : 側頂j) 21-3 
8 :  ク マザサ属 （断面） 21-2 9 : ヨ シ屈 （断面） 21- 1 
10 : シパ属 （断面） 21- 1 11 : ウ シ クサ族 （断面） 21- 1 
12 : イ ネ頴部破片 21- 1 

図183 各 ト レンチのプラ ン ト ・ オパール

(鳥 ・�- . . ヽ / 
8
 

1 2 



第 8 節 木製品の樹種M定

試料

試料は岐阜県顔戸南遺跡から出土した建築土木材318点、

搬具 2 点 、 祭 祀遊戯具4点 、 用 途不明品48点の合計421点である。

方法
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（株）吉田生物研究所 汐見 真

京都造形芸術大学 岡田 文男

容器10点、 紡織機 1 点、 連

剃刀で木口 （横晰面）、 柾目 （放射断面）、 板目 （接線断面）の各切片を採取 し、 永 久 プレパ ラ ー ト

を作製 した。 このプレパ ラ ー トを顕微鏡で観察 して同定 した。

結果

樹種同定結果 （針葉樹材 9 種、 広槃樹材32種）の顕微鏡写真と表を示 し 、 以下に各種の主な解剖学

的特徴を記す。

●イチイ科カヤ屈カヤ (Torreya nucifera Sieb. et Zucc.) 

木口では仮導管を持ち 、 早材から晩材への移行は緩やかであった。 晩材部は狭 く 年輪界は比較的不

明瞭である。 軸 方向柔細胞を欠く。 柾目では放射組織の分野壁孔は ヒ ノ キ型で 1 分野に 1 -4個ある。

仮導管の壁には対になった螺旋肥厚が存在する。 板目では放射組織はすべて単列であった。

カヤは本州 （ 中 • 南部）、 四 国、 九州に分布する。

●イヌガヤ科イヌガヤ属イヌガヤ (Cephalotaxus harringtonia K.. Koch f. drupacea Kitamura) 

木 口では仮導管を持ち 、 早材から晩材への移行は漸進的で、 晩材の幅は非常に狭く、 年輪 界がやや

不明瞭で均質な材である。 樹脂細胞はほぼ平等に散在 し数も多い。 柾目では放射組織の分野壁孔は ト

ウ ヒ型で 1 分野に 1 - 2 個ある。 仮導管内部には螺旋肥厚が見られる。 短冊形を し た樹脂細胞が早材

部、 晩材部の別な く 軸 方向に連続 （ ス ト ラ ン ド） して存在する。 板目では放射組織はほぼ単列であっ

た。 イヌガヤは本州 （岩手以南）、 四国、 九州に分布する。

●マツ科モ ミ属 (Abies sp.) 

木口では仮導管を持 ち 、 早材から晩材への移行は比較的ゆるやかで晩材部の幅は狭い。 柾Hでは放

射組織のL下縁辺部に不規則な形状の放射柔細胞がみられる。 放射柔細胞の壁は原く、 数珠状末端壁

になっている。 放射組織の分野壁孔は ス 1 分野に 1 -4個ある。 板目では放射組織は単列であ

った。 モ ミ属はト ド マツ、 モ ミ、 シ ラ ベがあり、 北海道、 本州、 四 国 、 九州に分布する。

●マツ科マツ属複維管束亜属 (Pinus sp.) 

木 口では仮 導管を持 ち 、 早 材から晩材への移行は急であった。 大型の垂直樹脂道が細胞間隙と

し てみられる。 柾目では放射組織の放射柔細胞の分野壁孔は窓型である。 上下両端の放射仮導管内

は 内腔に回かって鋸歯状に 著 し く かつ不規則に突 出 している。 板目では放射組織は単列で I -15細

胞高のものと、 水平樹脂道を含んだ紡錘形のものがある。 マツ属複維管束亜属はクロマツ 、 アカマ
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ツがあり、 北海道南部、 本州、 四国、 九州に分布する。

● コウヤマキ科 コ ウヤマキ属 コウヤマキ (Sciadopitys verticillata S. et Z.) 

木口では仮導管を持ち、 早材から晩材への移行はやや緩やかで晩材部の幅は極めて狭い。 柾Hでは

放射組織の分野壁孔は小型の窓状で 1 分野に 1 - 2 個ある。 板目では放射組織はすべて単列であ っ た。

コ ウヤマキは本州（福島以南）、 四 国 、 九州 （宮崎まで）に分布するC

●スギ科スギ属スギ (Cryptomeria japonica D.Don) 

木 口では仮導管を持ち、 早材から晩材への移行はやや急であ っ た。 樹脂細胞は晩材部で接線 方向に

並んで い た。 柾目では放射組織の分野壁孔は典型的なスギ型で 1 分野に 1 - 3 個ある。 板目では放射

組織はすべて単列であ っ た 。 樹脂細胞の末端壁はおおむね偏平である。 ス ギは本州 、 四 国 、 九州の主

として太平洋側に分布する。

● ヒノキ科 ヒノキ属 (Chamaecyparis sp.) 

木 口 では仮導管を持ち 、 早材から晩材への移行が急であ っ た。 樹脂細胞は晩材部に偏在している

柾目では放射組織の分野壁孔は ヒノキ型で 1 分野に 1 - 2 個ある。 板目では放射組織はすべて単列で

あ っ た 。 数珠状末端壁を持つ樹脂細胞がある。 ヒ ノ キ属は ヒノキ、 サワ ラ があり、 本州（福島以南）、

四 国 、 九州に分布する。

● ヒノキ科アスナロ属 (Thujopsis sp.) 

木 口では仮導管を持ち 、 早材から晩材への移行は緩やかであ っ た 。 樹脂細胞は晩材部に散在また

は接線配列である。柾目では放射組織の分野壁孔は ヒノキ型からややスギ 型で 1 分野に 2 -4個あるe

板Hでは放射組織はすべて単列であ っ た。 数珠状末端壁を持つ樹脂細胞がある。 種にはアスナロ（ ヒ

バ、 アテ）と ヒノキアスナロ（ ヒバ） があるが顕微鏡下では識別困難である。

● ヒノキ科 ク ロベ属 ク ロ ベ (Thuja standishii Carr.) 

木 口では仮導管を持ち、 早材から晩材への移行はやや急であ っ た。 樹脂細胞は晩材部に偏 っ て接線

状に存在する。 柾目では放射組織の分野壁孔はスギ型で 1 分野に 2 - 6 個ある。 放射柔細胞の水平壁

が接線壁と接する際に水平壁は山形に原 く なり、 接線壁との間に溝のよ う な構 造（ イ ンデンチ ャ ー ）

ができ、 よ く 発達しているのが認められる。 板目では放射組織は全て単列であ っ た。 数珠状末端隈を

持つ樹脂細胞がある。 ク ロベは本州 、 四国に分布する。

●ヤナギ科ヤナギ属 (Salix sp.) 

散孔材である。 木口では 中 庸な いしやや小さい導管 (-110µ町 が単独ま た は 2 - 4個放射 方向な

いし斜線 方向に複合して分布するc 軸方向柔組織は年輪界で顕著。 柾目では導管は単穿孔と

を有する。 放射組織は直立と平伏細胞からなり異性である。 導管放射組織間壁孔はやや大き く 、 飾状

にな っ て いる。 板目では放射組織はすべて単列、 高さ-450µmであ っ た 。 ヤナギ属はバ ッ コ ヤナギ 等

があり、 北海道 、 本州、 四 国 、 九州に分布する。

●カバノキ科 ク マ シ デ属 (Carpinus sp.) 

散孔材である。 木 口では小さ い 導管 ( - 140µm) が 2 - 5 個放射状、 塊状に 複 合して分布し て い

る。 幅の広い集合放射組織がある。 軸 方向柔組織は不規則な線状である。 柾目では導管は単穿孔、

階段穿孔と螺旋肥厚を有する。 放射組織は平伏細胞からなる同性と平伏、 方形 細胞からなる異性

がある。 板Hでは放射組織は 1 - 5 細胞列 、 高さ -950四からなる。 ク マシデ属は ク マ シ デ 、 イ ヌ
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シ デ等があり、 北海道、 本州、 四 国、 九州に分布する。

●カバ ノ キ科ハン ノ キ属 (Alnus sp.) 

散孔材である。 木 口では中 庸ないしやや小さい導管 (-90µm) が 2 -数個半径 方l句に放射複合管孔

をな して平等に分布する。 軸 方向柔組織は単接線状柔組織を形成している。 放射組織は多数の単列放

射組織と幅の広い放射組織がある。 柾目では導管は階段穿孔（パ ー数10- 30) と小型で円 形の対列壁

孔を有する。 放射組織はおおむね平伏細胞からなるが、 ときに上下縁辺に方形細胞が現れる。 板 日 で

は多数の単列放射組織 ( 1 -30細胞高）と単列放射組織が集まってできた集合型の広放射組織がある。

ハン ノ キ属はハン ノ キ、 ミ ヤマ ハン ノ キ、 ケヤマハン ノ キ等があり、 北海道、 本州、 四 国 、 九州に分

布する。

●ブナ科ク リ 属ク リ (Castanea crenata Sieb. et Zucc.) 

環孔材である。 木 口では円形ない し 楕円形で大体単独の大導管 (-500,um)

なり広い孔圏部を形成 し ている。 孔圏外は急に大きさを減 じ薄壁で角 張った

2 - 3 個集まって火炎状に配列している。 柾Hでは導管は単穿孔と多数の有縁壁孔

にそって幅のか

が単独あるいは

る。 放射組

織は大体において平伏細胞からなり同性である。 板目では多数の単列放射組織が見られ、 軸 方向要素

として導管、 そ れを取り囲む短冊型柔細胞の連なり（ス ト ラン ド）、 軸 方向要索の大部分を占める木

繊維が見られる。 ク リ は北海道（西南部）、 本州、 四 国、 九州に分布する。

●プナ科シ イ属 (Castanopsis. Sp.) 

環孔性放射孔材である。 木 口 では孔圏部の導管 ( - 3 00µm) は単独でかつ大きいが接線 方向には連

続していない。 孔圏外に移るにしたがって大きさを減 じ、 放射 方向に火炎状に配列しているC 柾目で

は導管は単穿孔と多数の有縁壁孔を有する。 放射組織は平伏細胞からなり同性である 3 導管放射組織

間壁孔には大型で柵状の壁孔がある。 板Hでは多数の単列放射組織が見られる。 ッ プラジ イ に見られ

る集合～複合放射組織の出現頻度が低い為、 ス ダジイとの区別は難しいe シ イ 屈は本州（関東以西）、

九州、 琉球に分布する。

●ブナ科 コ ナラ属アカガシ亜属 (Quercus sub gen. Cyclobalanopsis sp.) 

放射孔材である。 木 口では年輪に関係なくまちまちな大きさ ( -200µm) が放射 方向に配

列する。 軸 方回柔細胞は接線 方向に 1 - 3 細胞幅の独立帯状柔細胞をつくっている。 放射組織は単

列放射組織と非常に列数の広い放射組織がある。 柾目では導管は単穿孔と多数の壁孔を有する。 放

射組織はおおむね平伏細胞からなり、 時 々 J::.下縁辺に 方形細胞が見られる。 導管放射組織間壁孔は

大型で柵状の壁 孔が存在する。 板Hでは多数の単列放射組織と放射柔細胞の塊の間に導管以外の軸

方向要索が挟まれている集合型と複合型の 中 間となる型の広放射組織が見られる。 アカガ シ 亜属

は イ チ イ ガ シ 、 ア カガ シ 、 シ ラカシ等があり 、 本州（宮城、 新潟以南）、 四 国、 九州、 琉球に分布

する。

●プナ科 コ ナラ属 コ ナラ亜属 コ ナラ節 (Quercus subgen. Lepidobalanus sect Prinus sp.) 

環孔材である。 木口では大導管 ( - 3 80µm) が年輪界にそって 1 - 3 列並んで孔圏部を形成している

孔圏外では急に大きさを減 じ、 薄 壁で角張っている小導管が単独あるいは2 - 3 個複合して火炎状に配

列している。 放射組織は単列放射組織と非常に列数の広い放射組織がある。 柾目では導管は単穿孔と

対列壁孔を有する。 放射組織は全て平伏細胞からなり同性である。 導管放射組織間壁孔には大型の壁



306 第 5章 自 然科学分析

孔が存在する。 板目では多 数の単列放射組織と肉眼でも見られる典利的な複合型の広放 射組織が見ら

れる。 コ ナラ節にはコ ナラ、 ミズナラ、 カシワ等があり、 北海道、 本州、 四 国、 九州に分布するC

●ブナ科 コ ナラ属 コ ナラ亜属クヌギ節 (Quercus sub gen. Lepidobalanus sect. Cerris sp.) 

環孔材である。 木 口では大導管 (-430µm) が年輪界にそって I -数列並んで孔圏部を形成してい

る。 孔圏外では急に大きさを減 じ、 原壁で円形の小導管が単独に放射方向に配列している。 放射組織

は単列放射組織と非常に幅の広い放射組織がある。 柾目では導管は単穿孔と対列壁孔を有する。 放射

組織はすべて平伏細胞からなり同性である。 導管放射組織間壁孔には柵状の壁孔が存在する。 板目

は多数の単列放射組織と肉眼でも見られる典型的な複合型の広放射組織が見られる。 コ ナラ属クヌギ

節はクヌギ、 アベマキがあり、 本州 （岩手、 山形以南） 、 四国、 九州、 琉球に分布する。

● ニレ科ムクノキ属ムクノキ (Aphananthe aspera Planch.) 

散 孔材である。 木 口では中 庸の導管 (-170µm ) が単独ないし 2 - 3 個放射方向に複合して年輪界

に散らばっている。 軸方向柔細胞は導管の周囲を取り囲んだものやそれらがつながって白い帯のよ う

に見えるもの （連合翼状～帯状柔組織） がある。 柾目では導管は単穿孔と 多 数の煎孔を有するC 放射

組織は平伏と直立細胞からなり巽性である。 導管放射組織間壁孔は師状の競孔が存在する。 板 H では

放射組織は 1 - 5 細胞列、 高さ-700µmからなる。 ムクノ キは本州、 四 国、 九州に分布する。

● ニレ科ニレ属 (Ulmus sp.) 

環孔材である。 木 口では大導管 (- 300,um) が 2 - 3 列で孔圏部を形成している。 孔圏外では小導

管が多 数接合して複合管孔を形成し、 花束状、 斜線状、 接線状に比較的規則的に配列する。 軸方向柔

細胞は周囲状が顕著である。 柾Hでは大導管は単穿孔と側壁に交互壁孔を持つ。 小導管はさらに螺旋

肥厚も持つ。 放射組織はすべて平伏細胞からなり同性である。 導管放射組織間壁孔は柵状の壁孔が存

在する。 板目では放射組織は 1 - 6 細胞列、 高さ -740µmである。 ニレ属はハルニ レ、 アキニレ、 オ

ヒ ョ ウがあり、 北海道、 本州、 四 国、 九州に分布する。

●ニレ科ケヤキ属ケヤキ (Zelkova serrata Makino) 

環孔材であるC 木 口ではおおむね円形で単独の大導管が 1 列で孔圏部を形成している。 孔圏外では

急に大きさを減 じ、 多 角形の小導管が多 数集まって円形、 接線状あるいは斜線状の集団管孔を形成し

ている。 軸方向柔細胞は孔圏部では導管を鞘状に取り囲み、 さらに接線方向に連続している（イニシ

アル柔組織） 。 放射組織は 1 -数列で多 数の筋として見られる。 柾目では大導管は単穿孔と側壁に交

互壁孔を有する。 小導管はさらに螺旋肥厚も持つ。 放射組織は平伏細胞と上下縁辺の方形細胞からな

り異性である。 方形細胞はしばしば大型のものがある。 板目では放射組織は少数の 1 - 3 列のものと

大部分を占める 6 -7細胞列のほぼ大きさの一様な紡錘形放射組織がある。 紡錘形放射組織の上下の

端の細胞は、 他の部分に比べ大型である。 ケヤキは本州、 四 国、 九州に分布する。

● ニレ科エノキ属 (Celtis sp.) 

環孔材である。 木口ではおおむね 円形で単独の大導管 ( -2 30µm) が数列で孔圏部を形成している。

孔圏外では小導管が多 数集まって 円形、 斜線状の集団管孔を形成し、 花採状に配列している。 放射組

織は 1 - 数列で多数の筋として見られる。 柾目では大導管は単穿孔と側壁に交互壁孔を有する。 小導

管はさらに螺旋肥厚も持つ。 放射組織は平伏型のものと8-10細胞列の大型のものがある。 大型の放

射組織は周囲を軸方向に長 く やや大型の細胞（鞘細胞）に取り囲まれている。 エノキ属はエノキ、 エ
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●クワ科クワ属 (Morus sp.) 
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環孔材である。 木 Dでは大導管 (-280µm) が年輪界にそっ て 1 - 5 列並んで孔園部を形成してい

る。 孔圏外では小導管が 2 - 6個、 斜線状な いし接線状、 集合状に不規則に複合して散在している。

柾 目 では導管は単穿孔と対列壁孔を有する。 小導管には螺旋肥胴もある。 放射組織は平伏と直立細胞

か ら なり異性である。 導管内には充填物 （チロ ー ス）が 見 ら れる。 板 目 では放射組織は 1 - 6細胞列、

高さ-I.Immか ら なる。 単列放射組織はあまり見 ら れ ない。 クワ属はヤマ グワ、 ケ グワ、 マ グワなど

があり、 北海道、 本州、 四 国、 九州に分布する。

●マメ科ネム ノ キ属 (Albizzia sp.) 

環孔材である。 木 口では大導管 (- 300,um) が 3 - 5 列並んで孔圏部を形成している。 孔圏外では

移行するにしたがっ て大きさを減 じ、 年輪最外部では軸方向柔細胞と区別がつか ない。 軸 方向柔細胞

は孔圏外で顕著に園囲柔組織を形成している。 放射組織は 2 - 3 列のものが走向している。 柾 目 では

は単穿孔と交互壁孔を有する。 導管内には着色物質がある。 放射組織はすべて平伏細胞か ら なり

同性である。 板 目 では放射組織は 1 - 3 細胞列、 高さ-450,umか ら なる少し角張 っ たものが多 く ある。

ネム ノ キ属はネム ノ キ、 ヒ ロハネムがあり、 本州、 四 国 、 九州に分布する。

●クス ノ キ科クス ノ キ属クス ノ キ (Cinnamomum camphora Presl) 

散孔材である。 木口では中 庸の導管 (-200µm) が単独または 2 ないし数個が放射方向あるいは斜

方向に連続して年輪内に平等に分布する。 軸方向柔細胞は導管の周 囲を厚 く 鞘状に取り囲んでおり、

その中

孔と側壁

さ な導管と見間違えるほどの油細胞 （樟脳油貯蔵細胞）がある。 柾 目 では導管は単穿

と螺旋肥厚を有する。 放射組織は平伏と直立細胞か ら なり異性である。 導管放射

組織問壁孔はレンズ状の大型壁孔が階段状に並んでいる。 板Hでは放射組織は 1 - 3 細胞列、 高さ～

800,u.mか ら なる。 放射組織の直立細胞や軸方向柔細胞が油細胞に変化したものが多 く 見 ら れる。 クス

ノ キは本州（関東以西）、 四 国 、 九州に分布する。

●バラ科サクラ属 (Prunus sp.) 

散孔材である。 木口ではやや小さい導管 (- lOOµm) の大きさはほ ぼ一定で、 単独あるいは放射方

向ないし斜方向に連なり分布している。 柾 目 では導管は単穿孔と側壁に交斤位t孔及び螺旋肥原を有す

る。 導管内には着色物質が見 ら れる。 放射組織は同性ないし異性で 中 央部の平伏細胞と上下縁辺の方

形細胞か ら なる。 板 目 では放射組織は 1 - 4 細胞列、 高さ- 1 mmか ら なる。 サクラ属はサクラ、 ヤマ

ナシなどがあり、 本州、 四 国、 九州、 琉球に分布する。

●バラ科サクラ屈ウメorモモ (Prunus sp.) 

散孔材である。 木 口では年輪界にやや大きし (-lOOµm) が環孔状に配列し、 そのあとに大き

さがほぼ一定の小さい導管 (-50µm) が、 単独あるいは放射方向ないし斜方向に連なり分布している。

柾 目 では導管は単穿孔と側壁に交互壁孔及び螺旋肥厚を有する。 導管内には着色物質が見 ら れる。 放

射組織は同性 な いし異性で 中 央部の平伏細胞と上F縁辺の方形細胞か ら なる。 板 H では放射組織は

1 - 4 細胞列、 高さ- 1 mmか ら なる。 ウメorモモは、 本州、 四 国、 九州、 琉球に分布する。

● ミ カン科キ ハダ属キハダ (Phellodendron amurense Rupr.) 

環孔材である。 木 口では大導管 (- 3 00µm ) が多列で孔 圏部を形成している。 孔 圏 外では小導
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管 が散在、 集 団 、 波状 に 存在す る 。 柾 目 では導管は単穿孔 を 持 ち 、 着色物質、 チ ロ ー ス が顕 著で あ る 。

小導管は さ ら に 螺旋肥厚 も 行す る 。 導管放射組織問壁孔は小型な い し 中型で あ る 。 放射組織は全て平

伏細胞か ら な り 同性で あ る 。 板 目 で は放射組織は 1 - 5 細胞列 、 高 さ -500µm か ら な る C キ ハ ダ は 北

海道、 本州、 四 国 、 九州 に 分布 す る 。

● ニ ガ キ科ニ ガ キ 属ニ ガ キ (Picrasma quassilides Benn.) 

環孔材で あ る 。 木 口 では大導管 (-250µm)が単独 な い し 多列で孔圏部 を 形成 し て い る 。 孔圏外では

暦壁の小導管が単独 な い し 数個複合 し て散在す る 。 軸方向柔細胞は顕著で、 周 囲状、 翼状、 連合翼状、

帯状 を 呈す る 。 柾 目 で は大導管は単穿孔 を 有す る 。 導管放射組織間壁孔は小型で あ る 。 放射組織はす

べ て 平伏細胞か ら な り 同性 で あ る 。 軸方向柔組織は細胞内に結晶 を 含み 、 階層状に 配列 し て い る 。 板

H では放射組織は 1 - 5 細胞 列、 高 さ -500,um か ら な る 。 ニ ガ キ は北海道、 本州、 四 国 、 九 州 、 琉球

に 分布す る 。

● ウ ル シ 科 ウ ル シ 属 ヤ マハ ゼorハ ゼ (Rhus sp.) 

散孔材 で あ る 疎な 孔圏部 が あ る よ う に も 見 え る 。 木 口 で は 中 庸の導管 ( - 170µm)が 、 単 独 ま た は

2 な い し 数個が集団で複合 し て い る 。 軸方向柔細胞は周囲状が顕著で あ る 。 柾 目 では導管 は単穿孔 と

側壁に 交互壁孔 を 有す る 。 導管放射組織間壁孔は レ ン ズ状、 階段状、 師状 、 柵状で あ る 。 放射組織は

平伏、 方形、 直立細胞か ら な り 異性で あ る 。 板 目 では放射組織は 1 - 2 細胞列、 高 さ -600µm か ら な

る 。 ヤ マ ハ ゼorハ ゼは本州 （関東以西） 、 四国、 九州、 琉球に 分布す る 。

● ト チ ノ キ科 ト チ ノ キ属 ト チ ノ キ ? (Aesculus turbinata Blume) 

散孔材 で あ る 。 木 口ではやや小 さ い導管 (-80µm) が単独か あ る い は 2 - 4 個放射方 向 に 接す る 複

合管孔 を 構成す る 。 導管の大 き さ 、 分布数 と も に 年輪巾央部で大 き く 年輪界近辺 で は や や小 さ く な る

傾向が あ る 。 軸方向柔細胞は 1 - 3 細胞の幅で年輪の一番外側 （ タ ー ミ ナ ル状） に 配列 す る 。 柾 目 で

は導管 は単穿孔 と 側壁 に交甘星壁孔、 螺旋肥犀 を 有す る 。 放射組織はすべて平伏細胞か ら な り 同性 で あ

る 。 導管 と 放射柔細胞 と の接触面 に は六角形 を し た比較的大 き な璧孔が密に詰 ま っ て節状に な っ て い

る （上下縁辺の 1 - 2 列 の柔細胞に か ぎ ら れる ） 。 板 目 で は放射組織 は 単列 で あ る 。 し か し 放射組織

が階層状に 規則正 し く 配列 す る ト チ ノ キ の特徴が見 ら れな いの で 、 詞 定 に は疑問が残 る 。

● モ チ ノ キ 科 モ チ ノ キ属 (Ilex sp.) 

散孔材で あ る 。 木 口 で は極 め て小 さ い導管 (-50µm) が単独な い し数個複合 し て放射状 、 集団状 に

分布 し て い る 。 年輪界が放射組織部分で凸 に な る 。 柾 目 では導管は階段壁孔 と 螺旋肥屏 を 有す る 。 木

繊維 も 螺旋肥厚 を 有す る 。 放射組織は直立、 方形、 平伏細胞か ら な る 異性 で あ る 。 板 目 では放射組織

は 1 - 7 細胞列、 高 さ - 1.5mm か ら な る 。 モ チ ノ キ 属 は モ チ ノ キ 、 タ ラ ヨ ウ 等 か ら な り 、 本州、 四 国 、

九州、 琉球に 分布 す る

● カ エ デ科 カ エ (Acer sp.) 

散孔材で あ る 。 木 口 で は やや小 さ い導管 (-70µm) が単独な い し 2 - 4 個複合 し て 分布 し て い る 。

軸方向柔細胞は年輪界で顕著で あ る 。 木繊維の墜に原薄が あ り 木 口面で濃淡模様 が 出 る 。 柾 目 では導

管 は単穿孔、 螺旋肥厚 を 有す る 。 放射組織はすべて平伏細胞か ら な り 同性であ る c 板 目 で は放射組織

は 1 - 6 細胞列、 高 さ -800µm か ら な る C カ エ デ属 は ウ リ カ エデ、 イ タ ヤ カ エ

本州、 四 国 、 九州 に 分布す る 。

ら な り 、 北海道、
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散孔材である。 木 口では極めて小さい導管 (-40,u.m)が、 単独ない し 2 - 3 個接合 し て均等 に分布

する。 放射組織は 1 - 3 細胞列で黒い筋と し てみられる。 木繊維の壁はきわめて厚い。 柾Hでは導管

は階段穿孔 （バ ー 数8-30)と螺旋肥厘を有する。 放射組織は平伏と直立細胞からなり異性である。

導管放射組織間壁孔（とくに 直立細胞）は大型のレンズ状の煎孔が階段状 に 並んでいる。 放射柔細胞

の直立細胞と軸 方向柔細胞に はダルマ状にふくれているものがある。 板 目 では放射組織は 1 -4細胞

列、 高さ- 1 mm以下からなり、 平伏細胞の多列部の上Fまたは間 に 直立細胞の単列部がくる構造を し

ている。 木繊維の墜に は有縁壁孔が一列 に多数並んでいるのが全体で見られる。 ツバキ属はツバキ、

サザンカ、 チ ャ があり、 本州、 四 国、 九州に分布する。

●ツバキ科サカキ属サカキ(Cleyera japonicaThunb. Proparte emend. S. et Z.) 

散孔材である。 木 口では極めて小さい導管 (-50µm} が単独ない し 2 -4個複合 し て平等に分布す

る。 柾目では導管は階段穿孔と側 壁 に対列ない し 階段壁孔と螺旋肥限を有する。 放射組織は平伏、 方

形、 直立細胞からなり異性である。 導管放射組織間墜孔は対列状ない し 階段状壁孔が存在する。 板 目

では放射組織は単列、 高さ-1.5mmからなる。 木繊維の壁 には有縁壁孔が一列 に多数並んでいるのが

見られる。 サカキは本州（茨城、 石川以西南）、 四 国、 九州 に分布する

●ツバキ科 ヒサカキ属(Eurya sp.) 

散孔材である。 木口では極めて小さい導管 (-50µm)が単独ない し 2 -4個複合 して平等に分布す

る。 柾 目 では導管は階段穿孔と側壁 に対列ない し階段壁孔と螺旋肥厚を有する。 放射組織は平伏、 方

形、 直立細胞からなり ある。 導管放射組織間壁孔は対列状ない し 階段状壁孔が存在する。 板 目

では放射組織は 1 -4列で、 高さ-1.5mmからなる。 木繊維の壁には有縁墜孔が 切l に多 数 並んでい

るのが全体で見られる 3 ヒサカキ属は ヒサカキ、 ハマ ヒサカキがあり、 本州 （岩手、 秋田以南）、 四

国、 九州、 琉球に分布する。

●クマツズラ科ムラサキシキブ属(Callicarpa sp.) 

散孔材である。 木 口では極めて小さい導管 (-60µm)が単独ない し 2 - 5 個放射 方向 に 複合 して分

布 している。 柾目では導管は単穿孔と側墜 に多数の小壁孔を有する。 放射組織は直立と平伏細胞から

なり異性である。 導管放射組織間壁孔は多数の小競孔からなる。 板目では放射組織は 1 - 3 細胞列、

高さ- 1 mmからなる。 ムラサキシキブ属はムラサキ シキプ、 コ ムラサキ等があり、 北海道、 本州、 四

国、 九州に分布する。

●エ ゴノキ科エ ゴノキ属(Styrax sp.) 

散孔材である。 木 口では導管 (-130µm)が単独、 あるいは放射状、 小塊状 に 複合 し て多 数分布 して

いる。 軸 方向柔細胞は接線状である。 柾Hでは導管は階段穿孔を有するC 放射組織は平伏と直立細胞

からなり巽性である。 板Hでは放射組織は 1 -4細胞列、 高さ-900µmからなる。 エ ゴノキ属はエ ゴ

ノキ、 ハクウ ンボク等があり、 北海道、 本州、 四国、 九州 に分布する。

●モクセイ科ト ネ リ コ 属(Fraxinus sp.) 

環孔材である。 木口では大導管(-400µm)が単～数列で孔圏部を形成 している。 孔圏外では厚壁の小導

管が単独ない し 2 -4個放射 方向に複合 して散在 している。 軸 方向柔細胞は顕著で周囲状、 翼状、 連続

翼状に 配列 し ている。 柾 目 では導管は単穿孔と多数の璧孔を有する。 放射組織は平状細胞からなり
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同性である。 板目では放射組織は 1 -4細胞列 、 高さ-400µmからなる。 トネリ コ 属はシオジ、 ヤチ

ダモ等があり、 北海道、 本州、 四 国、 九州に分布する。

●スイカズラ科ニワト コ 屈 ニワト コ (Sambucus racemosa Linn. ssp. Sieboldiana Hara) 

散孔材である。 木 口ではやや小さい導管 (-llOµm)が 5 個以上複合して集団、 斜線状に配列してい

る。 軸方向柔細胞は不顕著。 柾目では導管は単穿孔と交互壁孔を有する。 放射組織は平伏 、 方形、

立細胞からなり異性である。 導管放射組織間隈孔は中型。 板 目 では放射組織は 1 - 5 細胞列 、 高さ ～

500µmからなる。 時に鞘細胞が見られる。 ニワト コ は本州、 四国、 九州に分布する。

●スイカズラ科ガマズ ミ属 (Viburnum L.) 

散 孔材である。 木 口では極めて小さい導管 (-50µm)が単独ないし 2 -4個複合して平等に分布す

る。 柾目では導管は階段穿孔と側壁に対列ないし階段壁孔と螺旋肥原を有する。 放射組織は平伏、

形 、 直立細胞からなり異性である。 導管放射組織間壁孔は階段状壁孔が存在する。 木繊維も螺旋肥厚

を持つ板目では放射組織は 1 -4細胞列で、 高さ-1.Smrnからなる。 直立細胞が鞘状に並ぶこともあ

る。 ガマズ ミ属はガマズ ミ 、 ミヤマガマズ ミ等があり、 北海道、 四 国、 九 州 、 琉球に分布する。

●ヤマザクラorカパの樹皮

木 口と柾 目 では コ ルク組織と コ ルク皮層が交Iiに並んで密に詰まっている。 板 目 では細胞が放射方

阿に規則正しく配列している。 しかし曲物等を綴 じる為に使われていた桜、 樺の皮は顕微鏡観察での

判別は難しい。

参考文献

島地 謙 • 伊東隆夫 「 H本の遺跡出土木製品総覧」 雄山閣出版 (1988)

島地 謙 • 伊東隆夫 「図説木材組織」 地球社 (1982)

伊東隆夫 「 H 本産広艇樹材の解剖学的記載 ｛前 ～ 微」 京都大学木質科学研究所 (1995-)

北村四郎 ・ 村田 源 「原色 日本植物図鑑木本編俯 ・ 僚」 保育社 (1979)

深澤和三 「樹体の解剖」 海青社 (1997) 

使用顕微鏡

Nikon 

MICROFLEEX UFX-DX Type 115 



図184 木製品の顕微鏡写真 ( 1 )
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第 9 節 溝 (SD12) 出 土の昆虫化石群集

千藤克彦（岐 lれ限文化財保護 セ ン タ ー）

1 .  は じ め に

昆虫は 、 't物の巾 で最 も 多 い種類数 を誇 り 、 多様な印税に棲み分 け て い る 。 昆虫の 大部分は年 •化

な い し こ化性で 1ft代 交代が迷い。 し か も 移動能 ）Jが似jいた め に 、 f即党の変化 に敏惑に反応する 。 ま た 、

花粉等と比べて死後の移動が少な く 、 現地性が ，＇，沿い こ の よ う な雌, 1 ,に よ り 、 昆虫化石の分析は過1�

の閑税を推定す る のに イi効であ る 。

顔戸南迫跡の占f閑況 を 明 ら かに す る た め 、 4 世紀の滞 (SD12) のJilt l: サ ン プル か ら 昆虫 化 イ i を.tJIJ

出 し た 。 こ こ では明 ら かに な っ た比虫化石群北か ら 、 当時の追跡の 占閑撹の推定 を 試みた 。

な お 、 本報告 に あ た り 、 愛知県立川J,ffJ邸等学校教諭の森!)'.J • 氏 か ら は 、 分析に あ た っ て貨頂 な ご助

言 を い た だ い た 。 こ こ に感謝の意を 表す る 。

2 .  分析試料および方法

分析 し た試料は 、 溝 (SD12) のJ-11[ 1-. か ら 採収 し た （図198) 。 試料は 、 褐J火色 シ ル ト で 、 炭化 し た

柏物追体 と 土 器 を 含む。 上器は 4 lit紀の も の と 考 え ら れ る 。 試料は コ ン テ ナ (533X 333X 92) 3 符i 分

につ い て 「 プ ロ ッ ク 割 り 法」 （野尻湖昆虫 グ ル ー プ 1988) に よ っ て昆虫化石 をn11rn し た 。 n1間 し た

·-

゜ 2 m  

．・..... .:\・·.

図198 分析試料採取位置図
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昆虫化石について、 実体顕微鏡下で現生標本と比較しながら同定を行った。

3 .  結果

抽出した昆虫化石の種名と部位について、 表66に示した。 全部で 3 3 分類群 3 38点の昆虫が検出さ

れた。

化石の遺存状態はあま り 良いとはい え ず、 ほとんどが細かい部位が単独で見つかっている。 昆虫が

またはいくつかの部位がくっついた状態で見つかったものは少ない。

最も多いのが地表性のゴ ミ ムシ類で、 93点であった。 次いでハムシ科36点、 スジ コ ガネ亜科24点

と食植性昆虫が多い。 水生昆虫は全体で15点と多くない。 その う ち、 オオ ミ ズスマシが8点で最も多

い。 食糞性昆虫ではマグソ コガネ屈やエ ン マ コガネ属、 ハ エ類の囲蛹等が全部で8点抽出された。 そ

の ほか、 稲作害虫（森 1994) であるイネノクロカメ ムシが 2 点 検出されたほか、 裸地の指標種（千

藤 1997) であるクロ オオ アリが 4 点検出された。 不明昆虫は64点で、 小さな切片や破片が多く、 種

名も部位もわからなかったものである。 その大部分は、 黒く表面にツヤがあり、 水生甲虫の体節片

表66 毘虫遺体一覧
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そ の他
食糞性

である可能性が高い。

生息地と食性別の出現率を図199

した。 最も多 いのは ス ジ コ ガネ科、 ハム

シ科等の草原性の食植性昆虫で、 ついで

ゴ ミムシ類な どの地表性の雑食性昆虫が

これらの昆虫で全体の 7割以上を多い。

占める。 水生昆虫の割合は、 4.5 %と低

い出現率を示しており、 食糞性昆虫の割

合も2.4%と低い。

ドウガ

生息地 ・ 食性別 出 現率

マ メ コガネ、ヒ メ コ ガネ、

図199
4 .  考

草原性の食植性昆虫や 、 地表性昆虫が

多 いことから、 付近は草原的な環境であ

ったと考え られる。 出現した食植性昆虫は、 ヒメカ ンシ ョ コ ガネ、

ネブ イ ブ イ といった畑作害虫の指標昆虫 （森

察

1994) が出現しており、 付近で畑作を行っていたと思

われる。 稲作害虫である イ ネ ノ クロカメムシが出土していることから、 付近に水田も存在したと思わ

この昆虫は乾田に棲息する種である。 ま た、 湿地的環境を好む昆虫類が少なく、 遺跡周辺はれるが、

当時乾燥した土地であったと思われるC

溝の埋土の試料で分析したのにか かわらず、 水生昆虫の割合が低 い 。 これは、 この溝が人為的に管

理されていて、 水深が深いとか 、 付近に水生植物が繁茂していないと いった 、 水生昆虫が生息しにく

い環境であったと思われる。 止水の水域環境の指標性昆虫 （森 であるオオ ミズ ス マシが多く

出現して いることから 、 当時この溝は流れのほとんど無い状態であったと思われる。

汚物集積の指標である食糞性昆虫は、 あ ま り出現して いない 。

1994) 

このことは、 分析を行った地点が、

カクシク レ 遺跡 ．

当時の集落の縁辺部に位置していた可能性が考え られる。
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． ， 
． イ ネ ノ ク ロ カ ノ ム シ Scotinophara lurida BURMEISTER 腹闇柑板 糾.5u 6 .  コガムシ Hydrochara amnis (Sl!ARP) Ii鞘迅 残仔長12mm

． マル カ メ ム ・;, Mcgacop1a punctissimum MONTANDON 1111算11!1板 糾3.7111 7 .  ク ワ ガ ク ム シ 科 Lucanidae gen.sp. le鞘翅 輯6.2u

3 .  ゴ ミ ムシ類 Harpalidae gen.spp. /i: 鞘翅 9.2mm 8 .  ハ ネ カ ク シ 科 如phylinidae gen.sp. 1iif尉背板 I.Sa

4 .  オオ ミ ズス マ ン Dincutusoricntalis (MOD DER) 右鞘翅 6.6• 9 .  マ グ ソ コ ガ ネ 属 Aphodius sp. Ii鞘翅2.9u

5 .  ミ ズス マ シ Cyri11usfeponicus SHARP 左鞘姐 4.2● 10. エ ン マ コ ガ ネ 属 Onthophagus sp. Y{l部 紺3.o.

図200 毘虫化石の顕微鏡写真 ( 1 )



II. ヒ メ カ ン シ 3 コ ガ ネ Apogonia ●mida LEWIS (i閉翅 6.6.. 

12. マ メ コ ガ ネ Popilliajaponica NEWMANN iii/胸1Vり� 5.5皿

13. ハナムグリ Eucetoni,1 pilifera (MOTSCJIUI.SKY) 月＂腿節

14. コアオハナムグリ Oxycetoniajucunda (FALDERMANN) Ii鞘切 9.0u

15. コ メ ツ キム シ f f Elaleridae gen.sp. (i鞘俎 10.7a

16. クワハムン Flcutiauxia訂mata (BAL Y) �i鞘l:IJ 4.5• 

17. ドウガネッヤハムシ Oomorphoides cupreatus (BAL Y) J,: 闇ill 2.6 .. 

18. ゾウムシ科 Curculionidae gcn.sp. 鞘翅 2.7a

19. ク ロ オ オ ア リ Camponotusj.1ponicus MA YR 頭郎 似2.2mm

20. �/. 矧IIハエ群 OIPTERA gen.sp. 圃蛹 糾2.0.
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第10節 動 物 追 体

西中川 駿 （鹿児l�� 大学J塁学部獣医学科家畜解剖学教室）

顔戸南追跡は可児郡御揺町顔戸地l村に あ り 、 古培時代 か ら 中 世に か け て の 集沿や水田迎構が検出 さ

れて い る 。 動物追体は須恵器や Iー：師器 な ど と 共伴 し 、 時代は 5 世紀末の も の と 考 え ら れてい る 。

動物追体は 、 シ カ の上顎［後臼 阻で 、 SD10-SU13か ら 検出 さ れて い る 。 1949は 、 右側第 1 後 Fl(li'J 

(M り か ら 第 3 後臼園 ( M 3 ) が連な っ て 出土 し て お り 、 第 1 後 臼 園 は半分は欠損 し 、 第 3 後臼困の

外側の エ ナ メ ル ヒ ダは 破相 し て い る 。 第 2 後FH*lの削冠長X幅は 、 18.3X 12.4mm で あ る 。 1950は左側

の第 2 、 3 後臼困 (M 2 、 NI 3 ) で困冠長x,幅は そ れぞれ18.9X 12.9mm 、 18.3X ll.9mmであ る 。 こ れ ら 2

つの地点の も の は 、 第 2 後臼歯の大 き さ か ら 同一個体の も の と 息われる 。

土師器な ど と 共伴 し て い る こ と か ら 、 何 ら かの祭祀に シ カ の頭が使われ 、 頭益竹は梢失し 、 t�と 園

槽の一 部の みが 残 っ た も の と 考 え ら れる 。

シ カ の /Iii I: 例は 、 縄文 、 弥牛時代の追跡に 多 く み ら れ 、 占珀時代の追跡から は数が 少 な く な る 。

1949 

1950 

M 1 . 
M 3 

而fTTlTjI ITT呵
'/, ぶ l 2 

外側

M ' 

M 2 

M 1 

1950 

M 1 

M Z 

M , 

叫11 1 11111111111p111
3 4 5 

1949 

1950 

図202 動物遺体
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第 6 ま と め

第 1 節 し が ら み状遺構の改築過程 と 機能

今回の調査で検出された E 区下層のSW 3 - 9 はそれぞれが数回の改 築 ・ 補修を実施しており 、 水

を管理することがいかに困難であったかがわかる資料とい え よ う 。 その詳細については第 3 章第4節

り 、 本節では7つに分けたしがらみ状遺構がどのよ う に関連していたのか若干の検討を行いたい。

しがらみ状遺構は埋土の堆積状況、 横木の重なり 方、 縦杭の配置などから大き く 4回の改築が想定

され 、 それらを I - N段階として図203 · 204に示した。

I 段階はSD15に水が供給されて いた時期であり、 本段階に該当する施設としてSW 4 · 8 · 9 が挙

げられるが、 それ ぞれが同時期に存在して いたか否かは判断できない。 SW 4 は 自 然堤防状の高まり

を利用して片合掌型に材を構築して いることから護岸施設である可能性が高 く 、 護岸施設であるなら

ばSW 4 の背面には岸が存在して いたはずであるが調査では確認できなかった。 ところ で、 NT l 周辺

るしがらみ状遺構はNT l の岸まで伸びていない。 これは、 本来NT I 周辺まで材が組まれて

いたものが、 後の洗掘行為によりNT l が削られ、 NT I としがらみ状遺構との間に距離ができてしま

ったものと想定でき、 同様にSW 4 の背面に岸が検出できなかったのは、 本来SW 4 の背面まで伸びて

いたNT l が、 洗掘行為により削られてしまったためと想定される。 なお、 NT 2 が東側に舌状に伸び

て いることから 、 SW 4 構 築以前にはNT l とNT 2 が一連の 自 然堤防であった可能性も指摘できる 。

SW 9 は草敷き以前は性格が不明であるが 、 草敷き埋没 後は導水施設である堰の可能性が高い 。 そし

て 、 SW 8 の性格も定かではないが、 SW 9 に至る水流の速度を緩和させるためのものか、 あるいは水

を上げるための 「温め施設」 であったのかもしれな い。 なお、 SD14の底面よりSD15の底面の 方が

標高が低いため、 I 段階ではSD14の水量は少なかったと思われる。

II 段階はSD14とSD15が分断され 、 tにSD14へ水を供給して いた時期であり、 本段階に該当 する

施設としてSW 5 とSW 6 - I 段階が挙げられる。 SW 5 とSW 6 - 1 段階は水流の 方向に対して約

155
° の角度で直線的に約15 m 延びており 、 その東端はNT l から約 2 m 離れて始まり 、 西端はNT 2

の肩付近まで杭が打ち込まれて いる。 東端のNT I との隙間がある理由としては、 先にも述べたよ う

に 後世 の水流などによってNT l が扶られた可能性が高いと思われるが 、 逆に、 しがらみ状遺構がこ

の部分だ け破壊されたためか 、 あるいは排水施設が存在したためなどが想定できるが 、 いずれに該

当 するかは調査では判新できなかった。 また、 しがらみ状遺構の構造は、 SW 5 では合掌型に材を

組んで いたと想定され、 SW 6 - I 段階では直立した杭のみが検出された。 両 者で材の組み 方が違

う 理由としては、 両 者の時期、 あるい は機能が違 う ためと思われる。 時期差とする場合は 、 それ ぞ

れが単独で機能していたことになるため 、 その意味を見いだしがたい 。 また 、 機能差とするならば、

SW 6 - l 段階は護岸施 設 、 SW 5 は築堤の基礎となる。 図65の浙面図 ( B - B ' )において 、 しがら

み状遺構の直ドにみえる灰色 シ ルト層 (18 · 19層）はNT l の構築埋土と似て いることから 、 本来NT

2 が一定の幅を有して東 側まで伸びて いたと想定でき 、 NT 2 の北面に沿って打ち込まれた杭列は

その護岸施設と成り得よ う 。 そして 、 自 然堤防間に設置された合掌型の構築物であるSW 5 は水流



332 第 6章 ま と め

I 段階

II 段階

I II 足祁皆

図203 し が ら み状遺構の改築工程( I ) (S= 1 /250) 
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N段階

9
A

 

乎
図204 し が ら み状遺構の改築工程(2) (S= 1 /250) 

を留めるためのもので、 さらに 自 然堤防の連続とみなされるた め 、 堤的な性格をもつ構築物、 つまり

築堤の基礎と い えるであ ろ う 。 なお、 SW 5 とSW 6 - 1 段階が当 該期に位置付 けられる理由は、 図

54 · 55で示したよ う にSW 4 以降に構築され、 SW 3 構築以前に埋没して いたと想定されるので問題は

な いと思われる。 また、 当 該期のSW 6 - 1 段階以西の様相は定かではない。

m 段階はSD14への水の供給を確実なものとし、 調査区西端以西において水田域に水を導い て いた

時期であり、 本段階に該当 する施設として、 II 段階のしがらみ状遺構の前面に位置するSW 3 ···· 1 段

階、 SW 6 - 2 段階、 SW 7 東側の 1 - 1 段階、 SW 7 西側の 1 段階が挙げられる。 SW 3 - 1 段階は水

流の方向に対して約140
° の角度で直線的に約8.4 m 延び、 西端でSW 6 - 2 段階に接していたと思われ

る。 SW 6 - 2 段階はSW 3 - 1 段階に対して約220
° の角度で設置され、 NT 2 の東端まで直線的に約

10 m 延びる。 そして、 NT 2 の中央付近からSW 7 - 1 段階が、 水流の方向に対して約140
° の

線的に約12 m 延び、 調在区西壁に至る。 このよ う に、 II 段階では直線的に構築物が設けられたのに対

し、 III 段階では流路内にジグザ グに設誼されて いる。 この配置の意義付 けは定か ではな いが 、 単に 1I

段階において堆積した交互砂州 I )の高まりの前面にしがらみ状遺構を設置したために、 このよ う な配

ーなったのかもしれない。

次に 皿 段階の水流としがらみ状遺構について触れたい。 水流は調査区東端から西南西に向い、 SW

3 - 1 段階で西北西へ流れを変える。 そして、 SW 6 - 2 段階に沿って直線的に1 6 m 程流れた 後に、

SW 7 - 1 段階によって西北西へ導水され、 水田域へと供給されたと思われる。 まず 、 こ こ

べきはSW 6 の西端付近の前面において約 6 mの範囲内で確認された溝底部の凹凸である。 凹 凸は地

山である VII層を掘り込んでおり、 その形は直径 20cm程度で不定形を呈して いた。 検出当 初は水流作用

によるものと安易に解釈していたが、 水流作用により岸が扶られる ことはあっても底面は挟られない

ため、 この凹凸は溝の底面の標高を下げ、 水の勢いを緩和させるために掘削したものか、 あるいはし

がらみ状遺構の充填材として粘土を川底から採取した痕跡かの可能性が指摘できよ う 。 また、 仮に

SW 3 - 1 段階の東側に別のしがらみ状遺構が存在しな いのであれば、 SW 3 - 1 が水流の方向を
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え る 最初の構築物 と な り 、 当 然 し が ら み状遺構に か か る 水圧 も 大 き か っ た と 思 わ れ る 。 そ し て 、 SW

3 - 1 段階の前面 に 草敷 き と 網代 が検 出 さ れ 、 m 期の他の し が ら み状遺構でみ ら れな か っ た こ と は 、

草敷 き と 網代 が漏水防止 と と も に し が ら み状遺構の補強材 で あ っ た こ と を 物語 っ て い る と 推測 さ れ

よ う 。 な お 、 SW 3 - 1 段階の 東 端 はNT l に 接 し て お ら ず 、 調査区東壁 の 土 層 図 （図53) で も NT l の

際 ま で横木 や縦杭が 延 びて い た か 否 か は判 断で き な か っ た た め 、 III 段階 の 東側 に お け る 排水機能の

有 無 は 不 明 で あ る 。 一 方 、 明 ら か に 排水施設 と い え る の がSW 7 の 東 側 に あ る SD18で あ り 、 SW 7

の 構築材の 位置か ら SD18は III 期 に は確実 に機能 し て い た と い え よ う 。 し か し 、 SD18の 南側 に 打 ち

込 ま れ た 5 本の杭や北側 で 出 士 し た 板材 を 含め て 、 排 水 が ど の よ う に 行 わ れて い た か は想定で き な

か っ

次 に III 段階 の し が ら み状遺構の 構造 に つ い て 触れ た い 。 こ の段階は基本 的 に 横 木 と そ の 前 後 の 縦

杭 • 縦木で構成 さ れ、 合掌型 に 材 が組んであ る も の で あ る 。 横木は 2 - 5 本程度が縦杭で固定 し て お

り 、 1 本 1 本の 高 さ は違 う も の の い ずれ も ほぼ水平 に据 え ら れて い た 。 背面の縦杭は長 さ 約 2 rn 、

径10cm程度 の 太 い材 を 約20
°

に 据 え る か打 ち 込み 、 そ の 後長 さ 約 l m 、 直径10cm程度 の 太 い縦杭 を 先

の 杭 の 隣 に 約40
°

に 打 ち 込む。 こ の 2 本 の縦杭の セ ッ ト がSW 3 背面の 2 箇 所 、 SW 6 背 面 の 4 箇 所 、

SW 7 背面の 2 箇 所 、 合計 8 箇所で確認 さ れて お り 、 一連の方法で し が ら み状遺構 が作 ら れて い た こ

と が わ か る 。 そ し て 、 こ れ ら の縦杭の 脇に細い縦杭が確認 で き た 箇 所 （図64) も あ る 。 こ の細 い縦杭は

お そ ら く 補助杭で あ ろ う が 、 そ れが横木 を 補助 し て い る の か否か は判断で き な か っ た 。 ま た 、 横木の

前面 に は長 さ 約0.5m 、 直径約 5 cm程度の 細 い縦杭 と 縦木が 多 数並べ ら れて お り 、 縦杭は約50
゜

、 縦木

は約15
°

で打 ち 込 ま れて い た 。 お そ ら く 縦杭 は横木 を 固定 し 、 縦木 は そ の J:: に 草本類 を 敷 く た め の 補

助材 と 思 わ れ る 。 ま た 、 し が ら み状遺構 の 内部構造 は全面 で は確認で き な か っ た が 、 SW 7 を 一例 と

し て 挙 げ た い 。 SW 7 は水平、 な い し は 自 然堤防状の わ ずか な 高 ま り を 有 す る 地 山 面 を利用 し 構 築 さ

れて い る 。 地 山 の 上 に は直径 2 - 3 mmの 小礫 と 砂か ら 成 る 砂礫層 が堆積 し 、 そ の 上 に …て股木 と 横 木 、

そ し て 、 材の 間 に 長 さ 5 cm程度の 円礫 と 角礫か ら 成 る 砂礫層が検出 さ れた 。 今 回 の 調査で確認で き た

洗掘行為 に よ る 堆積土は砂礫 と 砂質土の 仕層堆積 を成す場合が大半 で あ る こ と か ら 、 長 さ 5 cm程度の

円礫 と 角礫 は 自 然堆積の 可能性 は低 く 、 二股木の上に人為的 に 盛 ら れた し が ら み状遺構の盛 り 土の 可

能性 が 高 い と い え よ う 。 し か し 、 内部構造の痕跡が捉 え ら れた の はSW 7 の み で あ る こ と か ら 、 すべ

て の し が ら み状遺構 がSW 7 の よ う で あ っ た か は定 か で な く 、 そ の詳 細 は 今 後 の 調査事例 の 増加 を 期

待すべ き で あ る と 思わ れ る

W 段階 は III 段階 の し が ら み状遺構 を 全面 に わ た り 補修 し 、 III 段階 と 同様 に 調杏区西端以 西 に お い

て 水田域に 水 を 導 い て い た 時期 で あ り 、 本段階 に該 当 す る 施設 と し て 、 SW 3 - 2 段階 、 SW 6 - 3

段階 、 SW 7 東側の 1 - 2 - 4 段階 が 挙 げ ら れ る 。 SW 3 - 2 段階は水流の方向 に 対 し て 約135
°

の 角

度 で直線 的 に 約8.6 m 延び、 西端でSW 6 - 3 段階 と 重 な っ て い る 。 SW 6 - 3 段階 はSW 3 - 2 段階

に 対 し て 約210
°

の 角 度 で設 置 さ れ 、 NT 2 の 中 程 ま で直線 的 に 約15 m 延 び る 。 そ し て 、 NT 2 の 中 央

付近 か ら SW 7 - 2 - 4 段階 が 、 水流の方 向 に 対 し て 約140
°

の 角疫 で直 線 的 に 約12 m 延 び 、 調査区

西壁 に 至 る 。 こ の よ う に N 段階 で も 川 段階 と 同様 に 流路 内 に ジ グザ グ に し が ら み状遺構 が設霞 さ れ

て お り 、 基本 的 に 川 段階 の し が ら み状遺構 の 高 ま り を 利 用 し て 構築 さ れ た と い え る 。 そ し て 、 SW

3 - 2 段階 の 横 木 がSW 6 - 3 段階の横木 の 下 に 位置す る こ と か ら 、 し が ら み状遺構は東側 か ら 順



第 1 節 し が ら み状遺構の改築過程 と 機能 335 

番 に 補修 さ れて い っ た 可能性が高い。

W段階の し が ら み状遺構は、 構造的 に は IlI 段階 と ほぼ同 じ で あ る と い え よ う 。 し か し 、 横木前面の

多 数の縦木、 縦杭の遺存状態が 良 好で あ る こ と と 、 横木の背面の縦杭が確認で き な か っ た こ と な ど が

違 う 。 横木の背面の縦杭は調在で確認で き な か っ た の か、 あ る い は本来打 ち 込 ま れて い な か っ た の か

判然 と し な い が 、 N 段階の し が ら み状遺構が IlI 段階の高 ま り を 利 用 し て 構築 さ れて い る な ら ば、 背面

に 太 い縦杭 を 打 ち 込 ま な く て も し が ら み状遺構は機能 し て い た と 考 え ら れ、 と り あ え ず W 段階の し が

ら み状遺構は片合掌型に 材 を 組 ん だ も の と 認識 し た い。 ま た 、 横木前面の縦木の 上 に はSW 3 の 西半

分、 SW 6 の 中央付近 と 西端 、 SW 7 東側中 央付近に草敷 き が確認 さ れて い る こ と か ら 、 本来は縦木が

存在 し て い る 箇 所の す べ て に 草敷 き が敷かれて い た の か も し れ な い 。 そ し て 、 W 段階で検出 さ れた網

代 4 枚 は 、 草敷 き に よ る 漏水防止 を 補強す る よ う に 部分 的 に 敷 かれ た と 思 わ れ る C な お 、 SW 7 - 2

- 4 段階はSD18の 前面 に 設置 さ れて い る こ と か ら 、 SD18は W 期 に は ほ と ん ど機能 し て い な か っ た と

思 われ る 。

な お 、 図204に は示 し て い な い が 、 N 期の し が ら み状遺構が埋没 し た後 に 、 SW 7 東側の 2 段階の巨

木 が据 え ら れ、 そ の 後SD14- 16が埋没 し 、 SD 4 に 水 が流れて い る 段階 でSW 7 - 3 段階、 つ ま り SW

2 が機能 し て い た と 思わ れ る 。 し か し 、 SD 5 の埋土が黒色 シ ル ト で あ る こ と か ら 、 SD 5 に 水田域 を

満 た す ほ ど の水鼠 が流れて い た か は疑問であ る 。

に 今 回 検 出 さ れた し が ら み状遺構の規模 と 機能 に つ い て述 べ た い 。 図205では遺存状態が比較

的良好なSW 3 と SW 7 に つ い て 8 つ の 属性 l a : 前面の河床部の標高、 b : 遺存 し て い る縦木の標高、

C : 前 面 と 背 面 の 縦 木 の 推定 交点 （ し が ら み状遺構の 頂部） の 標 高 、 d : 遺存 し て い る 縦木 の 高 さ

( b - a)、 e : し が ら み状遺構の 高 さ ( C - a)、 f : し が ら み状遺構の基底部の幅（前 面 と 背面の縦木

先端の距離） 、 g : 前面の縦木の遺存 角 度 、 f : 背面の縦木の 遺存 角 度 ｝ を 示 し た 。 な お 、 こ れ ら の

数値は傾斜の 少 な い縦木の デ ー タ を 甚礎 と し て い る も の の 、 あ く ま で推定値 で あ る こ と を留意 し た い。

ま た 、 数値の 前 に 「約」 と し た の は調在で明確に 捉 え ら れな か っ た 箇所 の 数値 を示す。

m

m

 

Teem

止

m
 

一

a b J c  d ' e f g. I , h 

SW�-l - 2の 1 段階 1 07.980m 108.790m l 109.140m l 0.8 1 0m l 1 . 360m 約2.40m 約4:l゜ I 19° 

swa - 20>2段階 1 07.980m 1 08 .790m : 1 09.620m ！ —0.8 1 0-m -t 1 .64·0-m- 約3.00m 4 1° • :l9° 

SW7 1段階 1 08.500m 1 08 .820m J 109.200m 0.320m I 0.700m 3.30m 28°
I 

28° 

SW7 � 4段 階 1 0a.5oom i - 1 oa.95o;r
-

109: 玉伽 0.450m i 0.900m 
....... 

4 .40m 23° [ 28° 

図205 し が ら み状遺構の規模 と 標高
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し が ら み状遺構の高 さ ( e ) は III 段階 (SW 7 - 1 段階） で は0.7 m で あ る が 、 N 段階 で は0.9-1.64 m と

ヽ数値 を 示 し て お り 、 こ の理由 と し て N段階の し が ら み状遺構が III 段階の高 ま り を利 用 し て作 ら れ

た こ と が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 N段階では し が ら み状遺構の 高 さ がSW 3 で1 .360- 1.640 m 、 SW 7 で

0.900 m と 推定 で き 、 両者 に50-70cm程の差 が あ る 。 こ れは 、 前 面 の 河床の比高差がSW 3 よ り SW 7

の 方 が50cm程高い た め 、 両者の頂部の標高 を 近似 さ せ る た め に し が ら み状遺構の高 さ を 変 え た と 思わ

れ る 2) 。 ま た 、 縦杭の 角 度 はSW 3 で は前面が背面 よ り わ ず か に 急 で 、 SW 7 で は ほ ぼ同 じ か 、 わずか

に 背面 の 方 が 急 に 打 ち 込 ま れて お り 、 全 体的 に はSW 3 がSW 7 よ り 角 度 を つ け て打 ち 込 ま れて い る 。

な お 、 し が ら み状遺構 の 甚底部の 幅 ( f ) は推定 3 - 4 m で あ る 。

次 に し が ら み状遺構の機能で あ る が 、 今回検出 さ れた III - N 段階の し が ら み状遺構はSD14 と SD15

を 完 全 に 分断 し 、 そ の流路 を 変更す る こ と を 第一義 と し て い る 。 そ の た め 、 水位 を 上昇 さ せ、 他方向

に 導水す る た め の 堰 と は性格が違 う と い え 、 む し ろ 、 広瀬和雄氏の い う f堤防 を 構築す る こ と に よ っ

て 自 然河川 を 堰 き 止 め 流路 を 変更 す る 、 つ ま り 、 自 然河川 を 途 中 か ら 人工河川 に 転換す る 方式」 （広

瀬1983) に 類似 し て い る 。 ま た 、 し が ら み状遺構 に よ り SD15に は水 が供給 さ れな い と い う 点か ら も 堰

と い う よ り は堤的 な性格が強 い と 思われ る た め 、 本報告では し が ら み状遺構を 築堤の基礎 と 捉 え て お

き た い 。 3) し か し 、 堤 と は い え 大阪府亀井遺跡の よ う な 断 面台形 を 里す る 大規模 な 構築物で は な く 、

あ く ま で合掌型堰の技術を 生か し つ つ 、 機能的 に は堤 と 捉 え ら れ る と い う 程疫の構築物で あ る と 理解

し て い る 。 な お 、 本遺構の時期 は 出 土遺物か ら II - 皿 a 期、 つ ま り 4 世紀前半 - 5 世紀前半の年代が

与 え ら れ る 。 4)

第 2 節 溝出士遺物の堆積状況 と 接合関係
今回の調査で最 も 出 土量が 多 か っ たSD10 と SD12の 出 土遺物 を 中 心 に 、 図206-208に お い て平面 と

横断面の出 土状況 と 接合関係 を 図示 し

ま ず、 遺物の 出 土状況 に つ い て述べ た い。 図208 を み る と 、 ど の地点で も 大 き く 2 - 3 層 に 分 か れ

て 遺物が帯状 に 堆積 し て い る 状況 が わか る 。 こ れは、 溝の土層の基準層が大 き く 3 つ に 分 か れ る

と ほぼ一致 し て い る と い え よ う 。 次 に 部分毎に み る と 、 ④では溝の東側の テ ラ ス 部か ら 底面 に か け て

遺物が顕著 に 堆 積 し て い る 状況が看取で き 、 こ の理由 と し て④付近の東南側 に はSB 3 と SB 5 が位置

し て い る こ と か ら 、 住 居 か ら の連続 し た 廃棄が一囚 と し て 挙 げ ら れ よ う 。 ま た 、 SB 1 に 近 い① と ②

で は南側の テ ラ ス 部 に 比較的 ま と ま っ て 出 土 し て お り 、 ④ と 同様 に 住居 か ら の廃棄が想定で き る が 、

テ ラ ス 部か ら 底面 に か け て遺物が帯状 に堆積 し て い る 状況はみ ら れ な い。 こ れ ら は図206の平面分布

図 で も 確認で き 、 さ ら に SB 2 の東側 に 位置す る E l8- E 20グ リ ッ ド 付近で も 遺物分布 が偏 る 傾向 が

み ら れ る 。 一方、 付近に住居跡がみ ら れな い F 15- H 17グ リ ッ ド と F 18- G 21 グ リ ッ ド 付近の テ ラ ス

部 で は遺物分布が希簿 で あ る 。 こ の よ う にSD10の状況 を み る 限 り で は 、 テ ラ ス 部の 遺物集 中 は住居

跡 に 近 い場所に 存在す る こ と が 明 ら か であ り 、 使用場所か ら よ り 近い位置に 廃棄 し て い た こ と が想定

で き よ う 。

水流部では F l5- F 21 グ リ ッ ド に か け て 直線部分 よ り 屈曲部分 に 遺物集 中 が認め ら れ る 。 こ の理由

と し て 、 テ ラ ス 部 と 同様 に 屈 曲部 が住居跡に近い た め か 、 あ る い は 自 然の水流作用 に よ り 屈曲部に 遺

物 が溜 ま っ た た め か の いずれか で あ ろ う が 、 溝の埋土が シ ル ト 主体で あ る こ と や 、 土器片の摩滅が
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少ないことか ら 前者の方が可能性が高いと思われる。 一方、 B 16- F l5グリッ ド では遺物がと ぎれる

ことなく集 中して出土して いる。 この付近にはSB 1 が存在して いるが、 水流部の土 器は断面図①

②をみると南側 (SB 1 側）よりもむし ろ 北側か ら 流れ込んできた状況が看取できる。 そして、 北側は住

居や掘立柱建物が検出されていないため居住域ではなか ったと思われ、 テラ ス 部で確認できたよ う に、

使用場所か ら より近い位置に遺物を廃棄して いたのであれば、 SU 5 や P 40付近において上器を一定

量使用した時期があ っ たと考えるのが妥当であ ろ う 。

なお、 H 16グリッ ド では周囲に遺物が ま と ま っ て出士しているにもかかわ ら ず 、 テ ラ ス 部で土器が

ほとんど確認できな い 箇所がみ ら れた。 この地点は溝がわずかに東側に膨 ら んでおり、 今回の調宵で

検出された掘立柱建物の う ち 、 最も大きいSH l の桁行の軸線上に位骰する。 ま た 、 周 囲の土器のな

かには小型壺が 2 つ並んで出士して いる（図版37)ことな どか ら 、 この地点は 日 常生活の廃策場所と

なっていたのかもしれない。

次に接合関係について述べたい （図207) 。 平面の接合関係では接合率の高い箇所が数ブロック存在

することが看取できるが、 これは図206で示した遺物の集 中 箇所とほぼ甫なる位置にあることがわか

る。 一方、 器種毎にみると、 須恵器はSD 7 とSD10が接合する例が 3 例 、 P 40とSD10が接合する例が

1 例あるが、 土師器はすべて同一遺構内の接合であ った。 須恵器の大半は摩耗が少なく、 大きい破片

が接合しており、 SD 7 とSD10の遺物が接合する場合は両者の位置が比較的近いことか ら 、 SU 5 付近

で須恵器が割れた 後にそれぞれの溝に廃棄された可能性が高いといえよ う 。 一方、 土師器は接合距離

が数cmのものか ら 直線距離で約26m のもの ま で存在する。 溝の埋±はシルトが主体であることか ら 水

流は極めて緩かったと思われ、 接合する破片も摩耗が少ないため出士位置は廃棄された現位置に比較

的近いといえよ う 。 そのため、 10 m 以上離れた破片が接合するのは、 1 個体の破片が別々 の位置に廃

棄された結果と捉えるのが妥当と思われる。

横断面の接合関係では、 と 下層の遺物が接合する事例は 1 例 （実測番号231の小型壺）を除いて

確認できなかった6)。 ま た、 図208の①と②ではほ ぼ同ーレ ベルの土器が接合しているが、 ③～⑥では

比麻差のある土器 、 つ ま り溝底面と肩部の土器が接合しているとい う 違いが確認できた。

第 3 節 古墳時代の掘立柱建物 と 竪穴住居跡
本節では古墳時代の掘立柱建物と竪穴住居跡につい

て考えてみたい 。 ま ず、 竪穴住居跡の時期は出土遺物

か ら SB 4 · 6  - 9 が II 期 、 SB 1 - 3 · 5 が ill a 期と

想定されるが、 掘立柱建物はSH 1 を除いて柱穴か ら

の出土遺物は皆無であるため時期を言及できない。 そ

のため、 主軸方位の ま と ま りと柱穴埋土の相違の 2

を根拠に、 該当時期を推察したい。7)

ま ず 、 掘立柱建物と竪 穴住居跡の 主 軸 方位を考え

るとその ま と ま りは大きく 4 つの群 （図209) が想定

できる。 すなわち、 1 群がSB 1 · 2 とSH 6 · 7 · 8  

( N - 3 - 1 2
°

- W ) 、 2 群 が S B 6 · 7 · 9 と S H

図209 主軸方位の分布
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3 ( N - 17
°

- W) 、 3 群がSB 3 と SH 1 ( N -23 -26
°

-W) 、 4 群がSB 4 · 5 と SH 2 · 4 · 5 ( N -33-

40°
- W) と な る 。 そ し てSB 8 の み N -77° -Wで大 き く 方位 を 異 に し て い る 。

と こ ろ で 、 掘立柱建物の 位置 に 関す る 事実事項 と し て 、 ①SH 4 を 構成す る 柱穴がSH 5 の 柱穴 を 切

る こ と か ら SH S 廃絶後 に SH 4 が 作 ら れた こ と 、 ②SH 1 と SH 3 は近接 し す ぎて い る た め 同時 に存在

し て い た 可能性 が低い こ と の 2 点 が挙げ ら れ る 。 ① に 関 し て 、 SH 4 · 5 と も に 主軸方位 が 4 群 に 相

当 し 、 そ の な か に は 1I 期のSB 4 と Ill a 期の SB 5 が含 ま れ る た め に 、 仮 に SH 4 を 11 期 、 SH 5 を 川 a 期

と 想定 で き る 。 ま た② に 関 し て 、 SH 1 は主軸方位が 3 群に 相 当 し 、 同 じ 3 群のSB 3 は Ill a 期 に 属す

る 。 そ し て 、 SH 3 は主軸方位 が 1I 期 の SB 6 · 7 と 同一で あ る 。 そ の た め 、 SH 1 を 川 a 期 、 SH 3 を

II 期 と 想定で き る 。 な お 、 SH 2 と SH 5 は主軸方位が-······致 し て い る た め 、 SH 2 も と り あ え ず II 期 と 想

し て お き た い。

次 に掘立柱建物の柱穴埋土に つ い て 考 え る と 、 そ の ま と ま り は大 き く 2 つ の 群 が想定で き る C す な

わ ち 、 A 群 が 主 と し て 埋土上面 に 褐灰色 シ ル ト が堆積す る 建物で、 SH 1 · 4 · 8 の 3 軒 が 該 当 し 、

B 群 が同 じ く 埋土上面に 褐灰色 シ ル ト の 堆積が部分 的 に し かみ ら れず、 黒褐色 シ ル ト の堆積が比較的

目 立つ建物で、 SH 5 · 6 · 7 の 3 軒が該 当 す る 。 ち な み に SH 2 · 3 の 埋土 は褐灰色 シ ル ト の 単層で

あ る 。 な お 、 II 期 に 属す る SB 4 上面 か ら 掘 り 込 ま れて い る ピ ッ ト ( P 187) は上層 が褐灰色 シ ル ト 、 下

層が黒褐色 シ ル ト で あ り 、 こ れ は A 群の 柱穴埋土に対応す る た め 、 A 群 を 皿 a 期 、 B 群 を II 期 と 想定

で き る 。 な お 、 SH 2 · 3 は柱穴検 出 面の 埋土が A 群 に 対応す る た め 、 こ れ ら も A 群 に 帰属 さ せ る べ

き か も し れ な い 。 し か し 、 SH 1 と SH 3 が 同 時存在す る と い う 考 え は先 の 掘立柱建物の 位置 に 関 す る

事実事項①に 矛盾す る こ と に な り 、 ま た 、 SH 2 · 3 は そ の 埋上が褐灰色 シ ル ト の 単層で あ る こ と が

A 群 と 違 う と い う 観点 か ら 、 柱穴埋上 か ら 想定で き る 掘立柱建物の 群か ら 除外 し た 。

こ の よ う に 、 遺構の 主軸方位、 柱穴埋土 か ら 想定で き る 掘立柱建物の 時期 はSH 2 · 3 · 5  - 7 が

II 期 SH 1 · 4 · 8 が 川 a 期 と な る 。 し か し 、 時期設定 の 根拠が弱い と い う 事実 は留意すべ き で あ

ろ う 。

ま た 、 掘立柱建物に 関 し て 前提 と すべ き 問題が も う 一つ あ る 。 今回検出 さ れた 掘立柱建物の う ち 、

独立棟持柱建物で あ る SH 4 周辺で は ピ ッ ト の 配置か ら SH 4 · 5 、 SA 4 の 3 つ の 遺構 を 想定 し た が 、

建物 を 再構築す る 場合 に ピ ッ ト は必ず童複す る と い う 前提 を 踏 ま え た 上で遺構配置の案が 2 つ あ っ た

（図210) 。

●案 1

本報告で採用 し た も の で、 SH 4 · 5 、 SA 4 か ら 構成 さ れ る も の 。 説明 は割愛す る 。

●案 2

SH 4 に 付属施設 を 想定 せ ず 、 SA 4 の か わ り に 仮称SHU を 設定 し 、 SH 4 量 5 · 1 1 か ら 構成 さ れ

る も の 。 SHU は P 92 、 100、 107、 108、 1 12 、 1 16 、 132か ら 成 る 桁行 3 間 以 上 、 梁行 2 間 の 南北掘

立柱建物 と な り 、 規模 は桁行5.l m 以上 、 梁行4.08 m と な る 。 ま た 、 こ の 建 物の 棟 通 り に は ピ ッ ト

が 2 つ ( P 91 、 104) Mi. ん で お り 、 こ れ ら を 側柱 よ り も 若干両妻側寄 り に 位置 し て い る と 解釈 す る な

ら ば、 こ の 建物 は桁行 3 間 、 槃行 2 間 の 屋 内棟持柱建物 と な る 。 し か し 、 P 104 は 調査時 に ピ ッ ト

の 切 り 合 い や重 複 を 確認 で き な か っ た の で 、 SHU が屋内棟持柱建物 と 仮定 す る と P 104 が SH 5 と

重 複 す る こ と に な っ て し ま い 矛盾 が 生 じ る 。 そ の た め 、 SH1 1 が 屋内棟持柱建物で あ る な ら ば、 S
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図210 SH 4 周辺建物配置図

H 5 は 1 間 X 2 間の掘立柱建物となり、 逆にSHllが屋内棟持柱建物でないならば、 SH 5 が 2 間 X 2

間の掘立柱建物となる。

し か し 、 案 2 を採用 しなか っ たのはSH I とSH 4 の関係を重視 し たためである。 SH I は4.95 m X 

4.30 m で 、 北西面に 3 間 X I 間 (4.35 m X l.73 m )の付属施設を有する。 そ して、 SH 4 は4.45 m X 4.45 m 

で北西面に 3 間 X I 間 (4.05 m X l.50 m )の付属施設を有する。 両者は同時期に存在していたと思われ、

梁行と付属施設の短軸の長 さ がほぼ同 じであり、 さ らに付属施設が身舎の北西側に設罹 さ れ、 その長

さ が身 舎 よ りも50cm前 後短い点が似ている 。 これらの共通点から両者が計画的に建築 さ れた可能性が

高いといえ、 案 2 を採用するのであればSH 4 の付属施設がなくなることになり、 SH I とSH 4 の関連

性が梁行の長 さ だ けとな っ てしま う 。 さ らに、 P 103 、 105、 127が直線的に並んでいるにもかかわら

ず、 それらを生かせられない。 これらのことから案 2 を採用 し なか っ た。

以上のことを前提とし、 掘立柱建物と竪穴住居跡について述べたい。

まず掘立柱建物であるが、 I1 期に属するものはいずれも 2 間 X 2 間であり、 平面形態はSH 3 會 5

- 7 が正 方形、 SH 2 が長 方形を呈する。 また、 SH 5 · 7 は柱筋が直線で結ばれるが、 他は妻側 中 央

柱の一 方、 ない しは両 方が両隅柱を結ぶ線から外側に出る近接棟持柱建物と思われる。 III a 期に属す

るものは 2 間 X 3 間が 2 棟、 1 間 X 2 間が 1 棟であり、 平面形態はSH 4 が正方形、 SH 1 · 8 が長

方形を呈 し 、 SH 1 が近接棟持柱建物、 SH 4 が独立棟持柱建物である。 SH I とSH 4 は先にも述べた

よ う に類似点が多 く 、 ある規律のもとに設計 さ れたのであ ろ う 。 また、 それ ぞれの北西面に位置す

るピ ッ ト列を付属施設としたが、 いずれも両端に位置するピ ッ トが建物の妻側の筋からわずかに内

側に人り込んでいる。 通 常付属施設と しては縁ないしは 目 隠 し 塀な どを想定すると思われるが、 縁
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とされるものは妻側筋の ラ イン上にピ ッ トが位置するものが多く、 現在の神社建築な どをみても筋は

そ ろ っ て いるため、 SH 1 · 4 の付属施設は塀ない し 柵を想定すべきなのかも し れな い 。 また 、 SH 8

は今回の調在で検出された掘立柱建物の中では唯一の 1 間X 2 間の建物であり 、 ピ ッ ト間の距離が

2.70 mと最も広いことが特徴と し て挙げられる。

次に竪穴住居跡であるが、 今回検出された竪穴住居跡9軒はいずれも出土遺物が少ないとい う 点が

共通 し ており、 半分以上の 5 軒が焼失家屋であ ったことが特筆される。 また、 竪穴住居跡の配置は 2

軒（①SB 1 · 2 、 ②SB 3 · 5 、 ③SB 6 · 7 、 ④SB 8 · 9 )が隣接 し て いることが多く、 それ ぞれは同

時期であり、 かつ幾つかの共通点が確認できた。 具体的には①は主軸の 方向が 一致 し、 主柱穴が検出

されなか っ たこと。 ②は主軸の 方向が隣接する大型掘立柱建物 (SH 1 · 4 )に近く、 周溝が全周するこ

と。 また、 4 つの主柱穴の う ち 1 基のみが深く、 貯蔵穴と認定できる深い土坑がないこと。 ③は主軸

の 方向が一致 し 、 南角に土坑（貯蔵穴）が存在すること。 ④は4甚の主 柱穴の直径が小さくて深く 、 主

柱穴間の距離が一辺のみ広くな っ て いること。 また、 扁平な炉石が南側に据えられており、 南壁中 央

付近に楕円 形状の上坑が存在すること。 な どが挙げられる。 これら 2 韮単位の構成が何を意味するの

か定かではな い。 しか し、 SB 8 · 9 ではSB 9 の 方が面積が広く 、 出土遺物もSB 9 は赤彩と穿孔が施

された壺や線刻絵画が描かれた高杯な どが出土していることから、 機能差、 な いしは階層差が両者の

間に存在 し ていたものと思われるC また、 SB 1 · 2 ではSB 1 の 方が面積が大きく 、 SB 2 は長 方形で

面積が極めて小さいことから、 機能差があ ったと思われる。 また、 SB 3 · 5 は竪穴住居間の関係よ

りも掘立柱建物との関 連が強いと思われ、 掘立柱建物と竪穴住居が共存していた場合は、 前者が主 ・

後者が従の関係にあるか、 ある い は前者が非住居 、 後者が住居である場合が想定されて いる （宮本

1996)。 なお、 SB 4 は F 区の北東隅に位置するが、 今回検出された竪穴住居跡の中 では最も規模の大

きい住居になる可能性が高い。

第 4 節 古墳時代の須恵器
近年の発掘調査の増加により、 美濃地 方では 5 世紀-6世紀初頭に属する須恵器が集落から出 上す

る事例が増えてきた（高木他1996 、 鈴木他1997、 佐野1998な ど）。 今回の調査でも溝を 中 心に幾つか 当

時期の須恵器が検出されたことから、 その概略を把据するとともに、 ほぼ同時期の須恵器がまとま っ

て出土した岐阜市の堀田城之内遺跡（小野木他1997)8)との比較も試みたい。

1 、 出土状況

顔戸南遺跡では図40 · 44のよ う に須恵器の出土位置が E 区と F 区の西側に集 中 する傾回がある。 そ

して、 大半が溝からの出土で 、 唯一 P 40から謀杯の脚部片と杯身片が確認されたo P 40は検出面から

底面まで炭化物がみられたやや特殊な遺構であり、 P 40の北東約 8 m の箇所には焼上 爆 炭化物ととも

に上師器がまとま っ て 出上したSU 5 が存在する。 しかもこの付近は居住域から離れ、 S0 7 とSDlOの

距離が S m ほ どに狭くなる地点となる。 一 方、 城之内遺跡では古墳時代の須恵器がすべて包含層から

の出 士とあるが、 それらはいずれも B 区と呼称されている地区の出土であり、 報告書の図版12をみて

もわかるよ う に 1 箇所でまとま っ て 出土して いる箇所も存在 し て いるよ う である。

こ う してみると、 両遺跡ともにある範囲内でまとまって出上する傾向が看取でき、 顔戸南遺跡では

居住域から離れた地点で出J: し て いることが一特徴と し て捉えられよ う 。
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2 、 蓋杯の形態 と 法量差（図212)

次に各遺跡の蓋杯の形態と法量から、 須恵器の時期を考えてみたい。

頻戸南遺跡の杯蓋は天井部が丸みを帯びるものが大半で、 口縁部は直立ないしは内彎気昧にのび、

端部のみわずかに外反するものが少量みられる。 口縁端部の形態は C (凹 面）が 5 、 D (段）が 1 、 E (平

面）が 5 、 F (沈線） が 2 であり、 C と E が主体を占めている。 なお、 法量は口径が11cm 前 後 、 器高が

4.4-4.8cm 前 後に収まるものが多 い。 一 方、 城之内遺跡の杯蓋は天井部が丸みを帯びるものが多く、

口縁部は大半のものが外に開き商線的に伸びている。 口縁端部の形態は C が主体で、 D が少量みられ

る。 なお、 法量は口径が11.5-12.0cm前 後、 器高が4.4-4.8cm前 後に収まるものが多い。

ま た杯身は、 顔戸南遺跡のものは底部が明瞭な平坦面をもつものと丸みを帯びるものがある。 立ち

上がり部はいずれも内傾しており 、 端部形態は C (凹 面）が 5 、 D (段）が 1 、 F (沈線）が 1 であり、 C

が主体を占めている。 なお、 法景は口径が9.0-10.Scm 、 器高が4.0-6.0cm 内にばらつく。一方、 城之

内遺跡の杯身は底部が丸みを帯びるものが大半で、 立ち上がり部は直立ないしは内傾気味に伸びる。

ま た 、 口縁端部は D が多い印象を受 ける。 なお、 法量は口径が10.5cm前 後、 器 高が4.0-5.0cm 内に収

まるものが多い。

次に上述した須恵器の形態と法量が猿投窯では どの段階に該当するのかを検討した い叫 猿投窯の

城山 2 号窯の蓋杯の特徴は、 杯蓋が 「口径13cm前 後で天井部が丸く 、 口縁部は外に開き端部を平坦に

仕上げ外側で設地し中 央が窪み、 天井部に回転ヘラ削り調整を施す」 、 杯身が 「 口径12 cm 前 後で底部

が丸みを持ち 、 立ち上がりは端部を丸 < f士上げるが内面口唇部に一条の沈線を巡らすものが多く、

部には回転ヘラ削り調整を施す」 とある。 また、 東 山11号窯の蓋杯の特徴は口径が最小になる こ と

があり、 杯蓋は 「口径12cm前 後で天井部は頂部がやや平らになり、 口 縁端部には段（稜）を作り出すも

のや凹線状に明瞭に窪むものとなり、 天井部には回転ヘラ削り調整を施す」 、 杯身は ［ 口径10cm前 後

でやや浅く底は平らで、 立ち 上がりは端部に段（稜）を作り出すものや凹線状に明瞭に窪むものとなり、

底部には回転ヘラ削り調整を施す」 とあるc こ れらの特徴と顔戸南遺跡と城之内遺跡の須恵器の特

徴を比較すると 、 城之内遺跡の蓋杯は形態では城 山 2 号窯の遺物に類似し、 法量では 東 山11号窯の

遺物に近い数値となる。 一 方、 顔戸南遺跡の杯蓋は形態では東山11号窯の遺物に類似し、 法量では

東 山11号窯のものより小さいものが主体となる。 なお、 猿投窯第 2 期第 1 小期に該 当 する東山61

杯蓋 杯身
器混(cm) 器晶(cm)

5 6 
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1
・
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● 顔戸南遺跡 △ 城之内遺跡

図21 2 須恵器法量分布図
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号窯の杯蓋は口径16cm前 後、 杯身は口径14cm前 後と大型化するとされているので、 顔戸南遺跡と城之

内遺跡の蓋杯は猿投窯第 2 期までは時期が降らないと思われる。 これらから、 城之内遺跡の蓋杯は城

山 2 号窯～東 山 1 1号窯が存続する時期、 つまり猿投窯第 I 期 ー 第 4 - 5 小期、 頻戸南遺跡の蓋杯は東

山 1 1号窯が存続する時期、 つまり猿投窯第 I 期 ー 第 5 小期に該当する10)と考えられ、 前者が 5 世 紀後

6世紀初頭、 後者が 5 世紀末-6世紀初頭の時期比定が可能となり、 城之内遺跡の遺物の方が顔

戸南遺跡よりも若干古い様相を呈しているといえる。

3 、 胎土分類

胎土分類は 第 4 章第 1 節で述べた よ う に顔戸南遺跡の中では 3 種類{A 1 a · A 2 a · B 1 a )に分

けられる。 しかし、 6 世 紀初頭以前に位置付 けられる B 1 a 類は確認できなかっ た ため、 顔戸南遺跡

では 2 種類の胎上分類が可能となった 。 また、 城之内遺跡では猿投窯の製品と想定される A 1 a 、

地不明の A 2 a に加えて、 久 居産 11)と想定される A 2 b 、 畿 内系と呼称されている C 1 a など （渡辺

1996)がみられ た 。 そして、 これらを器種毎にまとめたものが表67である。 なお、 表67の数値 はあ

る程度復元できた個体の数であり、 各器種の合計が各遺跡の須恵器の器種組成につながるわ けでは

ない3

表67で示したよ う に、 顔戸南遺跡では A 1 a 類が16個体、 A 2 a 類が24個体確認できた。 A 1 a 類

は蓋杯と高杯、 高杯蓋以外の器種では確認できず、 杯身、 杯蓋は各6個、 高杯脚と縣杯蓋 は 各 2 個づ

つみられ、 あるいは 蓋と身の上下セ ッ トで供給され たのかもしれない。 しかし、 A 2 a 類ではその数

のバ ラ ン スも崩れ、 顔戸南遺跡全体では杯身 9 個体、 杯蓋15個体と杯蓋が多い結果となっ た。

一方、 城之内遺跡では胎土分類からセ ッ ト関係を追求できるものが A 1 a 類、 A 2 a 類にみられず、

A 2 b 類の蓋と身の 1 セ ッ ト、 C 1 a 類の有蓋高杯の 3 セ ッ トが挙げられる。 また、 興味深いのは C

1 a 類は蓋杯が極めて少ないのに高杯が一定量みられることであり、 猿投窯では ほとんどみられない

カキ目が施されている高杯も 2 個体出上している。 なお、 A 1 a 類は杯身が 5 個体と多いが杯蓋が皆

無で、 A 2 a 類では杯身が 1 個体、 杯蓋が 4個体と A 1 a 類と比率が逆転している。 これは、 顔戸南

遺跡と比較すると A l a 類の比率 は大きく違 う が、 A 2 a 類は蓋の比率が高いとい う 点では一致して

し ヽる。

また全体の比率をみると、 顔戸南遺

跡で は A l a : A 2 a が 1 : 1.5で、

城之内遺跡でも同様な数値を示してい

る。 しかし、 城之内遺跡で は C 1 a 類

が A 2 a 類とほ ぼ同数 出 上しており、

顔戸南遺跡とは大きく様相が異なって

いる。 これは、 城之 内遺跡が岐阜市、

顔戸南遺跡が御嵩町に位置し、 地理的

に城之内遺跡の方が西側、 つまり畿内

に近い ため、 とも考えられよ う が、

後古墳出 上の須恵器などを加味して検

討すべき課題と思われる。

表67 須恵器胎土別集計表

� 員跡
I 

身
器種

杯蓋
高杯脚

無蓋低杯 □〗
ロ
ロ

-
i 城之内遺跡

: 
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4 、 小結

5 世紀後半 - 6世紀初頭の須恵器は岐阜県ではまだ出土例が乏しいのが現状であり、 今 後解明すべ

き課題は多いと思われる。 特に本報告で産地不明の A 2 a 類とした一群は、 技法的には猿投窯の製品

を模倣している印象が強く、 今後の資料増加や分布の傾向から産地が推定できる こ とを期待したい。

第 5 節 古墳時代の土師器

本節では遺構出tの古墳時代のt師器を対象とし、 各遺構の様相、 各時期(II- 川 b 期）の様相、 各

器種（甕とその他）の様相について述べたい 。 なお、 各器種の組成比は口縁部計測法により算出し12)、

残存率0.3/12以下のものは0.3に切り上げている i 口縁残存率 ( X ) の数値は12 分の X を示すi 。 また、

比率は口縁残存率によって算出された数値から導き、 口縁破片数は接合後の数値である。

1 、 各遺構の様相

表68では主な溝の器種組成を掲載した。 こ れらの遺構で共通している こ とは、 甕が最も多く (45-

65 %)、 次に高杯の比率が高いとい う こ とである。 また、 特記すべき点は①SD14の壺の比率が25.0 %

で全体の4分の 1 を占めており、 他の溝と比較しても多い こ と、 ②SD4 · 7において小型壺が出土

しておらず、 鉢の比率が他の溝と比較して高い こ と、 ③小型壺の口縁破片数がSD10下層 • 上層にお

いて多い こ と、 などが挙げられる。

また、 各溝の土器出土状況において特記すべき こ とを 2 つ挙げたい。 一つは、 SD4 -SW 2 の西

側において上師 器の小型の甕 (93) 、 鉢 (101) 、 有孔鉢 (94) 、 須恵器高杯蓋 (86)の4個体がまとまっ

て出上している こ とである。 同様に 、 SD10-SU13においても土師 器の小型の甕 (159 · 2 83) 、 鉢

表68 遺構別土師器集計表

計
[

12

層

合

SD

下

直
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(329)、 有孔鉢(344)、 須恵器杯蓋 A (241)の 5 個体 が ま と ま っ て 出上 し て お り 、 両者 は同 じ 器種組成 と

な っ て い る 。 SD 4 の個体 は約半分が欠落 し て い る も の も あ る が 、 SD10の個体はいずれ も 完形 に 近 く 、

総 じ て両者 と も 遺存状態 は 良 好 で あ っ た と い え よ う 。 ま た 、 SD10-SU13の159の甕 は体部上方に 焼成

前穿孔が穿た れ、 体部内外面 と も に使用痕 が ほ と ん ど み ら れな い も の で あ る 。 そ し て 、 甕の 口縁部付

近か ら 鹿の閑が検出 さ れて い る 。 鹿 は 「稲作の害獣で あ る と 同時 に 、 神兜な 聖獣で も あ る と い う 両義

的 な性格 を も た さ れて い た」 （桑原1999)と の 解釈 も あ り 、 そ れが 159の甕の付近か ら 出 上 し て い る こ

と は大変興味深い 。 さ ら に 今回検出 さ れ た 木製品の う ち 、 唯一紡織機 と 認定 し た 中 筒 (55)も SD10-

SU13出土であ る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 SD10-SU13の遺物の 中 に は祭祀的 な 性格 を 有す る も の も 含 ま

れて い る と 思われ、 先 の 4 器種 が ま と ま っ て 出 土 し て い る こ と も 関連性が あ る と 考 え た い。

も う 一つ は 、 SD10- SU 7 の 出 土状況で あ る 。 SU 7 に は灰 白 色 シ ル ト が広 が り 、 そ の 上 か ら

{50)と 須恵器杯蓋 (243)、 t師器甕(294)が 出 土 し て い る C 243は完形で出土 し 、 294 は 白 い胎上 を 有 し 、

口縁端部が わずか に 外側 に肥原す る 形態で、 他の甕 と 比較す る と や や 異質 で あ る 。 ま た 、 体部下方が

欠落 し て い る の で定 かで は な い が 、 上方 に は使用痕が全 く み ら れな い 。 そ し て 、 SU 7 の東側では箱

物 (36)が 出 上 し て い る 。 連結 し た 琴柱 が使用前か使用後か の 判断は別 と し て 、 箱物 と 同様 に 稀有 な 出

土例で あ る こ と に は変わ り な く 、 異質 な 土師器甕 も 加 え て こ の地点の 出 土状況は注 目 さ れ よ う 。 な お 、

SD 4 -SW 2 の西側、 SD10- SU 7 ·SU13の 3 地点の土器は いずれ も 須恵器が共伴 し て い る 点で Ill b 

期 に 比定 さ れ る

2 、 各時期の様相

各時期の様相 を 器種組成 か ら 検討す る 目 的 と し て 、 赤塚編年の運間 1I 式後 半 ～松河戸 I 式前半併

行期 ま での ま と ま っ た 土器 が 出 土 し た 宮之脇遺跡 A 地 点 （吉田他1994)と の 対比 と 須恵器導人期 に お

け る 土師器の組成変化 を 捉 え る こ と の 2 つ が あ る 。 ま ず 、 組成 グ ラ フ （表70-73)に 使 用 し た 遺構 は

II 期 がSB 4 、 6 - 9 、 SK14 、 SD10 · 12下層 、 III a 期がSB 1 - 3 、 5 、 SK 7 、 SD10 噸 12上層 、 Ill

b 期 が SD 4 、 7 、 {SD10上層） で あ る 。 SD10上層 は III a 期 と Ill b 期 の遺物が混在 し て い る た め デ ー

タ と し て使 用 し な い方 が信頼性 が 高 い 。 し か し 、 逆 に個体数 が極 め て 多 い た め にSD 10上層 の ナ ー

タ を使 用 し な い と 川 a 期の デ ー タ 点数 が減少 し て し ま い 、 そ の信頼性 が低 く な っ て し ま う 。 そ の た

め 、 確 実 に Ill b 期 の み に 存在 し て い る で あ ろ う 高杯 E を 基準 と し 、 SD 4 · 7 の 高 杯 E と 他器種の

比率か ら 、 SD10上層の III b 期 の 遺 物 量 を 算 出 し 、 そ れ ら の遺物 を 抜 く と い う 試料操作 を 行 っ た 。

ま た 、 ill b 期 は須恵器 を 含 む組成 （ 川 b 期①） と 含 ま な い組成(III b 期②） を 提示 し た 。 そ し て 、 須恵

器 の う ち 遺構 出 土 の も の は蓋 が圧倒的 に 多 い特徴が あ り 、 蓋 を 杯 と し て 使用 し て い た 可能性 も 考 え

表69 編年対応表

顔戸南遺跡 宮之脇遺跡 内堀 • 横幕1998 赤塚1990 · 1994 加納1991
I1 期（前半） II 期 遡間 I 式 廻問期

： 前 I 皿 期 渥間 II 式
II 期（後半） 前 II 廻間 11l 式ー 1 · 2

前 川 N 期 週間 ill 式ー 3 · 4
前 N 松河戸 I 式 一 l 西北出期

ill a 期 前 V V 期 松河戸 1 - 2 - II 式 松河戸期
III h 期 VI 期 宇田式 宇田期 i 



め

ら れ る た め 、 組成に は蓋杯の 中 に 杯蓋を 、 高杯の 中 に 9品杯の 源 を そ れぞれ加 え た 数値を示 し た。 な お 、

こ れ ら の デー タ は資料数の 最 も 多 いSD10 上M を棟作 し て い る た め 正確な統計デー タ と は い え ず 、 あ

く ま で 大 要把握の た めの も の と 理解 し て お き た い。
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II 期は甕が58.3% と 最 も 多 く 、 以 下t:i杯24.1 % 、 壺8.6%の順 と な る 。 そ し て 、さ て 、 表70を み る と 、

U 期は

宮之脇追跡 A 地点で い う 新i ll - N 期に対応 し （表69) 、 宮之脇迫跡A 地点では甕が50%前後 、 1閲杯が

15%前後である 。 そ し て 、 両追跡を比較す る と 甕の比率は大 き な差が み ら れ な い も のの邸杯は韻戸南

遺跡の方が若干翡い比率 と な っ て い る 。 ま た 、 須恵器 を 含め た場合の 皿 b 期は甕の比半が 大 き く 減少

し て し ま い 、 食膳形態 を 堪 す る 上器の比率が大幅に増 え る 。 そ し て 、 そ れ ら は 上tu�器の高杯 と 杯 、 須

恵器の蓋杯か ら 構成 さ れ 、 須恵器の比率が最 も 高い。 13) 須恵器 を 含 ま な い場合の 川 b J�Iは甕の比率が

III a 期は甕の比率が 低 く な る かわ り に壺の比率がr'，沿く な り 、 経杯に大 き な変化はみ ら れ な い。

裔杯の比率がわずかに減少 し 、 鉢の比率が必 く な る 1項向が み ら他の時期 と 同様 に 凶•い 値 と な る が 、

れ る 。

3 、 各器種の様相

A :  甕（必71-73)

甕 A ( S 字甕） は Il 期に30%弱の比率で存在 し て お り 、 甕 B ( < 字甕） と と も に 主体的な位 置 を 占 め て

川 b 期に は姿 を mす。 甕 A の う ち 、 A 3 ( S 字甕 C 類） は 全皿 a 期 に は激減 し 、い た と 思わ れ る が 、
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体の90%以上 を 占 めて お り 、 A 1 ( S 字甕 A 類） 、 A 2 ( S 字甕 B 類） は そ れぞれ口縁破片数が101「以 ト・

であ っ た 。 ま た 、 A 4 ( S 字甕 D 類） も 柘端に II',t: 数が少 な か っ た が 、 いずれも 内堀分類（内堀1998) の

D 1 類 な い し は D 2 類に屈 し 、 D 3 類（口縁端部がJI凹ry: し て 1iJj を も つ も の で 、 宇田甕 と 同様器峡が

肛 い も の） は確認でき ず 、 宇田型甕 も 皆無で あ っ た 。 美ねの甕 A の様相は既に 内堀氏 、 横秘氏が指摘

し て い る （内堀 • 横絲1998) よ う に 、 美沿西部域 t器紺年IV関l古段階 ( S 字甕 B · C 類が主体 と な る 時

期） ま では災泊全域で主体的 に み ら れ 、 V 期（内堀分類の S 字� D 3 類が出現する時期）に は美沿束部

域では ほ と ん ど み ら れな く な る と い う 状況で あ り 、 本追跡の様相 も そ れ ら に ほぼ一致 し て い る と い え

よ う 。

甕 B ( < 字甕）は全時期 を と お し て主体的な存在であ り 、 I1 期 に は63.7% 、 川 a 期に は91.8% 、 ill b 

期 に は100% に 近い数値 と な る 。 ま た 、 甕 B · C の う ち 主体 と な る の は喪 B 1 (端部形態は尖る も の よ

り 丸い方が多 い）であ り 、 I] 期では79.5% 、 ill a 期では93.3% 、 ill b 期 では100% に近い値 と な る 叫 こ

の よ う な状況は可児市宮之脇追跡 A 地点で も 確認で き る 。 宮之脇追跡 A 地点では内の比半 は前 Il - N  

期（本迫跡の I] 期） に お い て S 字甕 よ り も く 字梵の比率が裔く 、 ま た 、 く 字甕の 中 では A 4 類（本追跡

の甕 B 1 ) が主体 を 占 め て い る 。 こ の よ う に 、 比率の差は あ る も のの 、 両追跡に お いて I I縁燐部を丸

＜ 潤整 す る ＜ 字甕が甕の主体的イf在で あ る こ と は一致 し て お り 、 本迎跡の計測結来 は占LLI氏のい う

「‘り 地に お け る ＜ 字甕の在 り 方 は 、 ‘り 地の様相を 特徴づけ る 屯嬰な要索 と な り 、 地域色を形成す る も

のであ る 」 と い う 見解 を裂付け る デー タ と な っ た。

表71 甕の時期別組成

Fai
＇ 

1
、旧I I 器種 I口縁残存率I 比率 lu縁防片数I

l � A  148.4 29.0 71 
�13 326.3 63.7 164 I 
�c 31.4 6.1 21 一�• D 6.3 1.2 2 

[I 期合at r 512.4 100.0 2認
Illa関l I � A 10.8 3.0 8 

�13 327.0 91.8 151 
安C 18.5 5.2 4 

UlaJVJ合Jt 356.3 100.0 163 
Ul b)91 安 B 139.1 99.3 62 

甕 C 1.0 0.7 1 
川 b 期合計 140.1 100.0 63 

表72 甕 B · C の時期別組成
時期 I 器種 I口籍残H叫 比i.tl. I I Jl競破片一.. -面

n 期 I甕B 1 284.3 79.5 144 
甕 8 2 16.2 4.5 8 
甕 8 3 20.0 5.6 10 
甕 8 4 5.8 1.6 

計安 C 31.4 8.8 
D 期合Jt I 357.7 100.0 185 
川 a 期 l 甕 B 1 322.2 93.3 148 

褒 8 2 2.3 0.7 1 
虚 8 3 2.5 0.7 2 
�c 18.5 5.4 4 

.!!!_tlUI介nt I 345.5 100.1 155 
III b)OJ I安 B 1 139.1 叩.3 62 

�c 1.0 0.7 1 
Ill b 期合叩 140.1 100.0 63 

組成 グ ラ フ

甕の組成

U 191 ,--- 直狂鳳 a 期
〇 虔 D

川 b 期

゜ 20 40 60 

組成グ ラ フ

甕 B · Cの組成

り JUI

Ill a JUI 
● 虔 0 I 
D 虔 B 2
■ 虔 B 3
□ 虔 0 4

III b 期 〇 鸞 C
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ま た 、 他地域の彩評が強い一群 と し た甕 B 3 と B 4 、 甕 C の合計が甕 B · C の なかで 占 め る 割合は 、

II 期が16.0% 、 IJJ a 期 が6.1% 、 皿 b 期が0.7% と な り 、 U 関lの比率が 最 も 高 い。 ま た 、 こ の 3 つの甕

の 巾 では近江系 と 呼称 さ れ て い る 甕 C が 最 も 多 く 、 宮之脇追跡 A地点 ほ ど の出土屈はな い も のの 本迫

跡で も 一定 娘出 土 し て い る と い え よ う 。 宮之脇追跡A 地点の甕 C は頸部の外反が強 く 、 口縁端部の而

収 り が明瞭に 成 さ れて お り 、 胎 土 、 沿り整 と も に比較的粕級な印象 を受 け る 。 一 方 、 本迫跡出 土の も の

は頸部の外反が弱 く 、 口縁端部は 而収 り 氣味の も の が 多 い。 ま た 、 胎土 と 謂整が宮之脇迫跡A地点に

類似する も の は 3 点のみで 、 他は胎 上巾の砂礫が 多 く 、 体部破片では甕 B と 判別で き な い個体が 多 い。

こ の よ う に 、 同 じ 近江系の甕で も 両追跡では様相が異な っ て い た。 15) な お 、 本追跡の甕 C は近江出土

の梵と 比べて頸部か ら 口縁部に か け て の器壁が全体的にJ厚い と の こ と であ る 。 16)

甕 C の他に 、 い わ ゆ る イfiftl式甕と さ れ るな引 B 3 も接合後の口縁破片数が14 個 あ る 。 布留式甕に つ い

て は早野氏が添尾平野の様相 を ま と め て お り （早野1996) 、 氏に よ る と 束洵地方では そ の 分布が散漫で

あ り 、 各遺跡か ら 出 七する個体数 も 1 点か ら 数点 を 数 え る に過 ぎず 、 共伴す る S 字甕 は C 類か ら D 類

と さ れて い る 。 氏の分析結 果か ら 判断す る と 、 本追跡での布留式甕の出 上数は 東海地方に し て は比較

的 多 い と い う こ と に な り 、 早野氏や吉田氏（吉田他1994)が述べて い る よ う に添尾平野の周縁部に 多 く

出 土す る と い う 地理的吸囚 が よ り 強閲 さ れ る こ と に な ろ う 。 ま た 、 本追跡での布留式甕の出 上は 大 半

が 溝出 t賓料であ る が 、 唯一の 土坑出土資料 と し てSK14を 学 げる こ と がで き る 。 SK14の追物は焼 k

や炭化物を 伴 う 塊 上か ら 出 土 し て い る こ と か ら 土器の一括性は高い と 思われ 、 布留式甕 と 共伴 し て S

字甕や鉢がII'. I·. し て い る 。 そ し て 、 S 字甕は廻 I/II III 式 1 段階に比定 さ れ17) 、 布留式甕はSK14出土の賓

料 も 含め て 大 半 が布留 1 - 2 式期 に該当す る 18) と の こ と であ る 。 な お 、 甕 B 4 と し た も の は383や492

な どであ り 、 いずれ も 在地の甕 が他地域の彩評を受 け た一群 と 思われる 。

次に甕の胚部形態 に つ い て述ぺたい。 本報告 内では底部形態 を 7 つ に 分類 し て お り 、 そ れぞれの個

数 を 表73に 示 し た 。 そ し て 、 台付(a · b ) 、 平底( C - e ) 、 丸底( f . g ) の 3 つ に 大 別 し 、 そ れぞれ

の時期別の比率 を 図示 し た 。 そ の結果 、 I 期は台（寸 と 平底が主体的な存在であ る が 、 [I] a - 川 b 期 に

か け て 除 々 に台（寸の数が減少 す る と 共に 平）氏の比率が高 く な り 、 川 b 期では平J底は全体の約70% と い

う 裔い割合 と な っ た 。 ま た 、 平）氏の内限をみる と 、 11 期では d (粘土紐の幅が狭 い リ ン グ） が C • e よ

り も 多 いが 、 川 期に な る と いずれ も ほぼ同数であ っ た。 一方 、 丸版は I1 期か ら Ill b 期 ま で20-30%の

表73 甕の底部形態
d-
9
5-
4
 

f-
5-
3-
l

 

C-
4
4
3
 

2-
2-
3
 

· 台f.t
□ '!! 庇
● 丸��

゜ 20 40 60 

割合で存在 し て お り 、 比率の変化が台付や

平底に比べ て訓 衿でな か っ た 。 そ し て 、 そ

の内訳は ［ 期が f (体部と 底部の況に稜が

み ら れ な い丸底）の比率が高 く 、 ill b 期 は

g (1本 部 と 底部の境に稜がみ ら れ る 丸I氏）が

店干 多 い結果 と な っ た。 し か し 、 1廿測個体

数 が 少 な い た め 、 釘料の増加 を 待 っ て変化

領向を甜い た方が無難であ ろ う 。

s :  その他の器種

その他の器種 と し て 屈杯 と 他地域の影郭

を受け た 土 器に つ いて オ'f "
f触れ た い。
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本報告では高杯の杯部と脚部の接合 方法を 8 つに分類した 。 それらの集計の結果、 II - III a 期にか

けては A 1 a 、 A 2 b 、 B l a の接合方法が最も多く、 III b 期は A 2 c のみであった。 そして、 III b 

期に属する高杯は E 類（椀型高杯）のみであることから、 本遺跡におけるすべての椀型高杯の接合方法

が A 2 c とい う ことになる。 19) なお、 美濃加茂市牧野小山遺跡（佐野1998)の椀型高杯の接合 方法も

見した限りでは A 2 c のみであ っ た。

また、 他地域の影響を受 けた上器は62点 （接合 後の口縁部破片数）確認できた。 この う ち、 布留式土

器は甕 (54 · 168 · 261 · 262 · 394 · 395 · 491)、 壺 (404 · 517 · 519) 、 鉢 (541)の 3 器種が、 H 本海側の

土器（山陰、 北陸 など）は甕 (143)、 壺 (175 · 176)、 器台 (217 · 409)の 3 器種が、 近江系の土器は甕 (21 ・

167 · 169など）のみがみられた。 これらの土器は土師器の総破片数の5.9 % (接合 後の口縁破片数で換

算）を占めるにす ぎ ないものの、 土器の流通、 あるい は t器生産の技術交流などを考える上で留意す

べきであ ろ う 。

第 6 節 古墳時代の木製品

今回の調査では木製品が多数出土し、 岐阜県美濃東部域における当時期のまとまった賓料を得るこ

とができた。 そこで本節では木製品の全体の様相と、 II 期から 皿 b 期までの器種構成の違いを検討し

たい なお、 第 3 章でも述べたよ う に Il 期はSDlO下層 · SD12下層、 II - ill  a 期はSD14 · SD15、 m

a - ill b 期はSD10J:::層 · SD12上層、 Ill b 期はSD 4 · SD 7 · SD10上層の出土遺物がそれぞれ対応す

る。 また、 本来であれば I1 期、 皿 a 期、 Ill b 期の 3 時期に分 けて資料数を提示するのが望ましいと思

われるが、 木製品の出土数が限られているため土器のよ う な試料操作を行わず、 土器から想定できる

時期をそのまま設定し、 表74を作成した。 なお、 表74は推定器種も含めた数量を示しており、 大足は

各部材をそれぞれ 1 としてカウ ン ト し、 杭や横木などの土木具は多量に出土しているため割愛してい

る。 そして、 用途不明品は主な器種のみ掲載した。

まず全体としては農具と建築材が多く、 次に容器が多い。 一 方、 明確に祭祀具といえる遺物（形代

など）は出土しておらず、 祭祀的な性格を有する遺物として ミニチ ュ ア横槌や衣笠、 琴柱などが挙げ

られる程度である。 このよ う に、 農具が組成の主体を占め、 祭祀具の比率が低い遺跡は通常の集落遺

跡に多いとされており（穂積1992)、 木製品からみると本遺跡も一般の集落遺跡とい う 位置付けが妥当

と思われる。 なお、 日 常用具を使用して祭祀行為が行われていたとするならば（石野1990) 、 本遺跡で

みられたよ う に鍬や田下駄が幾つかまとまって出土することがその一例となるのかもしれ ない。

次に各時期の出土遺物について検討したい。 各時期の主要木製品の数は 1I 期が41点、 II - ill a 期が

36点、 皿 a - 皿 b 期が23点、 皿 b 期が12点を数え、 II - Ill a 期にかけての数が多いといえる。 しかし、

用 途別にみると各時期の数に差巽が認められるため、 以下にその相違点を列挙したい。

①曲柄装着鍬は II - ill a 期が膝柄鍬のみ、 皿 a - III b 期がナス ビ型膝柄鍬のみである

②鍬の未製品 ・ 竪杵 • 作業台 などは 川 a 期までしか出上しない。

③雑具 ・ 遊戯具 ・ 祭祀具 ・ 紡織機が m a - 皿 b 期にはみられるが rr - m a 期にはなく、 逆に容器は 1I

- m a 期までに多いが ill a - lll b 期には少 ない。

①については時期によって膝柄鍬（東海系曲柄鍬）とナス ビ型膝柄鍬の有無が明確に分かれる結果と

なった。 東海系曲柄鍬についてはすでに樋上氏の論考（樋上1994 a 、 1994 b など）があり、 氏による



352 6 ま と め

表74 時期別木製品集計表

用途 i 
膝柄広鍬
膝柄二又鍬
膝柄鍬

曲柄装着鍬（詳細イ＜明）
ナ ス ビ型膝柄広鍬
ナスビ型膝柄二又鍬
ナ ス ピ型膝柄鍬
柄孔横鍬
泥除
直柄
鋤
柄孔多本鋤 ？

未製品

竪杵
作業台
田下駄
大足

箱物
机

雑具合計 I 
溶器 i 槽

I 盤
容器合計
遊戯具 I 琴柱 （未製品）

琴プ ？ ・

遊戯具合計
服飾具 衣笠 ？
祭祀具 ミ ニチ ュ ア横槌
紡織機 中筒

櫂

服飾具他合計
建築材 I 

板材
梯子
扉
有孔板材

建築材合計
用途不明 付札状木製品

有孔木製品
有頭棒状材

用途不明合計
総計

I II 期 I n 期 ～

m a 期
1 
4 
3 
1 

I o 
゜

゜

1 
1 
1 
（ 

1 
3 
゜

3 

i 1 
22 
゜

゜

゜

゜

I · 1 
1 
゜

゜

゜

1 
゜

゜

1 
2 
2 

4 i  
1 
゜

1 
10 
1 
3 
2 
6 

41  

1 
2 
゜

1 , 
゜

゜

゜

゜

o i 
゜

2 
゜

I 

゜

0 ,  
1 
゜

゜

8 
゜

゜

゜

1 
5 
6 
゜

1 
1 

゜

゜

゜

o , 
゜

6 1 

4 
゜

1 
3 

18 
゜

1 1 
2 
3 

36 

川 a - ill b 期 合計ill b 期
゜ ゜ 2 
゜ ゜ 6 
゜ ゜ 3 

□□□ 
゜

2 
゜

゜

゜

0 1 
゜

゜

゜

U i  
゜

゜

1 
4 
1 
1 
2 
゜

゜

゜

u 
1 
゜

1 
1 
1 

2 2 
゜ 2 
1 2 
1 2 

！ 
゜ 1 
゜ 2 
゜ 1 
゜ 2 

： 

゜ 1 '  
u I 3 
゜ 1 
゜ 3 
2 4 
7 i 41 
゜ 1 : 
゜ 1 
゜ 2 
゜ 1 
1 7 
1 8 
゜ 1 ' 
〇 ‘ 1 
゜ 2 
゜ 1 
゜ 1 
゜ 1 
゜ 2 

：エ
7 ゜ 15 

゜ 1 
゜ o l 1 
1 2 7 

10 3 
゜

2 
1 
3 

23 

と弥生末～古墳前期に か けて東海

地 方ではナス ピ型膝柄鍬が全く出

土せず 、 5 世紀中 葉頃になって東

海地 方 に も U 字形鉄刃のつくナス

ビ型膝柄鍬が流人してく る とされ

てい る 。 今 回の調査に おいて 、 膝

柄鍬からナス ビ型膝柄鍬へかわ る

時期は III a 期 から III b 期までの間

であ る といえ る 。 しかし、 表74に

あ る Ill a - 皿 b 期のナス ピ型膝柄

鍬 3 点はいずれもSD10上層から

の出土で、 須恵器とほ ぼ同位置 、

同 レ ベルで出土してい る 。 そのた

め、 本遺跡でも Ill b 期、 つまり 5

世紀中 葉頃の宇田式併行期になっ

て から膝柄鍬から ス ビ型膝柄鍬

へ移行したと解釈した 方が妥 当と

いえ、 樋上氏の述べ る 時期と

してい る 。 な お 、 今 回の調査では

明確に U 字形鉄刃の装着痕がみら

れ る ナ ス ビ型膝柄鍬は確認でき

ず 、 またナス ビ型膝柄—又鍬が出

してい る 20)ことから U 字形鉄刃

が装着されない可能性があ る のか

もしれない。

② • ③について、 鍬の未製品と

竪杵の出土数は少ないもののいず

れも集落域 に 接す るSD10からの

出上であり、 ill a 期までは当 地で

を作成し、 脱穀していた可能

性が指摘でき る 。 また、 先のナス

ビ型膝柄鍬と同 様 に 、 須 恵 器と

同位置、 同レベルで出土してい る

個体はSD10上層出土の箱物と

柱 、 ミ ュ ア横槌、 中 筒などで

あり 、 これらのやや な遺物

はいずれも 川 b 期 に 属す る 可能性



第 7 節 泥除付横鍬の実験 353 

が高 い と い え る 。 一方 、 II - Ill a 期 に は生活川具 と 考 え ら れて い る 盤21)が 6 点出 」：： し て い る が 、 III a 

～ 川 b 期には 1 点のみの出 I::であ る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 III a 期を境と し て 木 製1
1
1111の様相が変化 し た

可能性が指摘で き る 。

第 7 節 泥除付横鍬の実験

今 回の謂査ではギ迎に も 横鍬と 泥除 、 直柄の 3 点が装 抒 し て い る状態で出土 し た 。 そ の た め 、 m 土

追物 と ほぼ同 じ 大 き さ の レ プ リ カ を 作成 し 、 簡 琳な実験を 行 っ たので報告 し た い。

1 、 実験の 目 的 と 方法

火験の 目 的 は泥除の有無で泥（水）の跳ね方が 異な る か 、 と い う こ と であ る 。 今回の聞在でm t. し た

横鍬の名t柄角度 は約68°
と 想定 さ れ る た め 、 作業方式によ る 大別では打ち鍬と な る （奈良llil立文化財 (iJf

究所1993) 。 ま た 、 泥除は 砕 上 と 同時に tを な ら す作業に お いて鍬に 装 1'1 さ れ 、 そ の際は 水I l l に 水 が

張 っ て い た と さ れて い る （奈 良 国 立 文化財研究所1993 、 中 山1994 a )。 こ れ ら の こ と か ら 、 水が張 っ て

あ る 水I r ! に お い て打ち込む作 業 と 、 な ら す作業の実験を 行 っ た 。 な お 、 今 同出 土 し た鍬は泥除の）］部

が欠落 し て い る た め 、 泥除本 来の長 さ が 不明であ る 。 そ の た め 、 他県のII'. ,-. 例 を 参 考 に し て 長 さ 15cm

の も の と 18cmの も の を 用意 し た 。 さ ら に ‘附然の こ と な が ら 、 古培時代の 人 々 と 現代 人の身長 は違 う で

あ ろ う し 、 ‘火験す る 場所 に よ っ て も 結采が 異な る と 思わ れ る の で 、 以 下に 実験 }j法 と 条件を 示す。

実験方法 ： A - メJ 部 を 1こに打ち込む 、 B - 1:の必面を引 き 寄せ る

使用 し た鍬の法：,1 : ① 柄90cm 、 横鍬長18cmで.n柄fり度約so· 、 泥除な し

②柄90cm 、 横鍬長18cmで.tr-柄 仰父約50°
、 泥除長15cmで芥柄 灼度68°

---

泥除な し 短い泥除装着 長い泥除装着

図213 泥除付横鍬の実験
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③柄90cm、 横鍬長18cmで着柄角度約50° 、 泥除長18cmで着柄角度68°

実験者 ： 身長174cm (農作 業の経験なし）

実験場所 ： 休耕田を使用。 実験時は水田面に約15cm程水が張 っ てあ っ た。

なお、 実験は A①、 A②、 A③、 B ①、 B ②、 B ③の 6 通りの組み合わせで行 った。

2 、 実験結果（図21 3)

鱈 図213左の写真でわかるよ う に水が弧を描くよ う に多 量に跳ねて、 作 業者は全身水浸しとな っ

た。 念のためも う 一度実施したが、 さらに濡れただけ だ っ た。

鱈 図213 中の写真でわかるよ う に水が多量に跳ねて、 再び作業者は全身水浸しとな っ た。 念のた

めも う 一度実施したが、 やはり、 さらに濡れただ けだった。

A ③  図213右の写真でわかるよ う に水が高く跳ねずに、 せ いぜい 濡れても膝程度までであ っ た。 念

のため三回同 じ ことを繰り返したが、 結果は同 じで水は高く跳ねなか っ

旦 士の表面をならす、 あるいは引き寄せる程度であれば、 泥除の装着の有無に関係なく水は

跳ね返 っ てこなか った。

3 、 実験成果

鍬を水の中に振り ド ろ すと水が跳ね返 ってくるのは当 然のことで、 A①の結果は常識を確認したに

す ぎな い。 A ②は跳ね返る水の道筋上に泥除が届いていないために、 泥除が跳ね返る水を防げず、 作

業者は全身水浸しとなっ たと思われる。 A③は A②の逆で、 跳ね返る水の道筋上に泥除が届いている

ために、 泥除が跳ね返る水を止め、 作業者は膝から下が濡れる程度で済んだと思われる。 この実験で

明らかにな ったことは、 ①泥除が装着されていると跳ね返る水の裔さが低くなり、 少なくとも・ト半身

は汚れが少なくなること。 ②鍬の刃縁部が水面に接する時、 鍬と泥除の刃 縁部を結ぶライ ン の角 度が

水の跳ね返る角度となること。 砕土の場合、 土塊に対してほ ぼ垂直に鍬を人れると土が砕きやす いた

め、 閻213の水面に対する柄の角 度が緩くなり、 鍬と泥除の刃 縁部を結ぶラ イ ンの 角度も緩くなる。

そのため、 砕七であれば泥除の長さに関係なく水の跳ね返りを防げる可能性が高い。 ③泥除は土の表

面をならす、 あるいは引き寄せる作業ではあまり機能せず、 打つ作業において有効であること。 の 3

点であ っ た。

第 8 節 木製品の樹種
本遺跡から出土した木製品の樹種について製品毎、 時代毎に簡単にまとめてみたい。

1 、 農工具

農具の鍬や鋤に利用して いた樹種は、 アカガシ亜属が24点と圧倒的に多 い。 これは、 照柴樹林帯に

位置する遺跡に共通する特徴で、 硬く緻密な材を選択したためと考えられる。 アカガシ亜属以外の樹

種は、 ヒノキ属とキハダが 1 点ずつあるだ けである。 柄についてはサカキ、 キハダが 1 点ずつである。

大足、 田下駄類は ヒノキ属 5 点、 アスナロ属 1 点、 コ ウヤマキ 1 点、 クリ 1 点であり、 クリ以外は

すべて針葉樹である3 このよ う に針葉樹が選択されるのは、 大きくて簿い板を得やすいためと考えら

れる （鈴木1988) 。

2 、 建築部材

木製品で建築材としたものに加 え て、 焼失住居 内から出土した材も含めた。 アカガ シ ・ コ ナラ
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亜屈等の広艇樹に加えて 、 ヒノキ属 ・ コ ウヤマキ ・ アスナロ属等 の針槃樹が多く使用されているのが

目 に付く。 特に、 ヒノキ属がどの時代にも高い割合で利用されており、 次いで多いのが コ ウヤマキで

ある。 これらの樹種は、 耐水性 ・ 耐久性に優れていて、 建築材として最適 な樹種である。 当時の 人々

は、 このよ う な樹種の特性を知っ ていて 、 選択的に使用したと思われる。

県 内では、 大垣市の今宿遺跡で弥生時代 後期の住居構築材に コ ウヤマキ ・ ヒノキが多用されている

ことが報告されている （藤根1998) 。 今宿遺跡では、 住居の柱材がすべて コ ウヤマキであ っ た。 本遺

跡で使用されていた柱材は、 コ ウヤマキ 2 点 、 アスナロ属 1 点、 アカガ シ 亜屈 1 点、 ヒノキ属 3 点、

クリ 1 点、 ムクノキ 1 点、 サクラ属 1 点、 コ ナラ亜属 3 点と多種にわた っ ており、 コ ウヤマキを特に

選択的に使用する傾向はみられな か っ た。

3 、 土木材

J: 木材に利用されていた樹種は32分類群で最も多い。 その う ち最も多く使われているのは、 アカガ

シ 亜属の64点で、 次いでサカキ38点、 ヒノキ属20点、 コ ウヤマキ14点 、 以下ムクノキ、 コ ナラ節、 カ

ヤ、 クヌギ節とい う 順に な っ ている。

この遺跡の花粉分析の結果では、 しがらみ状遺構が設置されている II - ill a 期は イ チ イ 科ー イ ヌガ

ヤ科ー ヒノキ科から なる林分とアカガ シ亜属 ・ シ イ ノキ属の照葉樹林が優勢であり、 コ ナラ亜属も主

要な森林構成要素であることが予想されている （ 第 5 章第 1 節参照）。 これは、 杭の使用樹種と ほ ぼ

同 じ傾回を示しており、 杭の樹種結果は本遺跡の 当時の周辺植生を反映したものと考えられる。

土木材の使用樹種が多種多様であるのはどの遺跡にも した特徴である。 これは遺跡の固辺の森

林から ヒノキ、 スギやプナ科の樹種以外は手 当たり次第に利用していたことによると考えられている

（伊東1988) 。 しかし、 本遺跡の結果をみると ヒノキやブナ科も多く使用されているので、 当時遺跡周

辺に ヒノキやブナ科の樹種が豊富に生育していたと考えられる。

4 、 板状木製品 ・ 棒状木製品

板 ・ 板状木製品で使用されていた樹種は、 針葉樹 3 分類群、 広葉樹 2 分類群であり、 その う ち ヒノ

キ屈がどの時代も通 じて多く使用されている。 広朗樹で使用されていたのは、 アカガシ亜属と コ ナラ

節で、 板材としてよく使用されている樹種が使用されていた。

棒 • 棒状木製品で使用されていた樹種は、 針槃樹 8 分類群、 広莞樹 1 種である。 しかも広第樹の使

用されているものが 1 点のみで、 針葉樹を選択している傾向がみられる。 ここでもどの時代も通 じて

ヒノキ属が多く使用されている。

5 、 そ の他の木製品

その他の木 製品として、 雑具 ・ 容 器 • 楽器 ・ 服飾具 ・ 祭祀具 ・ ・ 運搬具がある。 運搬具 （修

羅状木製品） が コ ナラ節である以外は、 どの木製品も ヒノキ属が使用される割合が高い。

6 、 ま とめ

本遺跡では、 どの時代も ヒノキ属 (21.5%) を多く使用している傾向がみられた。 とこ ろ で 、 ヒノ

キと同 じ く木製品としてよく使用されるスギは、 本遺跡では土木材で 1 点 (0.2 %) 使 用されている

にす ぎない。

スギが使用されな いことの理由については、 近辺にスギが生育してい なか っ たのか、 当 時の 人 々 が

スギを木製品として選択しな か っ たか、 などが考えられる。 本遺跡の花粉分析をみると、 古墳時代に
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表75 用途 • 時期別樹種

用途 樹種 II ＂ ～ 皿 a m a  川 a- 'I ID b 
川 b N N - V  

農工具 鋤鍬類 ヒ ノ キ 属 ！ 1 1 
ア カ ガ シ 亜属 I 11  8 2 3 24 
サ クラ属 1 1 
キ ハ ダ 1 i 1 

柄 キ ハ ダ 1 1 
サ カ キ 1 I 1 

I 田下駄類 コ ウ ヤ マ キ 1 1 
ア ス ナ ロ 属 1 I 

1 I 
ヒ ノ キ属 3 2 5 
ク リ 1 1 

竪杵 ツ バ キ 属 2 2 
サ カ キ 1 i ， 1 

作業台 ア カ ガ シ 亜属 1 I 1 

合計 21 10 3 7 41  

建築部材 カ ヤ ＇ 1 1 
イ ヌ ガ ヤ i 1 I 1 
モ ミ 属 ! 1 1 
コ ウ ヤ マ キ 2 2 4 
ア ス ナ ロ 属 2 2 
ヒ ノ キ属 5 7 1 5 5 i 23 
ア カ ガ シ 亜属 1 2 3 i 6 
コ ナ ラ亜属 i 1 1 
クヌ ギ 節 2 2 
コ ナ ラ節 1 1 

［ ク リ 1 I 

ケ ヤ キ 1 1 ： 2 
ー ガ キ 1 1 
ム ク ノ キ 1 1 
モ クレ ン 属 2 2 
サクラ属 1 1 
カ ラ ス ザンシ ョ ウ 1 1 

ヤ マ ハ ゼorハ ゼ ： ゜
サ カ キ 1 1 2 

ト ネ リ コ 属
H 

j 1 3 

合計 18 7 8 ゜ 7 56 

士木材 8 1 ， 
□コウ複雑維管束亜属 6 

： 6 ， 

ヤ マ キ 14 3 17 
ス ギ 1 
ア ス ナ ロ 属 7 
ヤ ナ ギ属 i 2 

: I 
I 2

2 
0 ヒ ノ キ属 1 20 

クマ シ デ属 1 1 
ア カ ガ シ 亜属 ！ 3 64 64 

： コ ナ ラ節 10 10 i 

： I クヌ ギ 節 8 8 
ク リ 5 

＇ 5 
i シ イ 属 1 1 
エ ノ キ 1 4 4 
ーレ属 1 1 



表76 用途 • 時期別樹種

用途 樹種 II II - Ill a  

土木材 ム ク ノ キ 12 
ク ワ屈 1 7 
ク ス ノ キ 4 
サ ク ラ 屈 3 
ウ メ か モ モ 1 
ネ ム ノ キ属

． 1 ； ' 
キ ヽ ダ 1 

' モ チ ノ キ属 1 
カ エ デ属 3 ' 

ト チ ノ キ ？ ； 1 
ツバキ属 1 10 

l サ カ キ 38 
ヒ サ カ キ属 1 
エ ゴ ノ キ属 1 

ト ネ リ コ 属 4 
ニ ワ ト コ ' I 1 

i 
ガ マ ズ ミ 属 1 

合計 7 242 

板 • 板状木製品 モ ミ 属 1 
ア ス ナ ロ 属 'r 2 

ヒ ノ キ属 1 2 
： ア カ ガ シ 亜属 1 2 

コ ナ ラ 節 1 

合計 3 7 

棒 ・ 棒状木製品 モ ミ 属 1 
マ ツ 複雑維管束亜属
コ ウ ヤ マ キ 1 ' 

I ア ス ナ 属 1 
ク ロ ベ 1 
ヒ ノ キ属 4 

＇ ア カ ガ シ亜属 1 
ツバキ

合計 7 2 

雑具 ヒ ノ キ属 ' 

妥

丙合益"" ア ス ナ ロ 属 1 
ヒ ノ キ属 1 4 i 

．．． 

ア カ ガ シ 亜属 1 
キ ハ ダ ' 1 

楽器 モ ミ 属
ヒ ノ キ属 1 

服飾具 ヒ ノ キ属 1 
ム ラ サ キ シ ノ ブ属 1 

祭祀具 ヒ ノ キ属
紡織器 ヒ ノ キ属
漁摺具 ヒ ノ キ属

ア カ ガ シ 亜属 1 

運搬具 コ ナ ラ 節 1 

合計 4 ， 

lli a  
m a- 1 
III b 

,, 

.. 
I 

＇ 
4 

： 
2 1 

2 1 

3 
！ 

1 
゜ 4 

2 

1 

1 
1 
1 I 

゜ 6 
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N IV - V
I 
i 合計

12 
7 
4 
3 
1 

i 1 
1 
1 
3 
1 

10 

38 
： i 1 ； 

1 
4 
1 妥

1 
246 

1 
2 

3 1 10 
3 
1 

゜ 3 1 I 17 
1 

1 I 1 I 

1 
2 3 

1 
4 2 I 2 i 15 

＇ 1 
； 

； 

1 
6 2 3 24 

2 
1 

1 6 
1 
1 
1 
1 
1 1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 

1 ゜ ゜ 20 
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は ス ギ属の花粉は、 イチイ科ーイヌガヤ科ー ヒ ノ キ科の花粉ほどは多 く ないものの、 コ ウヤマキ属と

同 じくらいの割合で出現している。 コ ウ ヤマキの材は木製品として 2 3 点 (5. 3 %) 出土していること

を考えるとス ギ材の使 用率はかなり低いものとな っ ている。 したが っ て、 ス ギは当時遺跡近辺に生息

していたものの、 木製品の材としてあまり選択されなか ったものと考えられるC

県内の例では、 大垣市の荒厖南遺跡 （弥生時代 後期～古墳時代前期）では、 木製品と加T木73 3 点

中 、 ヒ ノ キ属が100点 (13 .6 %) 、 ス ギが17点 ( 2. 3 %) である （植田1998) 。 同 じ大垣市の今宿遺跡

（ 弥生時代 後期～古墳時代） では、 木製品と焼失家屋出土材の1 30点 中、 ヒ ノ キ属が81点 (6 2 . 3 %) 、

ス ギが4点 ( 3 .1 %) と同様に ヒ ノ キに比べて ス ギの使用率は低い値にな っ ており （ 藤根1998、 汐

• 岡 田1998) 、 東海地方のこの時代の樹種選択の特徴と考えて良いかもしれないa

第 9 節 顔戸南遺跡 と 条里咽地割
図 214上は昭和 2 2年に米軍が撮影した本遺跡周辺の空 中 写真であり、 図 214下は平成4年測量の都市

計 画図に空 中 写真から誡みと っ た条里型地割の坪境と今回の調査範囲を合わせたものである。 全体を

とおして説みとれることとして、 本遺跡付近は昭和40年代の区画整理以前には条里型地割が良 好に遺

存していたことが挙げられ、 写真の細部をみると大半の坪が長地型で区切られていたことが看取でき

る 。 また、 現在の可児川が過去には大きく蛇行していた様子が水田の区画から読みとれ、 条里型地割

がその箇所にみられないことから、 条里型地割が当地で施行された時には川の流れている場所が現在

と違 っ ていた可能性が考えられる。

次に条里型地割の復元図であるが、 今回の調在区は 3 つの坪にまたがるよ う に位置しており、 一番

北の C 区に対応する箇所は条里型地割が崩れかか っ ている。 また、 今 回の調森区から南に約300 m の

地点には現在でも 「六之坪」 とい う 小字名が残っており、 図の A - B ラインは可児市長塚古墳、 西寺

山古墳、 野中古墳と白鳳時代の寺院である御嵩町願興寺を結ぶ直線ラ イ ンにほぼ対応する。 さらに図

の C - Dラインの南端には八坂神社の鳥居があり、 丘陵上にはその本殿が位置し、 本殿からは周 囲の

水田や可児市伏見の丘陵を望むことができる。 この八坂神社の歴史 的背景は追求できないが、 H

『景行天皇四 年春二 月 甲子篠J にある 「八坂入彦」 の墓が、 本遺跡から南に約 2.5kmの可児市久 々

利に所在する22)とのことから、 あるいは八坂神社と条里型地割（あるいは条里地割）は関連があるのか

もしれない。 なお、 『 岐阜県史 通 史編 古代』 では、 図の C - D ラ イ ンを南北の里境、 A - B ラ イ

ンの 1 坪北のラ イ ンを東西の里境としている。

次に今回の調査で検出された古代以降の遺構と条里型地割との関係を考えてみたい。 図 215は明治

21年に作成された本遺跡周辺の字絵図と先の空 中 写真から判断した坪境、 今 回の調査の古代以降の

遺構全体図を組み合わせた図である。 字絵図にお ける条里型地割の坪境に相当 する箇所は大半が溝

か字境とな っ ているものの、 A - A ' ラインとE-E' ラ イ ンの坪境は字絵図では不明瞭である。

次の検出された遺構との組み合わせを考えてみたい。 まず道路状遺構は条里型地割の坪境のE-E'

ライン上に位置しており、 道路状遺構を北に延長すると字絵図にみられる溝 1 と重なり、 さらに、

c 区で検出されたSD 2 2 · 2 3 も 同一直線上に位置している。 そのため、 今 回 検出された道路状遺構は

坪境に設 けられた道である可能性が極めて高くなり、 SD 2 2 · 2 3 もその関連施設と思われる。 なお、

道路状遺構はその掘り方から8世紀前半の須恵器のみが、 検出面では1 2 -1 3 世紀の遺物がそれぞれ
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昭和24年10月 17日 米極東空軍撮影 空中写真

A
 

B

 

゜ 300m 
条里型地割の復元 (S= 1 /10.000) 

図214 遺跡周辺の条里型地割
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出上している。 今 回の調査では古代の須恵器は小量しか出土しなかったが、 中世の遺物は多量に出土

している。 そして、 道路状遺構を構築する際に掘り方内に中 世 遺物が混入せず、 須恵器のみが確認で

きたことから、 道路状遺構の構築時期を8世 紀前半としてもよいのかもしれない。 しかし、 道路状遺

構を構成する微砂は調査範囲内ではこの遺構内でしか確認できなかったことから、 他の場所から運び

込んでいる可能性も考 え られる。 そのため、 その中に偶然須恵器のみが人っていたとも解釈でき、 確

8世紀前半となる根拠が乏しいため、 とり あ えず現段階では道路状遺構の時期を古代～ 中世 前期

と捉 え ておきたい" なお、 SD 2 2 · 2 3 は出土遺物が 1 点のみで あ るため時期の比定は困難で あ る。 ま

た、 rfi 世 前期の溝で あ るSD 21は条里型地割の坪境 B - B ' ライ ン からわずかに南にずれているが、

これも東西方向の坪境と考え てよいと思われる。 なお、 今回検出された擬畦畔は字絵図の畦畔にほぼ

対応し、 さらに杭列SV 2 は字絵図の溝 1 にほ ぼ平行することが確認できた c 区の様相は字

絵図と条里型地割との対比が困難で あるが、 SHlO と SA 5 · 6 · 7、 SD 24は字絵図の条里区画に平行

しており、 SH9とSA8 · 9は 方位を異にしていることが判明した。

次に、 条里遺構に関連して道路状遺構について述べたい。 飛鳥時代から平安時代の道路跡は全国で

246例検出されていると さ れており （近江1997)、 その分類（近江1993)に本遺跡の道路状遺構を対応させ

ると、 ( 1 )路面の構築 方法は B 1 c 類（地 山を皿状に浅 く 掘り窪め、 凹部を掘り込み面まで埋めのち、

さらに盛士し路面を構築するもの）、 ( 2 )側溝形態は 0 類（側溝を伴わないもの）、 ( 3 )波板状凹凸面は

3 B 類（凹凸面は存在するがその位置が路面上かそれ以下かは不明で、 形状が楕円形のもの）となる。

路面の構築 方法と波板状凹凸面の形状は全国的に多くみられる形態とい え るが、 その設置場所が坪境

るとい う 点では貰重な成果が得られたとい え よ う 。 また、 SD19で検出された水平に据 え ら

れた細長い木片とSD 20の 3 枚の板材はいずれも道路にほ ぼ平行していることから、 道路状遺構に関

連する遺物として問題ないと思われる。 そして、 これらが検出面においてすでに確認できていたこと

や、 明らかな硬化面が確認できなかったことから、 本来の路面はさらに上 方に存在していたと予想 さ

れる。

第10節 と 古代未～ 中世のt器
今回の調査で坦書上器は合計1 25点確認できた。 その内訳は須恵器杯 1 、 白 磁碗 1 、 古瀬戸 5 (縁釉

小lill 3 、 小天目茶碗 1 、 折縁深!Ill 1 )、 山茶碗56、 小皿62であり、 墨 書が施されている部位はいずれ

も底部外面で あ った。 また、 中 世 の土器については藤澤編年 （藤澤1994)4型式から11型式まで （およ

そ1 2世紀中 華-15世紀後策）の遺物に墨書が施されていた。

墨 書の内容は表77に示したよ う に漢字47、 ひらがな 1 、 記号10、 不明67で あ り、 漢字の釈読不能

なものと::f,明以外の51点については、 墨書が施されている上器を古代 ・ 中 世 前期 • 中 柑 後期23
)の 3

期に区分した。 墨書は 「大」 が1 2点と最も多く、 以下 「長」 5 点、 「O」 4点、 「井」 「恵」 「女」

が各 々 3 点ずつ出土している。 また、 中 世 前期では 「大」 「長」 「九」 など、 中 世 後期では 「大」 「井」

「女」 「上」 「O」 などが多 く みられ、 時期によって施 さ れる墨書の内容が若干違っていた。

書 内容の分類につ いては①官司 ・ 官職名、 ②人名、 ③地名、 ④吉祥句、 ⑤土器の器種、 ⑥ 方角 、 ⑦

などが あ るが、 集 落出士の が多く、 そのため個々 の黒書 を 取り

出してその意味 内容を推定するのは難しいとされている （平J l l 1993)。 そのため詳細は言及できな い
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表77 墨書土器一覧 が、 中世 後期の土器にみられる 「井」 は水に対する呪術的

な祈願を こ めた言 葉であった可能性が指摘されており（鬼

頭1985) 、 「恵」 は 「め ぐみ」 、 「賓」 は 「みのり」 の意味が

あり、 後述するよ う に墨書土器が条里型地割の坪境付近か

ら出土例が多い事実もある こ とから、 こ れらは豊作を祈願

した占祥句のよ う な意味合いがあった可能性も考えられ

よ う

I 

種類 I 釈読 古代

漢字 大
長

恵

上
九

賓□女
十口
上に；
大一
大坊 ： 

□ JJに］ I 1 
釈説不能

ひ ら が な i お i 
記号 ' 〇

＋ 

0 と ＋
＊ 
0 と 巴文
塗 りつぶし

不明
合計 i 

I 1 

闘 闘
5 7 
4 妥 1 

3 
3 

1 2 
1 2 
2 

： 1 
1 

： 1 
1 
1 
1 

1 
1 

合計

12 
5 
3 
3 
3 
3 

I 2 1  
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 

• 1 
7 

1 i 1 1 
4 4 

1 : 1 2 
1 ｝ 1 
1 1 
1 1 

妥 67
19 ! 31 125 

次に墨書土器の出土位置について検討したい 。 図216は

B 7 グ リ ッ ド から P 21 グ リ ッ ド までの範 囲 内で出七した黒

書土器の位置を グ リ ッ ド 毎に示し、 そ れを南北列 、 東西列

毎にグラ フ 化したものである叫 なお、 グラ フ の ド ッ トは

百分率（南北列 • 東西列毎の墨書 土器総数／ グ リ ッ ド 総数）

で示し、 グラフ に使用した黒古土器は合計99点である。 ま

ず東西列の出土状況は13列の出土比率が圧倒的に高 く 、 以

ト 8 · 9 列が続 く 。 13列は Iれti 世前期の溝であるSD20が検

出された場所であり、 前節で示したよ う に条里型地割の東

西方向の坪境に最も近い場所でもある。 次に南北列の出土

状況は C 列と K 列の出土比率が高い。 C 列は道路状遺構であるSD19 · 20が検出された場所であり 、

前節で示したよ う に条里型地割の南北方向の坪境に最も近い場所でもある。 墨書上器の大半が古墳時

代から中 世までの追物包含層であるI- Il 層で出土しているために、 遺物廃棄 後の水田耕作による

器の移動を想定すべきであるが、 出土状況をみる限りでは条里型地割の坪境付近に墨書土器が多 く 出

土している傾向が看取できる。

なお、 墨古土器ではないが、 道路状遺構付近からは先端の一方、 ないしは両端が焼けた木端材が幾

つか出 七し 、 内面に煤が付着している山茶碗や小1Il1が数点出土している。 同様に 中 国磁器の う ち、

白 磁の合子（図130-766)は B 13グ リ ッ ド 、 青 白 磁碗 （図130-758)は D 15グ リ ッ ド 、 青磁碗の底部破片

を転用した加工円盤（図130-752)は L 14グ リ ッ ドからの出土であり、 こ れらが条里塑地割の坪境付近

から出上しているとい う 事実は留意すべきであ ろ う 。

次に古代末～ 中 世に属する上器について簡単に触れたい。 今回の調在では基本層序のI-II層にお

いて多量の 中 世 土器が出 tしたが、 当該期の遺構数は極めて少な く 、 こ れらのt器が居住域あるいは

生産域に伴 う ものかも定かではない。 そのため、 遺物のみの概要を把握しておきたい。

表78は古代末から 中 世にか け ての土器を集計したものであり 、 接合前の総破片数が17,528点で、

1 m' あたりの出上鼠は3.50点となる。 時期的には平安末～ 中 世 後期まで連続しており、 遺物総数は

10-11世紀代と16世紀代のものよりも12- 15世紀のものが多い。 中 世の遺物は 、 山茶碗 ・ 小1Il1 ・ 小

碗が最も多 く 、 こ の 3 器種で全体の90%以上の割合となり 、 山茶碗 ： 小1Il1 ・ 小碗の比率は2.8 : LOで

あった。 25) また、 こ れらを胎土別にみると藤澤編年第 5 型式までは荒肌手と均質手がほぼ同 じ割合で

みられ 、 第 6型式以降は均質手の方が圧倒的に多 く な っ ている。 一 方、 古瀬戸は古瀬戸中 期に属す

る可能性がある個体として折縁深1IlIな ど があるが 、 大半の遺物 は 後期に属し、 縁 釉小 皿な ど の1lll
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図216 墨書土器の出土位置



364 第 6 章 ま と め

表78 古代末～中世の土器集計表
器種 口縁残存率I 口縁破片数 破片数

（接合前）

I
仄釉陶器 Oil 6.9 4 

鉢 4.3 3 

碗甕
合計

37.4 34 
1.0 1 i 

49.6 42 166 
ロクロ士師器 皿 5.6 5 

碗 8.6 8 
合計 14.2 13 ' 144 

古瀬戸 縁釉小皿 86.8 74 
I 卸fil[ 13.9 ' 14 
： 折縁中lll1 21.0 21 
折縁深皿 9.9 i 8 
直縁大皿 ＇ 19.6 19 
小天目 ゜ ゜
天 目 茶碗 29.7 28 
平碗 ： 19.4 18 
浅碗 1.0 1 
襦鉢 45.8 45 
壺 1.0 1 
双耳小壺 1.7 1 
有耳壺 1.0 1 

闘 2.5 1 
2.6 1 

鍋 3.9 I 3 
香炉 3.7 : 3 

旦＇ 蓋
゜ ゜
6.4 : 1 

，，，ヽ ，』 5.0 5 i 
合計 274.9 245 755 

．．． 

器種 ［ 口縁残存率 口縁破片数 破片数
（接合前）

冗碗 32.5 10 18 

戸山
JIil 2018.4 1201 2024 

5749.3 5368 14126 
鉢 23.6 23 49 
大窯 丸皿 10.8 4 

折縁皿 1.0 1 
端反皿 1.8 妥 2 
稜皿 1.3 1 

� 碗類

1.0 1 
1.8 1 
2.0 2 

揺鉢 0.8 1 
合計 20.5 13 121 

白磁 皿 0.3 1 
碗 2.8 2 
合計 21 3.1 3 

青磁 皿 ゜ ゜
碗 9.9 14 
合計 9.9 14 33 

青白磁 合子 0.6 1 
碗 ？ 妥 0.8 1 
合計 1.4 2 2 

染付 rm. ！ ゜ ゜ 1 
常滑 甕 5.1 7 38 
土師器鍋 伊勢型鍋 1.3 2 

内耳鍋 i 2.3 3 
羽釜 2.0 2 
合計 5.6 l 7 13 

瓦質土器 火舎 o I ゜ 2 
総合計 8208.1 6948 17528 l 

類の出土が 目 Vっている。 また、 中 国磁器は総点数が57点で全体の遺物量の0.3%にす ぎないが、

白 磁が 2 点出土していることは留意すべきであ ろ う 。 また、 土師器の煮沸具もわずかではあるが出土

しており、 手捏ね成形の土師器皿が 1 点も確認できなか ったことなども留意すべきと思われる。

第 1 1 節 ま と め
本節ではまとめとして、 各時期の様相を概観したい。

1 、 各時期の様相

I期- V b 期までの主な遺構は下記のとおりであり、 以f l 期より順に説明したい。

I 期 ーSU 6 · 23 · NR 1 · 2  

1[ 期 ーSH 2 · 3 · 5  - 7 、 SB 4 · 6  - 9 、 SK14、 SD10 · 12下屑 SD13- 18、 NR I

皿 a 期 ーSH 1 · 4 · 8 、 SB I - 3 · 5 、 SK 7 、 SU S 、 SD10 · 12上層 SD14- 18

皿 b 期 ーSK I 、 P 40、 SD 4 · 7 、 SD10上層の一部

w-v a 期 ーSD19 · 20 · 22 · 23、 SN 1 · 2  

V a 期 ーSHlO、 SA 5 - 7 · SD21 · 24 

V b 期 ーSH 9 、 SA S · 9

① I 期（弥生時代後期以前）

縄文晩期の深鉢を使用した土器棺募が 2 基検出された。 26) し かし、 今 回 の調査 で 出 土した縄文 土
器の総点数は10点以下であるため、 本調査区内に縄文時代の集落が存在していた可能性は極めて低い。



なお、 弥生時代前期～ 後期までの出土遺物はほとんどなかった 。

② JI 期（弥生時代末～古墳時代前期）

II- ill b 期は時間輻が短いために遺構変遷図 （図217) を 作成した。
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II期は前半（弥生時代末～古墳時代初頭）と後半 （古墳時代前期）に分かれる。 II期前半には調査区南

端のSB8 · 9が存在しており、 その廃棄場所がSD12 · 13であったと思われる 。 そして 、 この時期に

る遺構と遺物はSD12以北において明確に確認できなかったことから、 本調在区から南側 を 中 心

に集落域が展開していたと思われる。

II期 後半になるとSD12の北側において掘立柱建物と竪穴住居から構成される集落と水田 、 自 然流

路、 自 然流路を 掘削した溝などが展開する 。 梨落域は流路に挟まれた範囲内のみに広がり、 掘立柱建

物 5 棟はSD10とSD12に沿って存在し、 竪穴住居 3 軒はSD16に比較的近い位置にある。 また、 掘立柱

建物はいずれも 2 間 X 2 間で構成され、 SH 5 のみが溝が 方形に張り出した場所に位罹しているが 、

床面積はいずれも大差ない。 一 方、 II期で最も大きな建物は竪穴住居の西端のみ検出できたSB6と

なる可能性が高 く 、 SB6は溝が 方形に張り出した場所の正面にあたり、 かつ、 溝から最も離れた場

所に位置しているとい え る。 また、 しがらみ状遺構は本章第 1 節で述べたどの段階ま していた

か定かではない。

③皿 a 期（古墳時代前期）

甚本的にII期 後半の場所 をそのまま利用し集落を 営んでいる。 集落はSDIOの南側に竪穴住居が 2

棟存在し、 流路(SD 7とSDIO) に挟まれた範囲 内には掘立柱建物 3 棟と 、 それらに付屈する竪穴住居

2 棟がある。 掘立柱建物の う ちSH8は唯一の 1 間 X 2 間であり、 倉庫（高倉）になる可能性がある。 m

また 、 溝が 方形に張り出している場所には独立棟持柱建物であるSH4が位置し 、 その周辺の遺物散

布が希簿になる （図44参照）ことは興味深い。 また 、 この時期にはSDlOとSD16が最も接近する場所に

おいて火の使用の痕跡が認められるSU 5 が存在しており、 それが建物群から離れた場所にあるとい

う ことも留意すべきと思われる。 なお、 しがらみ状遺構はこの時期は本章第 1 節で述べた m 段階 - IV

段階であったはずであり、 最も強固に作られていたと思われる。 1Il 期におけるしがらみ状遺構の項部

の標高は109.300-109.600m と想定でき、 水田南端が約109.300 mであるため、 水田域と ほぼ同レベル

かそれより高いことになる。 なお、 参考までに他地点の標高 を示すと、 NT 1 : 109.500m 、 NT 2 :

109.000m、 NT 3 : 109.300 m 、 NT4 : 108.900 m 、 巣落域北端109.400- 109.500m となる。 しがらみ状

遺構がSD15へ流れる水 を 遮断するためだ けに築かれたのか、 あるいは集落域への水害 を 防 ぐために

設 けられたのかは定かでないが、 当時の人々 が 後者まで想定しているならば、 ffi a 期の北落域は水流

を 人為的に変え てまでして守らな ければならない土地であったことになる。

④ 皿 b 期（古墳時代中期）

確実に ill b 期に属する遺物である須恵器と高杯Eの分布 を みるとSD4 · 7 · 10の西側、 つまりE

- F 区の西側に偏る傾向があり、 それ以外の場所では出士しても数点か皆無に等しい。 そして、 Ill b 

期に属する建物は想定できず、 土器が使用場所からより近い位誼に廃棄されていた（本章第 2 節参照）

とするならば、 Ill b 期はE- F 区の西側において野天で土器 を使用していたことになる。 一 方、 Ill b 

期の遺物のなかには祭祀的な性格 をもつものが含まれていること（本章 第 5 · 6節参照）や、 H 常用具

でもSDIO-SU 9のよ う に小型壺 2 個と大型高杯が並んで出tしている事例もある。 また、 E- F 区
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の西側で検出された遺構は P 39 · 40であり、 いずれも埋土中に多量の焼上と炭化物を含む遺構で、 11

期のSU 5 と同様に遺構付近での火の使用を想定できる。 これらは、 儀 器と浙定できる木製 品が出

土して いないことと建物がないこと以外は 「纏向型祭祀」 （石野1985)に共通する要素であるとい えよ

う 9 また、 ffl b 期は調査区内に集落を確認できず、 調査区の西側にもSD 4 · 7 · 10が延びて いるた

め、 当期の集 落域は本調査 区から若干離れた場所に存在していた可能性が指摘できる。 このよ う に、

E- F 区の西側が集落域から離れて いることと野天であることは 「祭場の条件」 （岡田1999)

になり得る。 これらのことから、 ill b 期は調査区の一部が祭祀域であった可能性が高 いと いえ、 その

場所が溝に挟 ま れ、 しかも膨大な労働力を要した と 思われるしがらみ状遺構が埋没して いる付近に位

置して いることは典味深い。

⑤ w�v a 期（古代 か ら 中世前期）

南北に直線的に検出された道路状遺構と畦畔状遺構が確認された。 道路状遺構は表層条里から想定

できる坪境の直下に位置することから、 条里型地割、 ないしは条里地割の坪境とな ろ う 。 そして、 そ

の時期は確実な根拠が提示できない以上、 古代から 中 世 前期とい う 時間幅の中で捉えておきた い 。 な

お、 道路状遺構の周辺の様相は不明である。

⑥ V a 期（中世前期）

SD21は表層条里の東西方向の坪境付近に位置し、 溝底面から12世紀後半- 13世紀前半の土器が残

りの良 い状態で出士したことから、 少なくともこの時期までには条里型地割が本遺跡園辺に展開して

いた11J能性が高 い 。 しかし、 この時期の様相を確実に捉えられるのはC 区東側の集落域のみであり、

他の地点は水田が広がっていたのか、 あるいは不

みが多量に出土し

⑦ V b 期（中世後期以降）

集 落域であったのか定かではなく、 遺物の

掘立柱建物と柵列以外に主な遺構が検出されなかったため、 当期の様相は不明であるC また、 掘立

柱建物と柵列の時期も中 世 後期以降としか捉えられない。 しかし、 V a 期と同様に遺物は多量に出上

した。

2 、 さ いごに

今回の調査では古墳時代～ 占代を 中 心に幾つかの貴重な成果が得られた。 しかし、 まとめでは本遺

跡の様相を十分に検討することができず、 灌漑施設の性格、 集落構成の解釈、 道路状遺構と条里制と

の関係など残された課題も多 い。 とこ ろ で、 現在調脊が進められている本遺跡南隣の柿田遺跡でも古

墳時代を中 心とする集落や溝などが幾つか検出されているc そのため、 周辺の遺跡を含めて 当 地の歴

史像を再検討する必要があると思われる。

なお、 末筆ではご ざいますが、 発掘隅在から整理作業に至るまでの諸作業に携わっていただいた多

数の 方々や、 遺構 ・遺物について御指導をいただいた 方々 に深甚なる謝意を表します。



368 第 6 章 ま と め

1)州が左右交互 に 現れ る 場合 を 交互砂州 と い う 。 な お 、 河道の平面形 に つ い て は千藤克彦 に 多 く の 教示 を 得 た 。 ま た 大矢他1992

を 参 考 と し た 。

2) な お 、 今回の し が ら み状遣構 を 堰 と す る か否 か は 別 と し て 、 堰の場合、 杭 と 横木でつ く ら れ る 構造的制約か ら 、 堰 は河床か ら

の低 さ が l mを 大 き く 越え る こ と が な い と さ れて お り （広瀬 1988、 1991) 、 今回検出 さ れ た し が ら み状遣構 も SW 3 - 2 段階の

1.640m以 外 は お おむね大差な い と 思われ る 。

3) 『 ' 98岐阜県新発見考古速報ー平成10年度岐阜県発掘調査報告会ー』 に は し が ら み状遺構 を堰 と し て報告 し た が、 本報告書 を も

っ て築堤の甚礎 と し た い。

4)実年代は赤塚1996に従 っ た。

5)接合関係 を 追求す る場合は、 発掘調杏時の サ ン プ リ ン グエ ラ ー や整理作業員 の接合の熟練度が 多 少な り と も 影響 す る こ と を 当

然留意すべ き であ る 。 今回、 遺構間接合が須恵器で確認で き 、 上師器で確認で き なか っ たの は 、 そ の よ う な要因 が あ る の か も

し れ な いc

6)図208の ③ と ④ に お い て 上下層間で遺物が接合 し てい る た め 、 そ の よ う な遺物が 2 個体 あ る よ う にみ ら れる が、 こ れ ら は③ と ④

の項な る 部分の個体であ る た め 、 実際は 1 個体のみであ る 。

7)掘立柱建物の時期に つ い て は柱穴内の 出土遺物が な い以上、 言及すべ き こ と で な い か も し れな い 。 し か し 、 建物の切 り 合い か

ら 確実 に 2 時期以上の建て 替 え が行われて い る はずであ り 、 し か も 独立棟持柱建物や近接棟持柱建物の可能性の あ る 古墳時

代 の掘立柱建物群の検出 は稀有であ る こ と か ら 、 あ え て時期 を追求す る 。 な お 、 SH I の柱穴か ら は 11 期 の 上器 片 が 3 点出土

し て い る が、 そ れ ら の 出±1立置 が柱掘 り 方内か柱抜 き 取 り 跡内か を確認で き な か っ た た め にSH 1 の 上限 と 下限の時期は設定

で き な い。

8) な お堀田城之内遺跡では筆者の怠慢に よ り 、 そ の出 上状況 ・ 胎土分類 ・ 組成 な ど が検討で き な か っ たの で 、 今回再報告 を 兼ね

て比較 を 行 っ た 。

9)猿投窯の須恵器の形態、 法量の特徴は斎藤1995に従 っ た 。

10)頻戸南遺跡の杯蓋は法鼠が東山1 1号窯の も の よ り 小 さ い と い う 点で 、 岩崎氏の い う 尾張 l 型式 6 段階に対応す る の か も し れ な

い （岩崎1987) 。

1 1)久居産の須恵器 は 、 成瀬正勝に実見 し て い た だ い た 。

12)宇野1992 を 参照 と し た 。

13) 本遺跡のJIil b 期 の遣物出土状況はやや特殊であ る こ と か ら 、 食膳形態 を 里す る 士器 が H 常の 生活具 と し て使用 さ れて い た か 否

か は定 か で な い。

14) 今回の報告で甕 C と し た も の を 、 可児市宮之脇遺跡A 地点の報告書では く 字甕の一群 と し て取 り 上げ、 そ の 中 での組成比を 算

出 し て い る 。 そ の た め 、 本遺跡 と 宮之脇遺跡A 地点比較す る た め に 甕 B · C を 一括 し て グ ラ フ 化 し た 。

15)宮之脇遺跡 A 地点の遺物実見 に 際 し 、 吉田正人氏に御配慮 ・ 御教示い た だ い た 。

16)兼康保明氏の御教示に よ る C

17)赤塚次郎氏の御教示に よ る 。

18)深澤芳樹氏の御教示に よ る 。 な お 、 布留式土器について は深澤氏に 多 く の御教示 を 得 た 。 ま た 、 寺沢他1986 を 参考 と し た。

19) A 2 c 接合方法は椀型高杯以外では 1 例 （高杯 C ) の み確認 し たs

20) し か し 、 明確に ナ ス ピ型膝柄二又鍬 と 術定 で き る 個体は な く 、 ス カ シ入 り の平鍬の可能性 も 考 え ら れよ う 。

21)個人用机で食事を す る の は最高の地位の人々 、 盤は 日 常的な食膳具、 槽は水 を 張 っ て使用 す る 台所用 品 と 推察 さ れて い る （宇

野1999) 。 な お 、 今回の調査で出土 し た机はBil a 期かJIil b 期 かいずれの時期に屈す る か明確に は判浙 で き な か っ た 。

22) f 可児町史 通史編］ に よ る ，

23)山茶碗の藤澤編年 7 型式 (13世紀後半） ま で を 中世前期 、 同 8 型式 (13世紀後半-14世紀前半） 以降 を 中世 後期 と し た。

24) E 区東側の拡張区 と G 区は 1I 層 の 大半 を 重機で削平 し て い る た め対象外 と し 、 第 6 列以北は東西の グ リ ッ ド 数 が 少 な い こ と か

ら 割愛 し た 。
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25)rl縁部�t澗方法は士師器に 準 じ る 。

26)縄文時代の遺構 ・ 遺物に関 し て 野口哲也、 春 日 井恒、 三輪晃三の各氏に御教ホ を い た だ い た C

27)石野博信氏は絵画資料か ら 弥生時代の高倉を 1 間X I 間、 1 間X 2 間、 1 問X 3 間の規模でつ く ら れて い た こ と を 指摘 し て お
り 、 古墳時代 も 家屋文鏡や各地の家形埴輪 か ら 弥生時代 と 同規模の も の が継続 して つ く ら れて い た と し て い る （石野1975) 。

28)纏向型祭祀は古墳時代前期 を 中 心 と し て 行われて お り 、 中 期以降は変質 し て継続 し て い る よ う に み う け ら れ た 、 と さ れて
し ヽ る 。
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